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由 
ヤク ルト は 、 これ か ら も 世界 の 人 びと と 地球 の 健康 に 貢献 し て いき ます 。 縛 し 


人 も 地球 も 健康 に 





ヤク ルト 社会 環境 レポ ー ト 2010 に つい て 


編集 方針 


本 レポ ー ト は 、2009 年 度 の ヤク ルト 本 社 と ブル ー プ に お ける 環境 保全 活動 の 
実績 と 社会 貢献 活動 を 中 心 と し た 社会 的 側面 に つい て まとめ 、 当社 が どの よう 
な 形 で 社会 的 責任 を 果たし て いる か を 報告 し こい ます 。 

本 年 度 版 か ら 、 国内 事業 所 に と ど ま ら ず 海 外事 業 所 も 対象 と し た レポ ー ト 
と し 、 ヤ クル トブ ループ の 社会 的 側面 ・ 環 境 側 面 に つい て の 全社 的 取り 組み に つ 
いて 記載 を 加え まし た 。 

2009 年 度 版 で 初め て 第 三 者 か ら の ご 意見 を いた だ きま し た 。 本 年 度 版 で も 
引き 続 さ 、 第 三 者 意見 を 掲載 し こい ます 。 

また 、 で きる だ け 多 く の 読 者 の 方 々 に ヤク ルト 本 社 お よび グル ー プ の 社会 環 
境 活 動 の 取り 組み に つい て 、 より 関心 を 持っ て いた だ くだ た め に 親しみ や すぐ く 、 
わか りや すい 編集 を 心がけ まし た 。 本 年 度 版 で は 、 記載 内 容 を で きる だ け 簡 潔 
に まとめ 、 数 値 デ ー タ 等 に つい て は 、 当社 ホー ムペ ー ジ で 閲覧 で きる よう に 
し まし た 。 


冊子 版 と Web 版 の 関連 性 


ヤク ルト グル ー プ の 社会 環境 活動 の 
中 で 、 最 も 大 切 と 考え る 5 つの 項目 を 
中 心 に 、 ダイ ジェ スト 版 を 作成 


ヤク ルト グル ー プ の 社会 活動 ・ 環 境 活 
動 を 具体 的 に 紹介 
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ヤク ルト グル ー プ に と っ て の 重要 度 


対象 時 囲 


対象 期間 
2009 年 4 月 1 日 一 2010 年 3 月 31 日 


対象 事業 所 (環境 デー タ 収 集 範囲 ) 
ヤク ルト 本 社 本 店 、 国内 7 支店 、 国内 9 工場 、 中 央 研究 所 、 物流 3 子会社 、 海外 
2/ 事 業 所 

な お 、 社会 的 活動 に つい て は 、 上 記事 業 所 に 加え 国内 グル ー プ 企業 の 活動 に 
も 触れ て いま す 。 


本 レポ ー ト を 今後 さら に 皆さま の ご 期待 に 添う も の に 改善 し て いく た め に 、 
アン ケー ト 用 紙 を 添付 し て いま す 。 是非 、 読後 の ご 感想 や ご 意見 を お 寄せ くだ 
さい ます よう つ お 願い いた し ます 。 
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ご あい さ つ 


ヤク ルト は 今年 、 創業 75 周 年 を 迎え まし た 。 草創 期 
より 創始 者 で ある 代田 入 博 士 は 、 病気 に な っ て か ら 治 療 
する より も 、 病気 に か か ら な いよ うに する 「 予 防 医学 」、 
また 、 貯 養 を 吸収 する 場所 で ある 腸 を 丈夫 に する こと が 、 
健康 で 長生 き に つなが る と いう 「 健 腸 長寿 」 等 を 提唱 し 、 
「 ヤ クル ト 」 が 日 本 の みな ら ず 世界 の 人 々 の 健康 に 貢献 
する こと を 願い まし た 。 そし て 現在 、| ヤ フク ルト] を は じ め 
と する 当社 の 乳 製 品 は 、 日 本 を 答 め て 世界 32 の 国 こ と 地域 
で 、 毎 日 約 3.000 万 本 (2010 年 6 月 の 月 間 平 均 本 数 が 
ご 愛飲 され る まで に な り ま し た 。 

一 方 、 私 た ち を 取り 巻く 地球 環境 に 目 を 転じ ます と 、 温 
暖 化 を は じ め と する 地球 規模 の 環境 問題 は 、 悪化 の 一 途 
を た どっ て お り ま す 。 ま た 、 生物 多様 性 の 保全 が フロ ー ズ 
アッ プ さ れる な ど 、 環境 の 概 訪 が 従来 の 人 間 を 主体 と し 
た も の か が から 、 人間 を 含め た あら ゆる 生物 を 主体 と する も 
の へ と 広がり 、 環境 問題 へ の 対応 は さら に 難し いも の と 
な っ て いま す 。 

この よう な 状況 に 鐘 み 、 当社 に お きま し て は 、1991 年 
に 環境 対策 の た め の 組 織 を 設置 し 、 以来 、 地球 環境 の 保 
全 を 経営 の 最 重 要 課題 の りつ に 掲げ て 多角 的 な 環境 保全 
活動 を 展開 し こま いり まし た 。 また 、 プロ パイ オ テ ィ クス 
を 中 心 と し た 科学 技術 の 振興 や ブル ー プ 挙げ て の 幅広 い 
社会 貢献 活動 を 積極 的 に 展開 し 、 社会 な ら び げに ステ ー ク 
ホル ダー と の コミ ュ ニ ケー ショ ン づ くり に も 力 を 注い で 
お り ま す 。 

2010 年 度 か ら は 、 環境 対策 を 含む CSR 活 動 を 今 ま で 
以上 に 発展 ・ 充 実 さ せる た め に 、 組織 名 称 を 従来 の 「 環 境 
対策 室 ] か ら 、 さ ら に アク ティ ブ な 活動 を めざし た 「CSR・ 
環境 推進 室 ] へ と 変更 し 、 人 員 の 増加 等 を 含め て 組織 の 
強化 を 図り まし た 。 


*2010 年 6 月 度 の 販売 実績 は 、1 日 平均 本 数 で 3.022 万 本 で し た 。 





今後 も 、 当社 は 、 コー ポレ ー ト スロ ー ガ ン 「 人 も 地球 も 
健康 に ] の 実現 を めざし て 社会 的 責任 を 果たす べく 、 最 大 
限 の 努力 を は ら っ て まい り ま す 。 

当社 の 社会 幸 境 レポ ー ト は 、 本 年 で 第 11 報 に な り ま す 
が 、2010 年 度 版 よ り 國 子 版 ( ダ イジ ェ ス ト 版 ) と Web 版 で 
発行 * 掲 載 す る こと と いた し まし た 。 

この 「 ヤ クル ト 社 会 環境 レポ ー ト 2010] は 、 当社 お よび 
ヤク ルト ブル ー プ が 取り 組ん で まい り ま し た 、2009 年 度 
の 環境 保全 活動 や 社会 真 献 活動 の 中 で 、 紅 様 に 特に お 読 
みい た だ きた い 内 容 を 冊子 版 と し て 、 詳細 な デー タ 等 を 
Web 版 こし て まとめ て お り ま す 。 

まだ まだ 課題 は 山積 し し お り ま す が 、 ぜ ひ 、 冊子 版 ・ 
Web 版 と も に ご 一 読 い た だ き 、 当社 な ら び に ヤク ルト 
グ ブルー プ の 環境 へ の 対応 や 社会 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
を こ 理 解い た だ く と と も に 、 皆様 か ら 忌 憧 の な い ご 意見 ・ 
ご 指導 を 賜 れ ば 幸い に 存じ ます 。 


2010 年 / 月 


株 式 会 社 ヤ フル ト 本 社 
代表 取締 役 社長 


坊 忌 
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企業 プロ フィ ー ル 


ヤク ルト 本 社 の 概要 (2010 年 3 月 示現 

商号 : 株 式 会 社 ヤ フル ト 本 社 

所 在 地 : 東 京都 港 区 東 新橋 1] 目 1 番 19 号 

設立 : 1955 年 (昭和 30 年 ) 4 月 9 日 

事業 内 容 : 乳 製品 、 食品 、 医薬 品 、 化粧 品 な どの 製造 、 販売 、 そ の 他 

資本 金 :31.117 百 万 円 

売上 高 : (単体 ) 166,066 百 万 円 (2009 年 4 月 1 日 一 2010 年 3 月 31 日 ) 

事業 所  : 支 店 (/)、 工場 (9) 、 研究 所 (1 ) 、 医薬 支店 (10) 、 
物流 セン ター (11) 

従事 者 数 : 2.872 人 (出向 者 338 人 、 嘱託 99 人 を 含む ) 


ヤク ルト グル ー プ の 概要 (2010 年 3 月 示現 ) 
国内 販売 会 社 ・112 社 
瓶詰 会 社 ・ 6 社 
関係 会 社 な ど : 16 社 、4 団 体 
国外 海外 事業 所 数 : 27 事 業 所 、1 研 究 所 
販売 地域 ・31 の 国 と 地域 


文 統括 会 社 
@⑯ 事業 所 
人 研究 所 
則 販売 地域 
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部 門別 売上 高 構 成 比 ( 単 体 ) 
その 他 
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21 1 y/ バ 46 0% 





ジュ ー ス ・ 清 涼 飲 料 
21.7% 


売上 高 の 推移 (単体 ) 


( 百 万 円 ) 
200,000 


162.423 161.656 167.390 170.893 166.066 
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国内 事業 所 所 在 地 


福 本 店 

時 支店 

@ 工場 

^ 研究 所 

画 医薬 支店 

@⑯ 物流 セン ター 


ヤク ルト の 企業 理 受 


私 た ち は 、 生命 科学 の 追 宛 を 大 毅 と し て 、 
世界 の 人 々 の 健康 で 楽し い 生 活 づ くり に 貢献 し ます 。 


事業 展開 


世界 の 人 々 の 健康 を 願っ て 、「 ヤ クル ト 」 を ーーーーーー 結晶 仁和 
中 心 と し た プロ バイ オ テ ィ クス 商品 の 普 
及 ・ 拡 大 を 積極 的 に 推進 し て いま す 。 









E ま 球 誰 壮 ミ 化粧 品 事業 ヤク ルト 独自 の 乳酸 菌 研 究 か ら 生 まれ た 
オリ ジ ナ ル 成 分 を も と に 、 美しい 素肌 づ 
くり の た め の 化 粧品 を 提供 し て いま す 。 


予防 医学 だ け で な く 、 治療 医学 の 分 野 に 食品 事業 

お いて も 、 世界 的 な 抗 が ん 剤 の 開発 ・ 研 

究 を 通じ て 人 々 の 健康 に 貢献 し て いま す 。 原点 に 基づく 理念 で す 。 
生き て 有 賜 ま で 届く 乳酸 菌 や ビフィズス 上 菌 ヤク ルト の 原点 で す 。 


(プロ バイ オ テ ィ クス ) を 使っ た 乳 製品 乳 
酸 菌 飲料 、 は っ 酵 乳 、 お よび 機能 性 に 富 
だ 飲料 を 提供 し て いま す 。 


化粧 品 事業 












男女 性 用 化粧 品 
(基礎 化粧 品 、 仕上 化粧 品 ) 
還 乳 製品 乳酸 菌 飲料 “ 1 還 豆 難 化 粧品 
は つっ 酵 孔 | 兵 。| 還 ボディ 化粧 品 | 
[予防 医学 」、 「 健 腸 長寿 ] の 考え 方 か ら 生 まれ た 、 ヤ クル ト の パイ オ サ イ エン ス か ら 生 まれ た ヤク ルト の 化粧 品 。 美 し 
乳 製品 。 生き て 腸 ま で 届く [乳酸菌 シロ タ 株 ]、 ビフィズス 菌 く 健 や か な 素肌 づく り を お 手伝い し ます 。 
[B. ブレ ー ベ ・ ヤ クル ト 株 ] が 、 お な か の 調子 を 整え ます 。 
医薬 品 事業 
四 医薬 品 
弄 ジュ ー ス 類 ・ 医 療 用 
還 清涼 飲料 ( 抗 が ん 剤 、 乳酸 菌 製剤 他 ) 
画 コー ヒー 類 ・ 茶 類 "一 般 用 
昌 その 他 飲 料 、 麺類 四 医療 器具 
還 健康 食品 ( に 四 医薬 部 外 1 品 
健やか な 生活 シー ン を 創造 する ヤクルト の 飲料 。 上 質 な 素材 治療 医学 の 分 野 で 貢献 する ヤク ルト の 医薬 品 。 医 療 
を 使用 し 、 機能 性 を 追求 し た 健康 志向 の 商品 で す 。 現場 で 、 ご 家庭 で 、 健康 づく り の お 役に立っ て いま す 。 
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ヤク ルト グル ー プ の マネ ジメント 


| コー ポレ ー ト ・ ガ パナ ンス の 基本 的 な 考え 方 


企業 理念 (3 ペー ジ 参 照 ) に あり ます よう に 、 当社 お よび ヤ 
クル トグル ー プ の 事業 目的 は 、 「 世 界 の 人 々 の 健康 で 楽し い 
生活 づく り に 貢献 する ] こ と に あり ます 。 その 実現 の た め に 
は 確固 と し た コー ポレ ー ト ・ ガ パナ ンス の 体制 を 確立 する と 
と も に 、 社会 と の か か わり を 見 直し て 、 取り 組む べき 課題 を 
整理 し 、 透明 性 の 高い ガラ ス 張 り の 経営 を 実施 し こい く こ と 
が 重要 で す 。 

当社 に お ける コー ポレ ー ト ・ ガ パナ ンス の 基本 的 な 考え 方 
は 、 「 本 業 を 基本 と し た 着実 な 事業 展開 に 徹し 、 健全 な 財務 
体質 に 向け て 、 透明 度 の 高い 経営 を 推進 し こい く ] と いう も 
の で す 。 こ うし た 考え 方 の も と で 、 企業 の 社会 的 な 信頼 と 
ブラ ンド 価値 を 高め 、 お 客 さ ま は も ちろ ん 、 株 主 ・ 投 資 家 の 
皆さま 、 ヤ クル トブ グルー プ で 働く 人 々 な ど 関 係 者 の 方 々 すべ 
て に 評価 し て いた だ き 、 持続 的 に 発展 する こと を めざし て い 
ます 。 


| コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス 体制 


会 社 の 機関 に つい て 

会 社 法 上 の 監査 役 設置 会 社 と し て 内 部 統制 を 充実 し 、 意 
思 決 定 の 迅速 化 と 監査 機能 の 強化 を 図っ て いま す 。 取 締 役 
会 は 26 人 (うち 社外 取締 役 は 4 人 )、 監査 役 会 は / 人 (うち 社外 


呈 


ヤク ルト 本 社 の コー ポレ ー ト ・ ガ パナ ンス 体制 


監査 役 4 人 ) で 構成 され て いま す 。 ま た 、 経営 活動 を 有効 に 
推進 し 意思 決定 の 迅速 化 を 図る た め 、 経営 政策 審議 会 と 常 
務 会 を 設置 し こい ます 。 

取締 役 の 経営 責 佳 を より 明確 に する た め 、2007/ 年 か ら 取 
締 役 の 任期 を 1 年 と し て いま す 。 


監査 の 状況 
ぐ 内 部 監査 > 

国内 外 の 関係 会 社 を 含め 、 会 計 お よび 業務 監査 な ら び に 
内 部 統制 監査 を 実施 する た め 、 社長 直属 の 組織 と し て 監査 室 
を 設置 し こい ます 。 現在 、 監査 室長 以下 、 総勢 14 人 体制 で 
リス ク 回 避 等 の 内 部 監査 機能 を 担っ て お り 、 社内 各部 署 ・ 各 
関係 会 社 の 業務 全体 に わた る 内 部 監査 を 実施 し 、 業務 の 改 
善 に 向け て 具体 的 な アド バイ ス や 勧告 を 行っ て いま す 。 
く 監 査 役 監査 > 

/ 人 の 監査 役 ( う ち 社 外 監査 役 4 人 ) は 、 監査 役 会 で 決定 さ 
れ た 監査 方 針 ・ 監 査 計画 に 基づき 、 取締 役 会 を は ひめ と する 
重要 な 会 議 へ の 出席 や 決裁 書類 な どの 閲覧 を 通じ 、 取締 役 
の 業務 執行 状況 に つい て 監査 し て いま す 。 

また 、 会 社 の 業務 に 精通 し 、 監査 役 の 業務 を 適切 に 補助 
で きる 監査 役 専 従 の スタ ッ フ を 2 人 配置 し 、 監査 役 監査 を 支 
える 体制 を 確保 し て いま す 。 
く 会 計 監査 > 

当社 は 有限 責任 監査 法人 トー マツ に より 、 法 令 の 規定 に 
基づい て 監査 を 受け て いま す 。 


株 主 / 株 主 総会 







(内 部 統制 ) 


監査 室 
(内 部 監査 部 門 ) 法務 室 


L_ 1 | | 
業務 執行 ( 各 本 部 ) 















ーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー 





條 アア と と ゆ ん ツル モコ に 
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上 | コン プラ イア ンス へ の 取り 組み 


当社 は 、 コ ンプ ライ アン ス ( 法 令 遵 守 ・ 企 業 倫理 の 確立 ) が 
企業 活動 の 最 征 要 課 題 の りー つ で ある と 捉え 、 積極 的 な コン 
プラ イア ンス 経営 の 推進 を 図る と と も に 、 ブル ー プ 企業 へ 
も こう し た 考え 方 を 浸透 させ 、 具体 的 な 取り 組み を 行っ て い 
ます 。 


ヤク ルト 備 理 網 儲 ・ 行 動 規準 

2000 年 に 、 適正 な 企業 活動 を 行う うえ で の 規範 と し て 
| ヤク ルト 備 理 綱領 ・ 行 動 規 準 ] を 制定 し まし た 。 そし て 2005 
年 に は 、 より 実効 性 の ある 規準 と する た め 、 具体 的 な 行動 の 
指針 や 例示 を 追加 する な どの 改定 を 行い 、 同時 に 適用 範囲 
を 子会社 へ も 拡大 し まし た 。 

さら に 、 グル ー プ 企業 の 1 社 の コン プラ イア ンス 違反 が 
グル ー プ 全体 の 問題 へ 波及 し か ね な いこ と は 多く の 実例 が 
示し て き て いる こと か ら 、200/ 年 に は 、 適用 範囲 を 子会社 
の みな ら ず ヤク ルト ブル ー プ 企業 全社 に 拡大 し まし た 。 

| ヤク ルト 備 埋 綱領 ・ 行 動 規 準 ] は ヤク ルト 手帳 に 掲載 し 、 
従業 員 が 常に 自分 の 意思 決 
定 が 行動 規 男 に 違反 し な い 
の を チチ エック する ここ が で 
きる よう に な っ て いま す 。 

な お 、 こ の | ヤク ルト 備 理 
綱領 ・ 行 動 規 準 ] は 、 当社 
ホー ムペ ー ジ に 公開 し て い 
ボ 9。 





コン プラ イア ンス 委員 会 

2000 年 に 、 社外 の 有識者 (弁護士 、 公認 会 計 士 ) を 委員 と 
する 「 コ ンプ ライ アン ス 委 員 会 ] を 設置 し まし た 。 

同 委員 会 は 、 当社 役員 を 交え て 定期 的 に 開催 され て お り 、 
コン プラ イア ンス の 観点 か ら 、 企業 活動 全般 に 関す る 幅広 
い 意 見 や 提言 を いた だ いて いま す 。 

2009 年 度 は 、 前 年 と 同様 [経理 ・ 財 務 の 状況 ] 「 コ ンプ ラ 
イア ンス 推進 の 状況 ] に つい て 継続 実施 され まし た 。 


推進 体制 

社内 で コン プラ イア ンス を 積極 的 か つづ 機動 的 に 推進 する 
た め の 組 織 と し て 、 法務 室 ・ 総 務 部 ・ 人 事 部 ・ 監 査 室 の 2 部署 
で 構成 する 「 コ ンプ ライ アン ス 推 進 チ ー ム 」 を 設置 する と と 
も に 、 日 々 の 業務 が 適正 に 行わ いれ て いる か を チェ ッ ク す る 役 
割 を 担う 「 コ ンプ ライ アン ス 担 当 者 」 を 各部 署 、 各 グ ルー プ 
会 社 ご と に 選任 し 、 推進 体制 を 強化 し て いま す 。 


所 発 活動 

役員 は も と より 、 部 署長 、 管理 職 、 新入 社員 、 コン プラ イ 
アン ス 担 当 者 等 を 対象 と し て 定期 的 な 研修 を 行う と と も に 、 
金融 商品 取引 法 や 独占 禁止 法 、 個人 情報 保護 法 な ご どの 関係 
法令 に つい て 研修 を 実施 し て いま す 。 

また 、 す べ て の 従業 員 に 対し て 社内 LAN を 活用 し た e ラ ー 
ニン グ シ ステ ム に よる コン プラ イア ンス に 関す る 研修 を 継 
続 的 に 実施 する と と も に 、 子 会 社 に お いて コン プラ イア ンス 
の 現状 お よび 従業 員 の 意識 等 を 把握 し て 、 今後 の コン プラ イ 
アン スプ ログ ラム 策定 の 方 向 性 を 探る こと を 目的 と し た 
アン ケー ト も 実施 し て いま す 。 
企業 価 理 委員 会 

2002 年 、 社外 の 有識者 を 主たる 委員 と する 「 企 業 倫理 委 
員 会 ] を 設置 し 、 反 社 会 的 勢力 の 排除 に 向け た 活動 を 推進 し 
て いま す 。 
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ヤク ルト は 
いつ で きた の ? 
乳酸 菌 飲料 「 ヤ フル ト 」 が 誕生 し た の 
は 、1935 年 。 ヤ クル ト の 創始 者 で ある 
医学 博士 ・ 代 田 稔 (1899--1982) が 少年 
時 代 を 過ごし た 明治 か ら 大 正 に か け て 、 
日 本 は まだ 豊か と は いえ ず 、 衛生 状態 と 
貯 養 状態 の 悪さ か ら コ レラ や 赤痢 な どの 
伝染 病 が 流行 し 、 命 を 落と す 人 が 数 多く 
いま し た 。 特 に その 犠牲 と な っ た の は 、 
抵抗 力 の 弱い お 年 寄り や 子供 た ち で し 
た 。 代田 は 、 これ に 胸 を 痛め 医師 に な る 
こと を 志 し 、 京 都 需 国 大 学 医学 部 に 進み 、 
微生物 研究 に 着手 し まし た 。 そし て 、 乳 
酸 菌 が 腸 内 の 悪い 菌 の 働き を を 抽 え る こ 
発見 。1930 年 に 胃液 や 胆汁 な どの 
肖 化 液 に 負け ず 、 生 きた まま 腸 に 届い て 、 








に っ 


_ 人 の 健康 に 役立つ さま ざま な 働き を す 


る 「 乳 酸 菌 シロ タ 株 ] を 誕生 させ た の で 
す 。 代田 は 、 これ を 一 人 で も 多く の 人 に 
摂取 し て も ら お うと 、 有志 と と も に 安価 
で お いし い 乳 酸 画 飲 料 と し て 製品 化 。 


、 「 ヤ クル ト 」 の 商標 で 発売 し た の で す 。 





_ ま に も ご 愛飲 いた だ ける よう 、 工 場 や オ 
ト : 5 ス な どの 事業 所 、 レジ ャ ー サ 二 回 角 


代田 は 、 病気 に な っ て か ら 治 療 す る 
より も 、 病気 に か か ら な いよ うに する 
[予防 医学 」 が 重要 と 考え まし た 。 ま た 、 
宋 養 を 吸収 する 場所 で ある 腸 を 丈夫 に 
する こと が 、 健康 で 長生 き に つなが る と 
いう 「 健 腸 長寿 」 の 考え 方 や 、「 誰 も が 願 
う 健 康 を 誰 も が 手 に 入れ られ る 価格 で 
提供 する ] こ と を 提唱 し まし た 。 ヤク ルト 
で は これ ら を 「 代 田 イ ズム 」 と 呼び 、 す べ 
て の 事業 の 原点 と し て いま す 。 


どう し て 
ヤク ルト レデ ィ が 
お 届け し て いる の ? 

ヤク ルト レデ ィ に よる 宅配 は 、 「 婦 人 販 
売店 シス テム 」 と し て 1963 年 の 導入 以来 
続け て きた 、 ヤ クル ト 独 自 の お 届け 方 法 
で す 。 ヤク ルト レデ ィ が 毎日 お 届け する 
こと で 、 プロ パイ オ テ ィ クス * の 考え 方 を 
十分 に ご 理解 いた だ き 、 飲み 続け て いた 
だ く こ と で 、 健康 管理 の お 手伝い を する 
こと が 目的 で す 。 全 国 の 1 12 の 販売 会 社 
に ある 約 2.600 か 所 の 「 セ ンタ ー」 を 拠点 
に 、 約 4 万 3.000 人 の ヤクルト レデ ィ が 
活躍 。 全 国 津々 浦 々 、 お 客 さ ま へ 真心 と 
と も に お 届け し て いま す 。 

宅配 で は 接する こと の で き な い お 客 さ 





* プロ バイオ ティ クス : 腸 内 フロ ー ラ 
る こと に より 、 人 に 有益 な 作用 を も 








変わ る も の と 
変わ ら な いも の は ? 

ヤク ルト の 「 宅 配 」 は 、 製品 を お 届け す 
る だ け で な く 、 | 予防 医学 」 や 「 健 腸 長寿 
の 考え 方 を 普及 し て いく こと 、「 真 心 」 
「 人 の 和 」 を 大 切 に する 、 と いう 代田 の 基 
本 的 な 考え に 根ざし て いま す 。 この 「 宅 
配 ] 普及 」 [真心 」 | 人 の 和 」 と いう 考え 方 
は 、 時 代 を 超え た 普遍 の も の と し て 、 現 
在 の ヤク ルト に 脈々 と 受け 継が れ て いま 
す 。 徹底 し た 衛生 管理 や 品質 保証 、 健康 
に 役立つ 新 製 品 の 研究 開発 が こう し た 
考え 方 を 支え て いま す 。 

市 場 環 境 や 社会 情勢 が 変化 する 中 で 、 
誰 も が 手 に 入れ られ る 価格 を 維持 し な 
が ら 、 一 人 で も 多く の 方 に ヤク ルト の 製 
品 を お 届け する た め に は 、 変え な けれ ば 
な ら な いこ と も あり ます 。 ス ーー パー マー 
ケッ ト や コン ビニ エン スス ト ア な どの 量 
販 店 、 自動 販売 機 で "365 日 ・24 時 間 " 
"いつ で も 、 どこ で も 、1 本 で も "の 販売 
を 行う な ど 、 販売 方 法 の 多様 化 が その 
一 例 で す 。 












し か し 、 一 方 で [代田 イズ ム 」 の 考え 方 
や 徹底 し た 衛生 管理 、 品質 保証 な ど 、 守 
る べき も の は し っ か り と 守り 続け て いき 
ます 。 | 変え て は いけ な いも の 」 と 「 変 え 
な く て は な ら な いも の 」 を 的 確 に 見 極め 、 
[世界 の 人 々 の 健康 を 守る 」 と いう 代田 の 
願い が 現実 の も の と な る まで 、 一 歩 一 歩 
彰 実 に 進化 し て いく こと こそ 、 ヤ クル ト 
の 使命 で ある と 考え て いま す 。 


乳酸 菌 に 
期待 され る こと は ? 
世界 で は いま だ に 、 コレ ラ や 赤痢 で 命 
を 落と す 人 が 多く いる 一 方 で 、 先進 国 で 
は 、 生活 が 豊か に な っ た こと に 起因 する 
生活 習慣 病 等 が 増加 し て いま す 。 こ れ ら 
生活 習慣 病 の 予防 や 術 後 感染 症 の 予防 、 
免疫 力 の 向上 な ど に 関す る 研究 は 日 々 
進ん で お り 、「 乳 酸 菌 シロ タ 株 」 の 可能 
性 は ます ます 広がっ てい ます 。 








世界 の 人 々 の た め の 
ヤク ルト 


現在 、31 の 国 と 地域 へ 進出 し て い 
る 海外 展開 は 、 3 つの 段階 を 経て 今 に 
至っ て いま す 。 最初 の 段階 は 、1964 
年 の 台湾 進出 に 始ま り 、 タイ 、 フィ リピ 
ン な ど 、 当時 は まだ 衛生 状態 が 十分 
整っ て お ら ず 、 感染 症 の 流行 な ど が 見 
られ た 国々 で の 販売 開始 で し た 。 次 に 
1990 年 代 に な る と 、 オー スト ラリ ア 、 
オラ ンダ 、 ベ ルギー な ど 先 進 国 で も 販 
売 を スタ ー ト 。2000 年 代 以降 は 、 米 
国 、 中 国 、 イ ンド な どの 人 口 大 国 で も 
ヤク ルト の 販売 を 開始 し まし た 。 

国内 同様 に 基本 と な る の は 、 ヤ クル 
トレ ディ に よる 「 お 届け 」 で す 。 現在 、 
海外 で は 約 6 割 が ヤク フル トレ ディ に 
よる 宅配 、 4 割 が 店 頭 で の 販売 と な っ 
て いま す 。 ヤク フル トレ ディ に よる 「 お 届 
け 」 に こだわ る の は 、 お 客 さ ま 一 人 ひ 
と り 、 商 品 1 本 1 本 を 大 切 に し た いか ら 。 
そし て 、 何より も お 客 さ ま に 「 代 田 イ 
ズム 」 や 菌 の 有用 性 を 十分 に ご 説明 
し 、 飲用 いた だ く 「 普 及 」 活動 に 努め て 
いま す 。 この 考え 方 は 、 店 頭 に お いて 
も 同様 で 、 今後 、 新た に 販売 を 展開 し 
て いく 国 に お いて も 変わ り ま せん 。 地 
道 な 作業 で は あり ます が 、 お 客 さ ま に 
ヤク ルト を 継続 的 に 愛飲 いた だ き 、 健 
康 に な っ て いた だ く た め の 理解 を 得る 
に は 不可 欠 な こと だ と 思っ て いま す 。 





国際 
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国内 で は 、 ヤ クル ト の 代表 的 な 生産 拠 
点 で ある 富士 裾野 工場 を は じ め 、 福島 工 
場 、 茨 城 工場 な ど 7 か 所 の 本 社 工 場 と 、 
岩手 ヤク ルト 工場 、 千 葉 ヤ フル ト 工 場 な ど 
6 か 所 の 瓶詰 会 社 で 生産 し こい ます 

品質 保証 の 観点 か ら 、 本 社 7 工 場 、 瓶 
詰 会 社 6 工場 の すべ て の 生産 工程 に 、 食 
品 衛生 管理 シス テム 「HACCP」 を 導入 し 、 
高度 な 品質 管理 と 衛生 管理 を 両立 させ 
て いま す 。 さら に 食品 衛生 法 よ り も 厳し 
い 社 内 基準 を 設け 、 品質 管理 を 徹底 し て 
いま す 。 公 的 機関 が 見 学 に 来 ら れる な ど 、 
ヤク ルト の 品質 管理 へ の 取り 組み は 自 他 
共に 認め る ほど に な っ て いま す 。 

特に 富士 裾野 工場 で は 、 品質 管理 と 品 
質 保 証 の 国際 規格 [ISO9001」 の 認証 も 
取得 。「HACCP」 と 「ISO9001」 を 統合 し 
た 厳しい 基 準 を 設け 、 最高 の 品質 確保 に 
取り 組ん だ 新しい モデ ル を 設定 し 、 質 が 
高く 安全 で 、 環境 に も 良い 製品 づく り を 
進め て いま す 。 





We ョ に 使用 する 原料 を 選ぶ に あたっ て 


の 原料 メー カー の 取引 実績 や 技術 力 、 


品質 管理 の 状況 を 十分 に 調査 し ます 。 同 
時 に 、 原料 に 農薬 を 使用 し て いる か どう 
か を 原料 メー カー に 問い 合わ せ 、 原料 調 
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査 書 を 提出 し て いた だ く こ と で 、 安全 性 
を 確認 し て いま す 。 原料 の 原産 国 や 製造 
工場 、 製造 工程 の 調査 も 行い 、 現場 の 衛 
生 状 態 や 検査 体制 、 品質 管理 体制 を 確認 
し 、 必 要 に 応じ 改善 を お 願い し て いま す 。 

原料 メー カー と 取引 を 開始 し た 後 も 、 
農薬 の 分 析 証 明 書 を 定期 的 に 提示 し て 
いた だ いて いま す 。 原産 国 な どの 変更 が 
な いか どう か が 確認 し 、 あ っ た 場合 に は 
原料 調査 書 を 改め て 提出 し て も らい 、 内 
容 を 調査 し て いま す 。 ま た 、 すべて の 原 
料 に つい て 、 製造 管理 シス テム の 中 で ト 
レー サビ リティ を 確保 し て いま す 。 








確か な 安全 性 を 持つ 製品 を 毎日 確実 
に 生産 する た ゆめ に 、 ヤ クル ト の 乳 製品 工 
場 で は 原料 の 仕込 みか ら 培 養 、 調合 、 容 
器 の 成形 、 充 填 、 出荷 まで 一 買 し た 生産 
シス テム で 製品 づく り を 行っ て いま す 。 

ヤク ルト で は 、 近年 の 食品 の | 安全 ・ 安 
心 | に 対す る お 客 さ ま の 強い 関心 に お 応 
え し 、 より 高 品質 な 製品 を 安定 的 に お 届 
け す る た め に 、 最新 技術 を 用 いた 生産 機 
器 と 製品 検査 設備 の 導入 を 進め て いま 
す 。 製品 検査 設備 は イン ライ ン で 装備 さ 
れ 、 すべ て の 製品 を 瞬時 に チェ ッ ク す る 
こと が で きま す 。 

間 工場 で は 工場 見 学 を 歓迎 し 、 多 く の 
皆さま に 製品 づく り の 現場 に 触れ て いた 
だ く 機 会 を 設け て いま す 。 今後 も 安全 性 
の 高 さ を お 客 さ ま に 直 接 実感 し て いた 
だ ける よう 、 この 取り 組み を 強化 し て い 
さま す 。 





健康 を お 届け する ヤク ルト の 製品 は 、 
世界 中 どこ の 国 の 工場 で も 、 品質 を 保証 
する た め の 厳 し い 社 内 基準 と 高度 な 衛 
生 管 理 の も と で 、 地 球 環境 に 配慮 し な が 
ら 作 られ て いま す 。 ま た 、 地域 で 愛さ れ 
る 企業 と な る た め に も 現地 生産 、 現地 販 
売 を 基本 と し て お り 、 そ の 国 や 地域 の 
人 々 に 乳酸 菌 の 働き に よる 「 予 防 医学 」 
「 健 腸 長寿 」 に 対す る 理解 を 深め て いた 
だ き 、 愛着 を 持っ て 飲み 続け こい た だ く 
た め の 環 境 づ くり 、 人 づく り に 取り 組ん 
で いま す 。 国 際 事 業 は 、 ア ジア ・ オ セア 
ニア 、 米州 お よび ヨー ロッ パ の 3 地域 体 
制 で 積極 展開 を 図り 、 名 実 と も ち に グロ ー 
バル な 企業 と し て の 位置 づけ を 確立 し て 
いさ ます 。 
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ヤク ルト 社会 環境 レポ ー ト 2010 09 





本 ヤク ルト レデ ィ が 
@' 健康 情報 の 提供 ? 
ヤク ルト レデ ィ に よる 宅配 は 、 「 婦 人 販 
売店 シス テム 」 と し て 1963 年 の 導入 以来 
続け て きた 、 ヤ クル ト 独 自 の お 届け 方 法 
で す 。 ヤク ルト レデ ィ が 毎日 お 届け する 
こと で 、 お 容 さ ま と の コミ ロニ ケー ジョ 
オ テ ィ クス の 考え 方 
: 寺 、 飲 み 続け て い 
ョ 』 の お 手伝い を す 











店 だ く こ と で 、 施 
る こと が 目的 て 
を | 普及 活動 
と 捉え て いま す 。 「 


商品 の 科学 性 、 プ ロ パ イオ ティ クス の 考 
え 方 な ど を ご 理解 の うえ で 、 ヤ クル ト 商 
品 を 購入 し て いた だ きた いか ら で す 。 ま 
た 、 ヤ クル トレ ディ に よる 商品 の 配達 」 
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重要 性 や 


も 、 ヤ クル ト の 商品 で 健康 に な っ て いた 
だ きた いと 、 手 か ら 手 へ 健康 を 真心 込め 
て お 届け する と いう 気持 ちか ら 、 「 お 届 
け 」 と いっ て いま す 。 
全国 の 1 12 の 販売 会 社 に ある 約 2.600 
が 店 の 「 セ 人 ] を 拠点 に 、 約 4 万 
有 l 000 人 の ャ クリ 内 ディ が 活躍 し て い 
ます 。 日 ご ろか ら 健康 情報 の 提供 や 食 生 
活 の アド パイ ス を する な どの 役割 を 担う 
こと も めざし て いま す 。 










| 愛 の 訪問 活動 ] の 
@' さ ざ つ か がけ は ? 

1972 年 、 福島 県 郡山 市 の ある ヤク ル 
トレ ディ が 、 誰 に も 看 取 ら れず に 亡 く 
な っ た ひと り 暮 らし の お 年 寄り の 話 に 
胸 を 痛め 、 担当 地域 に 暮らし て いる 同じ 
よう な お 年 寄り に 自費 で | ヤク ルト 」 を 
お 届け し まし た 。 この 活動 に 販売 会 社 や 
地域 の 民生 委員 が 共 唱 し 、 さ ら に は 自治 
体 も 動か し て 、 全国 に 活動 の 輪 が 広がっ 
て いき まし た 。 この 「| 愛 の 訪問 活動 ] は 、 
ヤク ルト レデ ィ が 商品 を お 届け し な が ら 、 
ひと り 暮 らし の お 年 寄り の 安 合 を 確認 
た り 話 し 相手 に な る 活動 と し て 、 定着 し 
て いま 














の 

[ 愛 の 訪問 活動 | は 、1972 年 の 開始 
以来 、 脈 々 と 続け られ て いま す 。 現在 、 
全国 153 の 自治体 か ら の 要請 を 受け 、 約 
3,.700 人 の ヤク ルト レデ ィ が 4 万 7,000 
人 を 超え る お 年 寄り の お 宅 を 訪問 し て 
いま す 。 

この 活動 は 、 ボラ ンティア 活動 に 携 わ 
る 方 々 や 行政 か ら も 非常 に 高い 評価 
を いた だ き 、1991 年 に は 経済 広報 セン 
ター か ら 「 優 秀 企業 広報 特別 賞 ] を 、 
1994 年 に は 「 ボ ラン ティ ア 功 労 者 ]」 と し 
て 厚生 大 臣 ( 当 時 ) の 表彰 を 受け まし た 。 











移 
担当 地域 の 中 で 毎日 商品 を お 届け し て 
いる ヤク ルト レデ ィ は 、 地 域 の 隅 々 まで 
目 が 届く こと か ら 、 癌 地 の 警 察 と 連携 し 
て 防犯 パト ロー ル な ど 地 域 の 「 安 全 ・ 安 
心 」 へ の 強化 の お 手伝い も し て いま す 。 


信 
海外 に お いて も 、 ヤ クル トレ ディ に よ 
る 「 お 届け 」 を 多く の 国 と 地域 で 実施 し 、 
現在 海外 で は 約 3 万 8.000 人 の ヤク ルト 
レデ ィ が 活躍 し て いま す 。 
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宅配 営業 部 宅配 推進 課 課 長 興 谷 聡 


宅配 営業 部 毛 配 企画 課 課長 改 谷 正 軸 
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健康 は | 予防 医学 ] か ら ス ター ト し ます 。 
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乳酸 菌 の 機能 が 
広がっ て いる 3? 

「 乳 酸 菌 シロ タ 株 ] や ビフィズス 菌 
「B. ブレ ー ベ ・ ヤ クル ト 株 」 は 、 胃液 な ど 
の 消化 液 に 負け ず に 生き て 腸 に 届き 、 
良い 働き を し ます 。 腸 内 環境 を 改善 し 、 
腸 の 健康 を 維持 する うえ で 重要 な 働き を 
持っ て いる の で す 。 

長年 の プロ パイ オ テ ィ クス 研究 を 通し 
て 、 乳酸 菌 の 新た な 機能 も 次 々 に 発見 さ 
れ て いま す 。 乳 製品 乳酸 菌 飲料 「 プ レ 
ティ オ 」 は 、 血圧 降下 作用 の ある 食品 成 
分 「GABA (7 - ア ミノ 酷 酸 )」 を 乳酸 菌 の 
力 で 作ら せ た 新 し い 飲 料 と し て 商品 化 さ 
れ ま し た 。 











孔 製 品 乳酸 菌 飲 料 「TBF- 1] は 、「B. 
ビ フ ィ ダ ム BF- 1 株] と いう 新た な ビ 
フィ ズ ス 菌 を 使用 し た 商品 で 、 表 を や さ 
し く 守 る 機能 に 期待 が 高まっ て いま す 。 
この よう に 乳酸 菌 の 機能 は 広がっ て き て 
お り 、 ヤ クル ト は プロ バイ オ テ ィ クス の 
リー ディ ング カン パニ ー と し て 、 これ か 
ら も 予防 医学 に 基づい た 乳酸 菌 の 可能 
性 を さら に 追求 し てい きま す 。 


予防 医学 か ら 
[治療 へ 」 ? 

ヤク ルト は 1961 年 に 、 食品 や 医薬 品 
の 原料 と な る 酵素 を 使っ た 製品 の 開発 
を 始め 、 医薬 品 事 業 を スタ ー ト し まし た 。 





健康 で 楽し い 


生活 づく り 





それ まで 境 っ て きた 予防 医学 に 関す る 研 
究 に 加え 、 病気 に な つて し まっ た 人 の 健 
康 も 守り た いと の 思い か ら 「| 治 療 ]」 の 分 
野 で も 取り 組み を 始め た の で す 。 

一 般 用 医薬 品 は 、1979 年 の 乳酸 菌 製 
剤 に 始ま り 、1995 年 に は 乳酸菌 シロ 
タ 株 ] と ビフィズス 菌 IB. ブレ ー ベ ・ ヤ フク 
ルト 株 | を 使用 し た 整 腸 楽 を 発売 し て き 
まし た 。 

医療 用 医薬 品 の 分 野 で は 、 折 悪 性 腫瘍 
剤 「 カ ンプ ト 点 滴 静 注 ( イ リノ テカ ン 塩酸 
塩水 和 物 )] を 開発 。 現 在 は 、 これ に |「 エ 
ルプ ラッ ト 注 射 用 (オキ サリ プラ チン )」 
を 加え た 2 つの 抗 が ん 剤 を 中 心 に 、 世界 
に 評価 され る オン コロ ジー*! カ ン パ ニー 
と し て 医療 ・ 医 薬 へ の 取り 組み を 進め て 
いま す 。 


*1 オン コロ ジー : 癌 (が ん ) な どの 腫瘍 の 原因 ・ 治 療 な ど 
に つい て 研究 する 学問 分 野 。 





[研究 開発 」 の 
テー マ は ? 

ヤク ルト は 、 人 々 の 健康 に 役立つ 食 
品 ・ 医 薬品 ・ 化 粧品 の 素材 開発 と 利用 の 
研究 を 行っ て きま し た 。 食品 分 野 で は 、 
微生物 の 優れ た 力 を 人 の 健康 に 役立て 
る た め の 研 究 開発 に 力 を 入れ て いま す 。 
ヤク ルト 中 央 研究 所 で は 、 人 の 健康 と 腸 
内 フロ ー ラ の 関係 を 解き 明か すこ と を 
第 一 の 使命 と し 、 基盤 研究 の 柱 と し て 腸 








内 フロ ー ラ と 機能 の 解明 に 取り 組ん で 
いま す 。 ま た 、 ヨ ー ロ ッ パ 研究 所 で は 、 
ヨー ロッ パ の 人 々 の 腸 内 フロ ー ラ 解明 や 
プロ バイ オ テ ィ クス の 腸管 機能 に 対す る 
効果 に つい て 研究 を 行っ て いま す 。 
医薬 品 分 野 で は 、 抗 が ん 剤 や その 関連 
薬剤 な どの 研究 開発 を 、 ま た 化粧 品 分 野 
で は 、 皮 点 科学 に 基づく 安全 性 の 高い 有 
効 な 素材 の 開発 研究 を 行っ て いま す 。 


「 シ ン バ イ オ テ ィ フス 」 
に 期待 され る こと は ? 

近年 、 ヤ クル ト で 研究 を 進め て いる シ 
ン パ イオ ティ クス が 医療 現場 で 注目 され 
て いま す 。 シン バイオ ティ クス と は 、 プ 
ロバ パイ オ テ ィ クス と プレ パイ オ テ ィ クス *< 
を 一 緒 に 摂取 する こと で す 。 手術 な ど に 
よっ て 引き 起こ され る 感染 症 に 対し 、 こ 
れ ま で 使用 され て きた 抗生 物質 に 代わ 
る も の と し て 期待 され て いま す 。 

すでに 臨床 の 場 で は 、 シ ン パ イオ ティ 
クス 療法 に より 腸 内 フロ ー ラ を 改善 す 
る こと で 、 免疫 機能 の 回 復 や 感染 性 合併 
症 の 予防 、 さ ら に 消化 吸収 を 促進 し て 栄 
養 状 態 を 良く し 、 回 復 力 を 高め る こと が 
実証 され て いま す 。 


*2 プレ バ パイ オ テ ィ クス : お な か の 中 の 有用 菌 が 増え る の 
を 助け る 働き を する 物質 。 


研究 の 原点 は 


[予防 医学 」 


ヤク ルト の 医薬 品 事業 は 、1975 年 
に 専門 部 署 を 設置 し て か ら 本 格 化し 
まし た 。「 予 防 医学 」 を 原点 と し て 「 治 
療 医 学 ]」 へ の 追求 を 試み 、 そ の 結果 、 
乳酸 菌 を 利用 し た 乳酸 菌 製 剤 「 け ヤ フ クル 
ト 整 腸 薬 」 を 開発 し まし た 。 その 後 も 
[治療 医学 ]」 へ の 道 を ひたすら 歩ん で 
きま し た 。 

医薬 品 事業 が 軌道 に 乗り 始め た の 
は 、 抗 悪性 腫瘍 剤 | け カ ンプ ト 点 滴 静 注 」 
の 開発 に 成功 し て か ら で す 。 ま ず 、 海 
外 で 大 き な 注 目 を 集め 、1990 年 代 に 
は が ん の 標準 治療 に 組み 込ま れる ほ 
ど に な り ま し た 。 大腸 が ん の 第 一 選 
択 薬 と し て 「 カ ンプ ト 」 は 100 か 国 以上 
で 使用 され て いま す 。 

現在 、 大 腸 が ん は 日 本 人 女性 の が 
ん 死因 の 第 1 位 、 男 性 で は 第 4 位 と 
な っ て いま す 。2015 年 に は 、 日 本 人 
の 大 腸 が ん 容 患 率 は 表 が ん を 抜い て 
トッ プ に な る と いわ れ て いま す 。「 カ 
ンプ ト 」 「 エ ルプ ラッ ト 」 は 開発 後 も 進 
化 を 続け こおり 、 まだ まだ 大 き な 可 能 
性 を 秘め て いま す 。 今後 も この 分 野 
で の 研究 開発 に 力 を 入れ 、 オ ンコ ロ 
ジー 領域 で も っ と も っ と 人 社会 に 貢献 
し て いき ます 。 









医薬 開発 部 番 議 役 角 邦男 
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[ヤク ルト ろ材 を 使用 し た 施設 


東京 都 三鷹 市 ・ 井 の 頭 公 園 池 


に コク ピ ン 


別 ] 





[生物 資源 の 管理 」 の 

ヤク ルト で は 、 国 内外 か ら 集 め た 乳酸 
菌 や 腸 内 細菌 等 を 研究 所 で 保存 し 、 これ 
ら の 微生物 資源 を 後世 に 残す こと で 、 社 
会 に 貢 献 する こと を めざし て いま す 。 往 
生物 の 中 に は 、 死滅 し や すい も の や 培養 
を 繰り 返す と 性 質 が 変化 し て し まう も の 
が あり ます 。 こ の た め 、 分 離さ れ た と き 
の 性 質 を 維持 し た まま 菌株 を 保存 する 
こと は 、 研究 材料 の 確保 や 微生物 資源 の 
保 生 と いう 面 か ら 非 常に 重要 で す 。 ま た 、 
収集 し た 菌株 の 性 質 を 調べ て 正確 な 情 
報 を 提供 する こと は 、 研究 や 産業 へ の 利 
用 を 進め る うえ で と て も 大 切な の で 、 研 
究 所 で は これ ら の 研究 も 行っ て いま す 。 

具体 的 な 管理 方 法 と し て は 、 乳酸 菌 等 
の 菌株 を 凍結 乾燥 な どの 方 法 で 保存 し 
天災 な ど に よる 遺失 か ら 守 る た め に 研 
究 所 の ほか に 工場 等 に も 分 け て 保管 し 
て いま す 。 








群馬 県 館林 市 城 沼 


ト 7 ヤク ルト と 
生物 多様 性 ? 

ヤク ルト は 、 企業 活動 その も の を 、 乳 
酸 菌 と いう 生物 資源 を 利用 し な が ら 行 っ 
て いま す 。「 代 田 イ ズム 」 の 実践 に は 、 生 
物 (乳酸 菌 ) の 利用 が 不可 欠 だ か ら で す 。 
その た め 、 自然 の 恵み や 生物 多様 性 に 配 
慮 し な けれ ば 、 企業 活動 その も の が 成り 
立ち ませ ん 。 

これ は 、2006 年 に 策定 し た 「 人 も 地 
球 も 健康 に 」] と いう コー ポレ ー ト スロ ー 
ガン の 趣旨 で も あり ます 。 こ の スロ ー ガ 
ン は 、「 こ れ か ら も 地球 環境 全体 の 健康 
を 視野 に 入れ 、 すべ て の 事業 活動 を 通じ 
て 世界 の 人 々 の 健康 で 楽し い 生 活 づ くり 
に 頁 献 し て いき た い 」 と いう 思い を 込め 
て 策定 し た も の で す 。「 人 も 」「 地 球 も 」 に 
込め た 意味 は 、「 人 が 健康 で ある た め に 
は 、 人 だ け で は な く 周 り の すべ て の も の 
が 健康 で な けれ ば な ら な い 。 水 、 土壌 、 
大 気 、 動植物 、 これ ら す べ て が 健康 で あっ 
て 初め て 人 は 健康 的 に 生活 で きる の で 
あり 、 健 全 な 社会 が 築 か れる ]」 と いう も 


の で す 。 
。 と 水 浄化 シス テム の 
可能 性 は ? 

ヤク ルト で は 、「 ヤ クル ト (65m め の 」 の 
容器 の 底 を 抜い た も の (ヤク ルト ろ材 ) を 
接触 材 ( 巧 れ を 分 解す る 微生物 を 繁殖 さ 
せる も の ) と し て 使用 し た 水 浄化 シス テ 
ム の 普及 を 行っ て いま す 。 排水 処理 施設 
の 接触 酸化 槽 内 に ラン ダム に 詰め 込ん 
だ ヤク ルト ろ材 の 内 外面 に 多種 多様 な 
役 生 物 が 棲み つき 、 水質 汚濁 の 原因 と な 








様 性 ] を 守る 活動 を 続け て いま す 。 
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る 有機 物 を 徹底 的 に 分 解消 化す る こと 
で 、 産業 排水 や 生活 排水 を 高度 に 浮 化 し 
ます 。 

国内 外 で 、 ヤ クル ト ろ 材 を 使用 し た 浄 
化 槽 、 水 再生 施設 、 高度 処理 施設 等 の 実 
績 が あり ます 。 現在 、 河川 浄化 施設 、 閉 
吾 性 水域 浮 化 施設 、 農 ・ 漁 業 集落 排水 処 
理 施設 、 中 水 施設 で も 使用 され て いま す 。 

後 は 、 ヤ クル ト 海 外事 業 所 で の 工場 
排水 処理 施設 へ の 導入 な ど 、 海外 で も 普 
及 を 進め て いき た いと 考え て いま す 。 


2006 年 、JSA (日 本 国政 府 ア ンコ ー 
ル 遺 跡 救済 チー ム ) に 参加 し て いる 東京 
農工 大 学 片山 研究 室 に 協力 し 、 遺跡 の 劣 
化 に 関す る 微生物 の 影響 調査 の 一 部 を 
担当 し まし た 。 遺跡 の 劣化 に は 、 雨 ・ 風 な 
どの 物理 的 な 作用 や 化学 的 作用 、 盗掘 、 
観光 地 化 等 の 人 為 的 要因 、 植物 に よる 芝 
化 な ど さ ま ざま な 要因 が あり ます が 往生 


ーー ご 
二 ーー 
mp そ 
ホー 
で 
= 
ニー 


] 天 ょ 員 
7M り AU 
_ 7 





物 も 影響 し て こい ます 。 同 研究 室 は 、 遺跡 
の 劣化 に 関 与 する 微生物 の 解析 を 進め て 
いた た め 、 ヤ クル ト の 得意 と する 「 菌 叢 解 
析 」 技 術 を 用 いて 、 遺跡 の 劣化 部 分 の 対 
索 を 講じ る た め の 調 査 に 協力 し まし た 。 
具体 的 に は 、 アン コー ル 遺 跡 の 壁面 か ら 
採取 し た 試料 か ら 、 付着 微生物 の DNA を 
効率 良く 抽出 する 方 法 を 検討 し まし た 。 
大 阪 大 学 那須 研究 室 が 開発 し た 粘着 シー 
ト を 用 いる こと で 、 貴重 な 遺跡 や 壁画 等 
に ダメ ー ジ を 与え ず 、 表面 に 生育 する 往 
生物 を サン プリ ング し た 後に 、 細菌 や カ 
ビ の DNA を 抽出 し 、 解析 を 行い まし た 。 











広報 室 CSR・ 環 境 推進 室 室 長 佐藤 洋 
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環境 活動 





ヤク ルト 本 社 は 、1991 年 11 月 に 地球 環境 の 保全 に 取り 組む た め の 組 織 を 設置 し 、 また 1997 年 6 月 に は 、 グル ー 
ブ 全 体 を 対象 と し て 、 | 経団連 地球 環境 副 章 ] に 則っ た 「 ヤ フル ト 環 境 基 本 方 針 ] を 制定 し まし た 。 その 「 環 境 理 念 」 と 
[行動 指針 ] に 基づき 、 事業 活動 の 全 領 域 で 環境 保全 活動 を 推進 し こい ます 。 

行動 指針 に つい て は 、 より 具体 的 な 内 容 に する た め 2004 年 3 月 に 、 また 、 生物 多様 性 の 保全 に 対応 する た め 
2010 年 1 月 に 改定 し て いま す 。 


ヤク ルト 環境 基本 方 針 


環境 理 党 
株 式 会 社 ヤ フル ト 本 社 お よび ヤク ルト ブル ー プ の 全 事 業 体 は 、 地球 環境 の 保全 が 「 社 会 と 共生 する 経営 ] の 最 車 要 課 
明 り 一 つ で ある こと を 認識 し 、 企業 活動 の あら ゆる 和 面 で 環境 の 保全 に 配慮 し て 行動 する 。 


行動 指針 
1. ヤク ルト 本 社内 に 設置 する 「 環 境 対策 委員 会 ] の 施策 を 実現 する た め 、 ヤクルト グル ー プ の 全 事 業 体 は 一 体 と な っ て 、 
事業 活動 に 伴う 環境 問題 に 積極 的 に 、 か つ 継 続 的 に 取り 組む 。 
2. 各 事 業 体 は 環境 マネ ジメント シス テム を 構築 し 、 環境 負荷 の 抑制 を 目標 に 従事 者 全員 の 参加 に より 体系 的 に 取り 
組 の びと と も に 、 そ の 継続 的 改善 を 図る た め に 定期 的 に 実施 状況 を 点検 、 監査 し 、 環境 行動 の 見 直し を 行う 。 
3. 環境 関連 の 法律 ・ 規 制 ・ 協 定 な ど を 遵守 する こと は も と より 、 自主 基準 を 設定 し 、 環境 管理 レベ ル の 一 層 の 向上 と 
環境 汚染 リス ク の 未然 防止 に 努め る 。 
4. 事業 活動 の 全般 に お いて 、 環境 の みな ら ず 生物 多様 性 に も 配慮 し た 環境 負荷 の 低減 化 を 推進 する 。 
(1) 製品 容器 包装 の 使用 量 ・ 排 出 量 の 抑制 、 処理 処分 の 適正 化 、 再生 資源 の 利用 な ど に 配慮 し た 容器 包 
利用 に 努め る 。 
(2) 製品 の 製造 に 当たっ て は 、 環境 汚染 を 徹底 的 に 防止 する と と も に 、 省 資 源 ・ 省 エネ ルギー に より 廃棄 物 や 地球 温 
暖 化 ガス な どの 排出 抑制 に 努め る 。 また 、 循環 型 社会 の 形成 に 向け て 廃棄 物 の 再 資 源 化 お よび ブ グリーン. 調達 に 


穫 
〇 
Aa 
日 川 
ー ト に 
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努め る 。 
(3) 製品 の 物流 ・ 販 売 に 当たっ て は 、 車両 な ど ご に よる 環境 負荷 の 抑制 と 製品 容器 包装 の 再 資源 化 や 販売 資 機材 の 再 利 
用 に 努め る 。 


(4) ヤク ルト グルー プ の 全 オ フィ ス に お いて 、 省 資源 ・ 省 エネ ルギー に より 廃棄 物 や 地球 温暖 化 ガ ス な どの 排出 抑制 
に 努め る 。 また 、 廃棄 物 の 再 資 源 化 お よび ブリ ー ン 購入 と 利用 に 努め る 。 
5) 研究 活動 に 当たっ て は 、 環境 負荷 の 抑制 に 努め る と と も に 、 境 汚染 や 安全 性 侵害 の 刀 れ の ある 物質 の 管理 を 
徹底 する 。 
5. 従事 者 全員 に 対す る 環境 教育 を 徹底 し 、 環境 保全 意識 の 向上 を 図る 。 
6. 環境 行動 に 関す る 情報 を 適切 に 開示 し 、 社会 たと の コミ ュ ニ ケー ショ ン に 努め る 。 
/. 在 業 市 民 こ し て 、 地球 の 環境 保全 活動 に 対す る 支援 、 協力 を 積極 的 に 行 つ 。 


市 定 199/ 年 6 月 24 日 
X 定 2004 年 3 月 8 日 
史 定 2010 年 1 月 25 日 
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| エコ "ジジ ヨ 


当社 で は 、2001 年 度 か ら 「 ヤ クル ト 本 社 環境 行動 計画 ] を 
策定 し て 、 事業 活動 か ら 発生 する 環境 負荷 の 低減 を 図る べく 、 
開発 、 生産 、 営業 そし て オフ ィ ス の 難 部 門 を 通じ て 環境 対策 活 
動 を 展開 し て お り 、2007 年 度 か ら は 第 三 期 計画 に と りか か り 
まし た (20 ペ ー ジ 参照 ) 。 

この 活動 は 、 当社 の 事業 活動 と と も に 継続 的 に 実施 し て い 
く 性 質 の も の で ある こと か ら 、2004 年 3 月 の 環境 対策 委員 会 
に お いて 、 長期 的 に 見 た 環境 面 の 将来 像 を 描く 必要 が ある と 
考え 、 | ヤク ルト 本 社 エ コピ ジョ ン 2010] を 策定 し まし た 。 

この エコ ピジョン は 、 当 社 が 環境 経営 を 推進 する こと に より 、 
2010 年 まで に 国内 の 全 事 業 所 を IGreen Company」 に 改 革 
し 、 地球 環境 と の 共存 お よび 持続 可能 な 社会 の 形成 に 貢献 し 
よう と いう も の で す 。 


当社 の 環境 マネ ジメント 指針 類 の 体系 





すべ て の 製品 ・ サ ービス を 環境 調和 型 に 
之 Green Products 


すべ て の 工場 を 環境 汚染 の 発生 し な い 、 環境 負荷 最少 の 
ゴミ の 出 な い 事 業 所 に 
ラ Green Factory 


すべ て の オフ ィ ス の 環境 負荷 を 最少 に 
之 Green Office 


情報 開示 の スピ ー ド アッ プ と コミ ュ ニ ケー ショ ン の 拡大 へ 


テ Green Partnership 
を めざし ます 。 





容器 包装 環境 適応 度 評価 呈 準 (1995 年 1 月 制定 ) 





環境 教育 プロ グラ ム (2000 年 4 月 運用 開始 ) 


グリ ー ン 購入 ガイ ドラ イン (2000 年 4 月 運用 開始 ) 


ヤク ルト 環境 基本 方 針 
理 流行 動 指針 


危機 管理 規程 





ヤク ルト 本 社 環 


ヤク ルト 本 社 グ リー ン 調 達 基本 方 針 (2001 年 4 月 運用 開始 ) 





商会 計 ガ イド ライ ン (2001 年 5 月 策定 ) 


ヤク ルト 本 社 環境 汚染 リス ク 管 理 指針 (2003 年 4 月 施行 ) 


ヤク ルト 本 社 廃 棄 物 管理 指針 (2003 年 4 月 施行 ) 





環境 対策 室 





環境 保全 の 取り 組み 組織 
環境 対策 委員 
流通 環境 対策 オフ ィ ス 環境 対策 工場 環境 対策 


専門 秋 員 会 専門 秋 員 会 専門 秋 員 会 


Y 
各 工場 
環境 対策 委員 会 


首 支 店 
環境 対策 秋 員 会 
難 販売 会 社 難関 係 会 
環境 対策 責任 者 頂き 








(事務 局 ) 





容器 包装 環境 対策 


専門 秋 員 会 





中 央 研究 所 
環境 対策 委員 会 
匠 瓶詰 に ee 思 コー を と いて 
環境 対策 責任 者 オフ ィ ス 環境 対策 活動 
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生産 か ら お 届け まで 





取引 完 


原材料 


ヤク ルト 等 の 生産 に 使用 さ 
れる 原材料 に は 、 さ ま ざ ま な 
も の が あり ます が 、 まず それ 
ぞ れ の 原材料 ご と に 定め られ 
た 規格 に 適合 し て いる か が 
検査 され ます 。 これ は 、 プラ ス 
チッ ク 容 器 の 樹脂 や 紙 容 器 な 
ど 容 器 包 装 材 に つい て も 同様 
で す 。 
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や クル MP 


| 回 
明良 


1 
1 
彰 | 
| | 

| 

| 

| 
6 | 
_ 

マ 





資源 消費 
164 万 m: 
EI 刷 用 紙 1.827 万 枚 
電力 5,552 万 kWh 
重油 6,976 kK! 
都市 ガス ・LPG の 重油 換算 分 を 含む ) 


中 央 研究 所 で は 、 予 防 医学 的 見 地 か ら 
人 の 健康 の 維持 ・ 増 進 に 役立つ 食品 ・ 
医薬 品 ・ 化 粧品 の 素材 開発 と 利用 の 研究 
を 行っ て いま す 。 食品 分 野 で は 、 | 乳酸菌 
シロ タ 株 」 を 中 心 と し た プロ バ パイ オ テ ィ 
クス の 研究 を は じ め 、 生態 の 高 次 の 調節 
機構 を 維持 ・ 増 進 さ せる 「 機 能 を 持っ た 素 
材 」 を 開発 研究 し て いま す 。 医 薬品 分 野 
で は 、 抗 が ん 剤 や その 関連 薬剤 の 開発 研 
究 を 、 化粧 品 分 野 で は 、 皮 点 科 学 に 大 づ 
く 安 全 性 の 高い 有効 な 素材 を 開発 研究 し 
て いま す 。 


… 軸 ト 、 
ee | NN、 


生産 工場 | 


OUTPUT 
総 排水 量 94 万 m: 
廃棄 物 (最終 処分 量 ) 8.6t 
し 。。。 水質 汚濁 / 
BOD ジル 4 


地球 温暖 化 ガ ス 


CO> 40.045t 


主力 の ヤク ルト 等 の 乳 製品 は 、7 か 所 
の 本 社 工場 と 6 か 所 の 瓶詰 会 社 で 生産 さ 
れ て いま す 。 各 工 場 で は 、 HACCP (総合 
衛生 管理 製造 過程 ) の 手法 を 導入 し 、 安 
全 で 安心 な 製品 を 製造 し 、 環境 面 で は 
ISO14001 の 目的 ・ 目 標 に 従い 、 より 環 
境 負 荷 の 少な い 操 業 を めざし て いま す 。 
また 、 周 辺 の 地域 に お 住ま い の 方 々 と も 、 
工場 祭 な どの イベ ント を 通じ て 交流 を 深 
め た り 、 定期 的 な クリ ー ン 活動 に よっ て 
周辺 環境 の 美化 に も 努め て いま す 。 





O 〇 OUTPUT 


エネ ルギー 消費 


軽油 4.005 k0 CO5 
天然 ガス 18,109 m: 


工場 で 製造 され た 製品 の 輸送 は 、 
物流 子会社 が 担当 し て いま す 。 当 社 は 、 
改正 省エネ ルギー 法 で 「 特 定 荷 主 」 に 
該当 し て お り 、 物流 に 係る エネ ルギー 
消費 原 単位 を 5 年 間 の 平均 で 1 % 以 上 
削減 する こと が 義務 づけ られ て いる 
た め 、 自社 の 環境 行動 計画 に その 内 
容 を 盛り 込み 取り 組ん で いま す 。 ま 
た 、 難 物流 子会社 は 、 ISO14001 や グ 
リー ン 経 営 と いっ た 環境 マネ ジメント 
シス テム を 構築 し 、 エコ ドラ イブ を 推 
進 し て 地球 温暖 化 ガ ス の 排出 抑制 に 
努め て いま す 。 


地球 温暖 化 ガ ス 


05M9b 


ヤク ルト の 商品 は 、 ヤ フル トレ ディ 
に よる 宅配 と 、 店頭 で お 買い 求め い 
た だ く 直 販 の 2 つの シス テム で 販売 さ 
れ て いま す 。 ヤク ルト で 宅配 を 「 お 届 
け 」 と いう 理由 は 、 真心 を 込め て 直接 
お 客 さ ま に 商 品 を お 渡し する こと に 
あり ます 。 ヤク ルト レデ ィ は 、 地 域 の 
皆さま の 健康 管理 の お 手伝い を する 
役割 を 担っ て いま す 。 ま た 、365 日 ・ 
24 時 間 、 いつ で も 、 どこで も 1 本 で も 
お 買い 求め いた だ く た め に 、 店 頭 や 
自動 販売 機 で の 販売 も 展開 し て い 
ます 。 


ご 家庭 に お 届け し て いる ヤク ルト 
等 の 容器 は 、 | 容器 包装 リサ イク ル 法 」 
の 対象 に な り 、 当社 が 再 商 品 化 (リサ 
イク ル ) する 義務 を 負っ て いま す 。 そ 
こ で 、 当社 は 国 が 指定 する 「( 財 ) 日 本 
容器 包装 リサ イク ル 協 会 | に リサ イク 
ル を 委託 する (委託 料 を 支払 う ) こ と 
で 、 リ サイ クル の 義務 を 果たし て いま 
す 。 消費 者 の 皆さま は 、 空 容器 を 地域 
の 自治 体 の 分 別 回 収 に お 出し いた だ 
けれ ば 、 協会 が リサ イク ル す る し くみ 
に な っ て いま す の で 、 自治 体 の 定め に 
従い 、 分 別 ・ 廃 棄 し て くだ さい 。 
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当社 は 、「 ヤ クル ト 環 境 基 本 方 針 ] (16 ペ ー ジ 参照 ) に 定め た 事項 を 具体 的 に 実践 し て 、 環境 経営 の 基盤 を 強化 
する こと を 目的 に 、2001 年 4 月 か ら 「 ヤ クル ト 本 社 環境 行動 計画 ] を 推進 し こおり 、2009 年 度 で 第 三 期 計 画 が 終了 
し まし た 。 


|「 ヤ フル ト 本 社 環境 行動 計 画 ] 第 三 期 計画 の 達成 状況 


第 三 期 計画 で は 、 地球 温暖 化 ガ ス の 排出 削減 や 廃棄 物 対 策 、 EH 用 紙 使 用 量 の 低減 を 中 心 に 、 次 の よう な 計画 を 策定 し 、 
2007 年 4 月 1 日 か ら 活動 を 展開 し こき まし た 。 以 下 に 第 三 期 計画 行動 目標 こそ の 達成 状況 を まとめ まし た 。 


「 ヤ クル ト 本 社 環境 行動 計画 ] 第 三 期 計 画 行動 目標 と 達成 状況 
(EE 行動 目標 
1. 地球 温暖 化 ガ ス (CO。) の 排出 抑制 (1) 本 社 乳 製品 工場 に お ける CO: 排 出 量 を 、2003 一 2005 年 度 の 3 か 年 平均 に 対し て 
3% 削 減 す る 。 


(2) 中 央 研究 所 に お ける CO 排出 量 を 2003 一 2005 年 度 の 3 か 年 平均 に 対し て 2010 年 * 
まで に 0.5% 削 減 す る 。 











(3) 改正 省エネ ルギー 法 に 基づく 特定 荷主 と し て 物流 (委託 を 含む お) に 係る エネ ルギー 
消費 原 単位 を 毎年 1% 以 上 低減 する 。 


2. 廃棄 物 排出 抑制 (1) 本 社 工場 (医薬 品 、 化粧 品 を 注 む ) に 子会社 工場 を 入 め の 、 ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン の 達成 を 
めざす 。 
ゼロ エミ ッ シ ョ ン 定 義 : 工 場 廃棄 物 (特別 管理 産業 廃棄 物 を 除く ) の 最終 処分 量 (埋立 て ) が 1% 未 満 の 
状態 








(2) 本 店 ビル に お ける 廃棄 物 (食品 廃棄 物 を 含む ) の 排出 抑制 と 再 資源 化 率 100% を 
維持 、 継 続 する 。 





3. 社員 に 対す る 環境 対策 意識 啓発 2009 年 度 ま で に 「 印 刷 用 紙 の 削減 」 [廃棄 物 の 削減 」 | 水 使用 量 の 削減 」 [電力 節 約 」 
「 グ リー ン 購 入 促進 」 を テー マ に し た マニ ュ ア ル 等 を 順次 作成 し 、 社員 の 環境 対策 意識 の 
啓発 を 促進 する 。 





4. 資源 の 保護 (1) 印刷 用 紙 使 用 量 の 低減 
オフ ィ ス 環境 対策 の 最 重 要 課題 に 位置 づけ 、 本 店 ビル (周辺 事業 所 含む お ) に お ける 
印刷 用 紙 使 用 量 の 増加 傾向 に 歯止め ゆみ を か ける 。 





(2) 本 店 ビル に お ける 水 ・ 電 力 の 使用 量 低減 
水 に つい て は 、2003 一 2006 年 度 の 間 の 最小 値 を 目安 に 目標 設定 する (21.000m う 。 
電力 に つい て は 、2005 年 度 を 基準 に 年 率 3% 削 減 を めざす (2009 年 度 335 万 





kWh)。 
5. グリ ー ン 購入 推進 の 継続 本 店 に お ける 環境 物品 (「 ヤ フル ト 本 社 グ リー ン 購 入 ガ イド ライ ン 」 対象 品 ) の 購入 比率 
を 2009 年 度 に 95% ま で 高め る 。 
6. 自動 販売 機 政策 (1) 自動 販売 機 の リサ イク ル 利 用 の 推進 


2007 一 2009 年 度 の 3 年 間 に オ ー パ バー ホー ル (OH) 機 を 12.000 台 設置 し 、 新台 と 
OH 機 の 設置 比率 を 60 :40 と する 。 





(2) ノン フロ ンタ イプ 自販 機 の 設置 推進 
地球 温暖 化 に 影響 の 少な い ノ ン フ ロン タイ プ の 冷媒 を 使用 し た 自販 機 を 2007ー 
2009 年 に 3.600 台 導入 し 、2009 年 度 に は 設置 台数 比率 を 30% に 引き 上 げ る 。 





* 東 京都 へ 提出 し た [地球 温 暖 化 対策 計画 書 ] で は 、2007 年 度 か ら 2010 年 度 の 4 年 間 の 目標 設定 と な っ て いる た め 、 第 三 期 計画 に お いて も この 項目 の み 2010 年 度 を 
着地 点 と し て いま す 。 
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く 顔 マー ク の 見 方 > 


達成 し まし た 。 


ほぼ 達 成 し ま し た 。 


も う 少 し で 達成 で し た 。 
未 達成 で し た 。 


(期間 :2007 年 4 月 1 日 一 2010 年 3 月 31 日 ) 







ヨリ ルリ 9 






削減 率 10.1% を 達成 し 、 目標 値 (3%) を 大 きく 上 回 り ま し た 。 
2003 一 2005 年 度 の 3 か 年 平均 に 対し て 19.7% の 超過 と な り 、 目標 を 達成 する こと が で きま せん で し た 。 
これ は 、 研究 所 の 増設 が 主 な 要因 と な っ て いま す 。 


エネ ルギー 消費 原 単位 を 3 か 年 の 年 平均 で 1.2% 削 減 し 、 目標 を 達成 し まし た 。 


(9(⑳ 





《⑩⑰ 








本 社 9 工場 (医薬 品 工場 、 化粧 品 工場 を 含む お ) の すべ て で ゼロ エミ ッ シ ョ ン を 達成 し まし た 。 
瓶詰 会 社 ・ 子 会 社 工場 は 、9 工 場 中 7 工場 で ゼロ エミ ッ シ ョ ン を 達成 し まし た 。 
達成 で き な か っ た 2 工場 に つい て は 、 自 治 体 の 焼却 場 に サー マル リサ イク ル の 設備 が な いこ と が 要因 と な っ て いま す 。 


再 資 源 化 率 100% を 維持 する こと が で き 、 目標 を 達成 する こと が で きま し た 。 


《⑩⑰ 







目標 と し て いた マニ ュ ア ル 等 は すべ て 作成 し 、 社員 の 環境 対策 意識 の 刻 発 を 促進 する こと が で きま し た 。 


2008 年 まで 増加 し て いた 使用 量 が 、2009 年 度 は 前 年 比 96.2% と な り 目 標 を 達成 し まし た 。 


⑥⑮ 16 (⑨ 


水 は 、25,200m? と 目標 値 を 20% 超 過 し 、 達成 する こと が で きま せん で し た 。 
これ は 、 インフル エン ザ の 流行 に より 、 手洗 いや うがい 等 の 励行 が 主 な 要因 と な っ て いま す 。 
電力 は 、 目標 335 万 KVVh に 対し て 338.8 万 kVVh と 1.1% 超 過 し 、 目標 を 達成 する こと が で きま せん で し た 。 


2008 年 1 月 の 古紙 配合 率 偽装 発覚 に より 、 2008 年 度 の グリ ー ン 購入 比率 の 計算 対象 か ら 「Eh 刷 物 ]」 は 除外 し まし た 。 
結果 は 92.8% と な り 、 わずか で す が 目 標 の 95% を 達成 する こと が で きま せん で し た 。 


《 ツ 


設置 台数 2.393 台 と 目標 比 20% で あり 、 達成 する こと が で きま せん で し た 。 


「 ノ ン フ ロン タイ プ 自 動 販 売 機 」 よ り も 、 より 省エネ 効果 の 高い 「 ヒ ー ト ポン プ 自 動 販売 機 」 を 中 心 と し た 環境 対応 型 
自動 販売 機 の 導入 を 推進 し まし た が 、 設置 台数 1.503 台 と 目標 比 42% と な り 、 達成 する こと が で きま せん で し た 。 
2009 年 度 の 設置 台数 比率 は 39% と な り 、 目標 を 達成 し まし た 。 


《 ツ 
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上 東 境 会 計 


当社 の 対応 状況 集計 上 の 要件 
2001 年 5 月 に 環境 省 の 「 環 境 会計 ガイ ドラ イン ] に 準拠 [集計 の 範囲 」 

し た 「 ヤ クル ト 本 社 環境 会 計 ガ イド ライ ン 」 を 策定 し 、 ヤク ルト 本 社 単体 

200 1 年度 か ら 環 境 会 計 情 報 を 集計 、 本 | ヤク ルト 社会 環 [対象 期間 ] 


境 レ ポー ト ] で 公表 し て いま す 。 2009 年 4 月 1 日 一 2010 年 3 月 31 日 (平成 21 年 事業 年 度 ) 

導入 目的 [特記 事項] 

(1) 環境 保全 活動 の 費用 対 効果 を 明確 に し 、 環境 経営 に 。 ① 純 粋 に 環境 保全 を 目的 と する 活動 に 限定 し て 集計 し て いま す 。 
活用 し ます 。 ③④ 投資 額 は 償却 資産 の 当期 取得 価格 を 計上 し て いま す 。 

(2) 企業 の 社会 的 責任 と し て 、 ステ ー ク ホル ダー に 対し て 償却 資産 の 減価 償却 費 、 環境 ビジ ネス に 関す る コス ト は 計上 し 
環境 情報 の 開示 を 図り ます 。 て いま せん 。 


(〈④ 経 済 効果 は 確実 な 根拠 に 基づい た も の の み 算 出し て いま す 。 


2009 年 度 環境 会 計 の 実績 (単位 : 百 万 円 ) 


主 な 取り 組み の 内 容 ( 青 字 は 投資 、 黒字 は 費用 ) に 4 合計 
179.6 


排水 処理 施設 維持 管理 費 、 ハイ ブリッ ドカ ー の 導入 、 ボイラ ー 維 持 管 理 、 レ ジオ ネ ラ 菌 飛 散 防 止 、 下 水道 へ の 接続 

費 お よび 放流 費 、 排水 処理 場 の 脱臭 装置 維持 管理 、 脱 酸素 装置 (活性 誠 入 れ 替 え 工 事 等 ) 、 下水 娠 3 昌 第 1 ・ 第 2 沈 

殿 槽 汚泥 挿 寄 機 用 減速 機 を 更新 、 換気 お よび 空調 設備 の 保守 点検 、 空調 エア ー フ ィ ル ター 人 排水 経路 清掃 、 
195.5 
145.6 


ドラ イヤ ー 定 期 点 検 、 し 尿 浄化 構 維持 管理 、 プロ ワ 整 備 ( 蝶 気 槽 プロ ワ No. 3、Y ろ 材 槽 )、 エア ー コ ンプ レッ サー の 
370L 3/5 | 


定期 整備 





レン 
= 人 き 
ュー ニン 


























式 に 更新 、 空調 機 更新 、 小型 風力 発電 設備 の 導入 、 小型 買 流 ポイ ラー の 導入 、 省エネ ルギー の た め の 管 理 標準 書 


太陽 光 発 電設 備 の 導入 、 蒸気 駆動 式 コ ンプ レッ サー 導入 、 NAS 電池 シス テム 装置 賃貸 借 料 金 、3 輸 バイク 購 入 奨励 
② 地 球 環境 保全 コ ス ト 金 、 高 効率 ンス へ の 更新 、 直販 省エネ 用 資 機材 ・ 環 境 対 応 機材 導入 助成 費 、 エア ー コ ンプ レッ サーIINV 制 御方 1 全 沈 5 
の 作成 、 欄 の 定期 人 省エネ 法 対 応 の た め の 業 務 委 託 費用 、 省エネ 型 賠 明 器具 取り 付け (電力 量 の 削減) 











産業 廃棄 物 リ サイ クル 費用 、 空 容 審 回 収用 車輌 導入 助成 費 、 資 機材 の 開発 ・ 導 入 助 成 費 、 産業 廃棄 物 の 処理 ・ 処 
③ 資 源 循 環 コ スト 分 プラ リサ イク ル 上 品 の 製作 、 一 般 廃 業 物 リ サイ クル 費用 、 食堂 厨 草 の 肥 料 化 、 エコ マシ ー ン の 維持 管理 、 カ ンプ ト 
6 製造 用 空冷 チラ ー 設 備 圧縮 機 の OH、 空き 缶 圧縮 機 購入 、 産業 廃棄 物 保管 用 ボッ フス の 更新 、 食堂 厨 草 の 肥料 化 、 
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エコ マシ ー ン の 維持 管理 、 ゴミ の リサ イク ルカ ー ト の 購入 


5 容器 包装 リサ イク ル 法 委託 料 、 自販 機 オ ー パ ー ホ ー ル 再 利用 、 ヤ フルト 容 器 相 粉 結 3 取り 運賃 助成 、 容器 包装 の 
(② 上 ・ 下 流 コ スト 回 収 ・ リ サイ クル 、 容器 粉 合 、 容器 粉 委 機 維持 管理 匠 
工場 敷地 内 緑地 管理 費 、 販売 会 社 EMS 構築 支援 費用 、 ヤ クルト 社 会 環境 レポ ー ト の 制作 費 、 排 水 水質 管理 ・ 検 し ee 








(3) 管 理 活動 コス ト 査 ・ 測 定 、|SO14001 更新 維持 管理 費用 (定期 審査 )、 従事 者 へ の 環境 教育 費用 、 ボイラ ー ば い 煙 測定 費用 、 環境 
対策 委員 会 会 議 、PRTR 法 へ の 対応 、 ISO 内 部 監査 員 養 成 研修 


(4) 研 究 開発 コス ト 器 ・ 副 資材 の 改良 検討 
(5) 社 会 活動 コス ト 事業 所 近隣 フク リー ン 活 動 費 用 、 環境 保全 活動 を 行う 団体 へ の 寄付 


(⑥) 斑 境 損傷 コス ト \ 





Ne CO 
0 し 9 
1 の 


243.1 743.7 986.8 
* 環境 損傷 コス ト ( 汚 染 負 荷 量 央 課 金 ) 


公害 健康 被害 補償 制度 に お ける 補償 給付 に 必要 な 費用 の 一 部 と し て 充当 する た め 、 ば い 煙 発生 施設 等 設置 者 また は 特定 施設 設置 者 か ら 微 収 す る 特定 央 課金 。 


環境 保全 対策 に と も な う 経 済 効果 (単位 : 百 万 円 ) 
効果 の 内 容 「 自 動 販 売 機 の オー パー ホー ル 再 利用 に よる 費用 削減 


リサ イク ル に と も な う 廃 棄 物 処理 費用 の 削減 | 00 は 、 オー パー ホー ル 機 が 前 年 より 減少 し た た め 、 前 年 度 
リサ イク ル に より 得 ら れ た 収入 額 比 約 17% 減 の 約 3 億 3.000 万 円 に と どまり まし た 。 他 の 
省 資源 に よる 費用 削減 . 項目 で は 、 [省エネ ルギー に よる 費用 削減 」 が 約 300 万 円 
省エネ ルギー に よる 費用 削減 達 加 し た 以外 は 、 各 項 目 と も 前 年 実績 を 下回り まし た 。 


自動 販売 機 の オー バー ホー ル 再 利用 に よる 費用 削減 
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上 球 境 問 連 法規 の 遵守 


水 貸 汚 濁 や 大 気 汚染 な どの 企業 活動 に に ともなう 公 害 の 発 
生 を 未然 に 防止 する た め 、 国 の 公害 関連 法規 や 地方 条例 の 
遵守 は も と より 、2003 年 4 月 か ら 「 ヤ クル ト 本 社 環 境 汚染 リ 

ク 管理 指針 ] と | ヤク ルト 本 社 廃棄 物 管 理 指針 ] の 運用 を 開 
始 し 、 全 事 業 所 に 環境 管理 責 仕 者 、 廃棄 物 管理 責 働 者 を 設 

置 し 、 環境 リス ク 対 策 を 講じ て いま す 。 

球 リ サイ クル 法 を は じ め と する 関連 法規 制 も 

し 、 社会 的 要請 に 応え る べく 義務 を 履行 し こい ます 。 また 、 
化学 物質 の 取り 扱い の 多い 中 央 研究 所 で は 、 | 化学 物質 等 の 
婦 全 に 関す る 取り 扱い 手順 書 ] (2005 年 7 月 19 日 改訂 ) に 則 
り 、 化学 物質 を 適正 に 管理 し て いま す 。 


食品 リサ イク ル 法 


当社 で は 、 す べ て の 事業 所 で 食品 廃 茎 物 の 減量 と 再生 利 
用 の 促進 に 努め て いま す が 、2009 年 度 は 、 発生 量 348.6 t、 
再生 利用 等 の 実施 率 は 87.2% と な り 、 食品 製造 業 の 実施 率 
目標 65% を 達成 し まし た 。 

な お 、2007/ 年 12 月 に 改正 され た | 食品 リサ イク ル 法 」 に よ 
り 、 食品 廃棄 物 等 多量 発生 事業 者 (発生 旦 が 年 間 100t 以 上 
の 事業 者 ) に 対し て 、2008 年 度 の 実績 か ら 定 期 報 告 が 義務 
づけ られ まし た 。 


食品 廃 茎 物 の 再生 利用 実績 (2009 年 度 ) 
発生 量 () | 再生 利用 の 実施 量 (() | 再生 利用 等 の 実施 率 (%) | 再生 利用 の 用 途 


※2008 年 度 よ り 、 流通 段階 で の 食品 廃棄 物 に つい て も 集計 の 対象 と し まし た 。 








| [容器 包装 リサ イク ル 法 へ の 対応 


1995 年 に 制定 され た | 容器 包装 リサ イク ル 法 」 は 、2006 
年 6 月 に 改正 され 2008 年 4 月 に 完全 施行 され まし た 。 その 
中 で 小売 業 に 対し て は 、 レジ 袋 等 の 削減 に よる リデュース が 
求め られ る よう に な り ま し た 。 当 社 な ど メ ー カ ー に 対し て は 、 
従来 か ら の 再 商品 化 義 務 の 履行 に 加え 、 容器 包装 材 に 対す 
る 一 層 の 3R の 推進 や 市 町 村 に 対す る 拠出 金 制度 が スタ ー 
ト し まし た 。 

な お 、2009 年 度 に 当社 が 負担 し た 再 商品 化 委託 料 は 、 
下 表 の と お り で 拠出 金 と 合わ せ て 総額 約 3 億 2.000 万 円 で 
し た だ 。 

*] 拠出 金 制度 は 、2008 年 度 か ら 算 定期 間 が 始ま り 、2009 年 度 か ら 拠出 が 開始 さ 
れ て いま す 。 
容器 包装 の 再 商品 化 義務 時 と 再 商品 化 委 託 料 (2009 年 度 ) 
容器 包装 の 区 分 再 商 品 化 義務 量 () | 再 商品 化 委 託 料 ( 千 円 ) 
[ee | imW 


プラ スチ ッ ク ンク 製 容器 包装 36 252.134 
EE | ss | rise 
af | ssze | zoz 


| [PRTR 法 “| な ど へ の 対応 


2003 年 4 月 に [PRTR 法 ] が 完全 施行 と な り 、 特定 化学 物質 
の 排出 量 と 排水 や 廃棄 物 に 含ま れ て 事業 所 外 へ 移動 する 量 
な どの 把握 、 お よび 年 間 取 扱 量 が 1t 以 上 の 当該 化学 物質 の 
取扱 量 な どの 届出 が 義務 づけ られ まし た 。2009 年 度 の 取 
扱 実 績 に 基づい て 届出 の 対象 と な っ た 化学 物質 は 、 | フロ ロ 
ホル ム 」 の み で し た 。 ま た 、2001 年 10 月 に 施行 され た 「 東 
京都 環境 確保 条例 ] で は 、 年 間 取 扱 量 が 100kg 以 上 の 化学 
物質 の 届出 が 求め られ て いま す 。2009 年 度 の 届出 の 対象 
と な っ た 化学 物質 は | メタ ノー ル | ほか 5 品目 で し た 。 


*2 PRTR 法 : 特定 化学 物質 の 環境 へ の 排出 量 の 把握 お よび 管理 の 改善 の 促進 に 関す 
る 法律 。 


中 央 研究 所 (東京 都 国立 市 ) が 使用 する 「PRTR 法 / 東 京都 環境 確保 条例 」 届出 対象 化学 物質 (2009 年 度 ) 


化学 物質 名 取扱 量 (kg/ 年 ) 


メタ ノー ル 9 


クロ ロホ ルム 


Ag ッ | ze | esm am 
meezz | em | eme tes |mwe gh| | o- 
| ァ gh ッ > | mw | oo 
※ 名 化学 物質 の 用 途 は いずれ も 反応 深井 、 抽出 深 媒 で す 。 

上 記 数 値 と 国 お よび 東京 都 へ の 報告 値 と は 、 有効 桁 数 の 違い に より 異な る 場合 が あり ます 。 





環境 へ の 排出 量 (kg/ 年 ) リル 4 に ョ (7 た に ゴ ) 本 5 訂 『C3 


め 欄 5 らら) (大 気 中 ) の (6 二 (廃棄 物 ) 2 の は 
世に 人 由 還っ 


物 


和則 
き | き | き 
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累 境 活動 





| 本社 工場 の 取り 組み 


本 社 9 工場 で は 、 地球 温暖 化 ガ ス の 排出 抑制 に も 積極 的 
に 取り 組み 、IS 〇 14001 の 目的 ・ 目 標 の 達成 に 向け 、 省エネ 
ルギー や 人 省 資源 活動 の レベ ル ア ッ プ を 図っ て いま す 。2009 
年 度 に お いて も 、 燃料 ・ 蒸 気 や 電力 を 中 心 に 新た に 67 件 の 
( 生 22 

束 品 / [ 場 の 燃料 使用 量 は 、 前 年 度 比 上 0%、 電力 使用 
PPT 水 使用 量 は 同 5.1 % 減 と な り ま し た 。 また 、 
生産 量 の 増加 に と も な い 、 生産 高 1kKM あ た り の 環境 負荷 ( 原 
単位 | に つい て は 、 燃料 、 電力 、 用 水 こ も に 減少 し まし た 。 

CO2 排 出 量 に つい て は 、 前 年 より 1.8% 減 の 30.952t- 
C 〇 2 と な り ま し た 。「 ヤ クル ト 本 社 環境 行動 計画 ] 第 三 期 計 

画 (20 ペ ー ジ 参照 ) の 目標 に 対し て は 、10.1% 減 と 目標 を 大 
さく クリ ア し 、 生産 高原 単 。 線 料 


位 も 0.199t-C 〇 2/K! で 前 (k の (kk9) 
0 0097 こ ぷー0057 994 

年 度 比 2.9% 減 と な り ま し 0 

た 。 また 、 当社 が 削減 の 指 時 ーー 

標 と し て いる 1995 年 度 か 6000 6046 5766 5,887 5.887 oo 







ら 1998 年 度 の 4 か が 年 平均 * 
に 対し て は 、17.6% の 減 と 
な っ て いま す 。 な お 、 生産 


3.000 


06 "07 “08 09 件 度 ) 
還 使用 量 倫 原 単位 





電力 用 水 
(万 kWh) (kWh/k0 (万 m う (mk 
9.000 5 300 400 12 
2454 2504 及 。 252.5 Li 
300 8.3 9 
6.000 200 
4709 
4.063 200 6 
3.939 3.913 Fi: 琶 7 
3.000 100 
100 9 
0 0 0 0 
06 "07 "08 「09( 特 "06 "07 "08 「09( 伯 


還 使用 量 久原 単位 


還 使用 量 久原 単位 





CO> 印刷 用 紙 
(ECO》 (万 枚 ) 
40000 400 
33.969 
31.533 317 
30.000 30.938 30,952 300 311 5 288 
20.000 200 
10.000 100 
0 0 
06 07 "08 09 件 度 06 “07 08 09 件 度 ) 
還 昌和 還 光 笠 末 朋 和 の 和 一 使用 星 
排出 時 排出 量 排出 寺 


※ 生 産 高原 単位 を 見 る た め 、「 印 刷 用 紙 」 以外 は 乳 製 品 7 工 場 の デー タ に な っ て いま す 。 
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高 に 対す る 原 単位 を 算出 する た め 、 乳 製品 を 製造 し こい る 7 
工場 の デー タ を 集計 し まし た ( 相 南 化粧 品 工場 と 富士 裾野 医 
薬品 工場 の 排出 量 の 合計 は 、 約 3.247t-C 〇 2 で 前 年 度 比 
20.8% 増 と な っ て いま す )。 

2009 年 度 は 、 省エネ 対策 と し て 福島 工場 に 小型 風力 発 
電 シ ステ ム と 太陽 光 発 電 シ ステ ム を 導入 、 茨城 工場 に 太陽 光 
発電 シス テム を 導入 、 富士 裾野 工場 に 蒸気 駆動 エア ー コ ンプ 

レッ サー を 導入 、 佐賀 工場 に イン パー タ 式 コン プレ ッ サ ー を 
導入 、 福山 工場 に ボイラ ー 送 風 機 の イン バー タ 取 付 を 行い 
まし た 。 

* 1995 一 1998 年 度 の 4 か 年 平均 値 :37.556t-CO> 


| オフ ィ ス で の 取り 組み 


オフ ィ ス 業務 に お ける 環境 負荷 改善 の ポイ ント と し て は 、 
廃棄 物 の 排出 抑制 ・ 再 資源 化 の 促進 の ほか に 照明 や 空調 

商 半 利用 に よる 電力 量 の 削減 、 印刷 用 紙 の 使用 量 削 減 、 
節水 な ど が あり ます 。 

NR 「 ヤ クル ト 本 社 環 境 行動 計画 ] 第 三 期 計画 (20 

ー ジ 参照 ) の 中 で 、 こう し た 課題 を 揚げ て 計画 達成 の た め 

に 取り 組み を 強化 し まし た 。 

その 結果 電力 に つい て は 、 前 年 度 比 4.5% 減 の 339 万 
kWh と する こと が で きま し た 。 印刷 用 紙 に つい て は 、 同 
3.8% 減 の /33.7 万 枚 と な 電力 (本 店 ビル ) 
り ま し た 。 また 、 水道 使用 の 
量 に つい て は 、 同 7.4% 減 356 。 355 。。。 
の 2.5 万 m? と な り ま し た 。 
今後 と も 、 い ずれ の 項目 に 200 
お いて も 、 さ ら な る 総量 削 
減 を めざし て 活動 を 進め て 


100 





0 
し ます 。 ?06 "07 08 「09( 年 上 


還 使用 量 


水道 (本 店 ビル ) E 刷 用 紙 (本 店 ビル 、 木挽 ビル ) 
万 m) 万 覆 
721 4 738.6 762.6 7。。 7 





06 “07 08 09 件 度 ) '06 “07 "08 09 件 度 ) 











本 社 工場 の 廃棄 物 対 策 
ゼロ エミ ッ シ ョ ン を めざし て 


ヤク ルト 本 社 の 癌 工場 で は 、 | ヤク ルト 本 社 環 境 行動 計画 ] 
第 三 期 計 画 で も さら な る 廃棄 物 の 排出 抑制 と 再 資源 化 の 徹 
底 に よる ゼロ エミ ッ シ ョ ン の 達成 を めざし て 活動 を 継続 し ま 
し た 。 

その 結果 、2009 年 度 は 全 9 工 場 の 総 排出 量 が 前 年 より 
約 236t 減 の 約 2.161t( 前 年 度 比 90.1 %) と な り ま し た 。 
また 、 分 別 の 見 直し ・ 細 分 化 を 一 層 強 化し 、 再 資 源 化 率 は 
100.0% (前 年 度 比 0.02 ポ イン ト ア ッ プ ) と な り 、 全 工場 が 
ゼロ エミ ッ シ ョ ン を 達成 し て いま す 。 福島 、 茨城 、 佐賀 、 熊 
本 は 6 年 連続 、 富士 礼 野 は 5 年 連続 、 湘南 化粧 品 は 4 年 連続 
の 達成 で あり 、 今年 度 以降 は いか に 継続 する か が ポイ ント に 
な つっ て いま す 。 

また 、 副 資 材 等 の 梱包 材 の リユース ( 再 使用 ) や リタ ー ナ 
ブル (繰り 返し 使用 ) 化 を 進め る と と も に 、 外部 専門 業者 に 
より サー マル リサ イク ル ( 半 回 収 ) し て いた 廃棄 物 の マテ リア 
ルリ サイ クル (素材 へ の リサ イク ル ) 化 へ の 見 直し も 進め 、 再 
資源 化 の 件 的 な 向上 も 継続 的 に 実施 し 、 併せ て 処理 費用 の 
削減 も 進め て いま す 。 

な お 、 生産 部 門 の グル ー プ 企業 で ある 瓶詰 会 社 へ も 技術 
的 な 支援 、 指導 を 行い 、 再 資源 化 率 の 向上 を 進め た 結末 、 再 
資源 化 率 は 9 社 平均 で 前 年 に 比べ 0.05 ポ イン ト ア ッ プ し て 
99.5% と な り 、7 社 が ゼロ エミ ッ シ ョ ン を 達成 し まし た 。 

※ 当 社 の ゼロ エミ ッ シ ョ ン の 定義 (第 三 期 計 画 ) 


工場 廃棄 物 (特別 管理 産業 廃棄 物 を 除く ) の 最終 処分 量 ( 埋 立て 量 ) が 1% 未 満 の 状態 
(特別 管理 産業 廃棄 物 : イ ンク 、 溶剤 、PCB 廃 棄 物 等) 





工場 廃棄 物 の 排出 ・ 再 資源 化 工場 廃棄 物 の 生産 高原 単位 推移 
状況 ( 乳 製 品 / 工 場 ) 

⑪ (%) (kg/k9 

4000 100 20 


候 一 候 一 一 
99.99 99.98 100.00 
3.000 75 
2.397 


2,161 






2,000 


1.000 


0 
男 再 資 源 化 量 @ 再 資 源 化 率 














還 総 排出 量 





工場 廃棄 物 の 品目 別 構成 比 (2009 年 度 ) 
6 その 他 (4.09) 
金属 くず (6.59) 


誠 プ ラス チッ クタ 
(16.1%) 
排出 汚泥 (54.8%) 


紙くず (18.6%) 





工場 廃棄 物 の 品目 別 再 資源 化 状況 (2009 年 度 ) 


排出 汚泥 廃 プ ラス チッ ク 
紙くず ガラ ス く ず 
金属 くず 植物 性 残 演 


木くず 廃油 
ゴム くず その 他 





上 本 店 ビル に お ける 一服 廃棄 物 の 分 列 回 収 


東京 ・ 東 新橋 の 本 店 ビル は 、 従業 員数 も 多く 紙 ゴ ミ を 中 心 
と し た 廃棄 物 の 排出 量 の 削減 や 再 資源 化 の 推進 が テー マ と 
な っ て いま す 。 その た め 従 業 員 に 対し て 、 紙 類 を 分 別 す る た 
め の リ サイ クル ボッ クス を 各個 人 に 配付 し て 利用 を 促進 する 
と と も に 、 そ の 他 の 廃棄 物 に つい て も 分 別 方 法 の 周知 徹底 
を 継続 し 、 分 別 回 収 の 意識 啓発 を 進め て いま す 。 


一 般 廃棄 物 の 排出 量 と 再 資源 化 率 

2009 年 度 の 本 店 ビル の 一 般 廃 棄 物 の 排出 量 は 、 前 年 に 
比べ て 0.1% 減 の 85.3t で 、 そ の 約 5 割 が 紙 類 と な っ て いま す 。 
これ に 可燃 ゴミ 、 不燃 ゴミ 、 生 ゴ ミ を 加え た 4 品目 で 全体 の 
約 90% に な っ て いま す 。 ま た 、 再 資源 化 率 は 2005 年 度 か ら 
100% を 維持 し て お り 、 これ か ら も ゼロ エミ ッ シ ョ ン の 継続 
を めざし て いき ます 。 


li 


ペッ ト ボ トル (2.2%⑫) 














缶 (4.2%) プラ スチ ッ ク 容 器 (0.6%) 
びん (4.69%⑳) 
生 ゴ ミ (9.5%) 


不燃 ゴミ (10.7%) 紙 類 (48.4%) 


可燃 ゴミ (19.8%) 
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研究 所 で の 環境 活動 


オフ ィ ス や 事業 所 だ け で な く 、 研究 開発 を 行う 研究 所 で も 
地球 温暖 化 防止 を 推進 し こい ます 。 中 央 研究 所 で は 、 取締 役 
を 委員 長 こ と する 環境 対策 委員 会 が 活動 し こおり 、 毎年 活動 報 
告 を 行っ て いま す 。 

中 央 研究 所 で は 、 新 研究 所 の 建設 が 進行 し こおり 、 「 森 の 
中 の 研究 所 ]」 が 完成 、 今後 は 、 森 と 水 の 中 の 研究 所 ] と な る 
こと を めざし て いま す 。 


| 地球 温 明 化 防止 対 策 


CO2 排 出 量 を 削減 する た め 、 太陽 光 発 電 シ ステ ム を 導入 、 
蛍光 灯 器 具 の 安定 器 を イン バー タ 方 式 に 変更 し 、 夜間 照明 
を 水銀 灯 か ら LED に 交換 、 昼 体 み 中 の 消灯 、 週 3 回 の 夜 8 時 
以降 の ライ ト ダ ウン 等 を 実施 し まし た 。 その 結果 、 単位 面積 
あたり の CO2 排 出 量 が 平成 15 こ 17 年 の 平均 値 274kg/mz: 
か ら 213kg/mz へ と 大 幅 に 改善 する こと が で きま し た 。 また 、 
エネ ルギー 別 利用 目 
的 の 実態 調査 や 水量 
の 一 括 管理 な ど 、 研 





究 所 内 の エネ ルギー 
消費 の 把握 ・ 改 善 に 
努め まし た 。 
太陽 光 発 電 シ ステ ム 
廃物 の 敵 管理 と 再 資 源 人 


研究 所 は 、 さ ま ざ ま な 分 野 に わた っ て の 研究 を 実施 し て い 
る た め 、 多 種 多様 な 廃棄 物 が 発生 し ます 。 これ ら の 廃棄 物 は 、 
業者 に 委託 し て 約 95% を 再 資 源 化 し て いま す が 、 残り の 約 
5% は 使用 済み の 試薬 等 な の で 再 資源 化 が 困難 と な っ て い 
ます 。 現 在 、 研究 所 で 契約 し て いる 廃棄 物 処理 委託 業者 は 
15 社 あり 、2009 年 度 は その うち 6 社 の 現地 視察 を 廃棄 物 専 
門 委員 会 の 委員 が 手分け し て 行い 、 適切 な 処理 が 行わ れ て 
いる こと を 確認 し まし た 。 また 、 業者 と の 契約 内 容 の 見 直し 
も 逐次 実施 し て いま す 。 

また 、 主 に 食堂 で 発生 する 食品 廃棄 物 に つい て は 、 研究 
所 内 に 設置 し た エコ マシ ー ン を 用 いて 再 資源 化 を 図り 、 出 
来 上 が っ た 肥料 は 来 所 者 に 無償 で 提供 し た り 、 研究 所 員 に 
も 配付 し て いま す 。 
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さら に 、 今 年 度 は 小型 空 向 圧 縮 機 を 交換 する こと に よっ て 、 
ー 斗 告 を は じ め と する 向 類 廃棄 物 の 容量 を 減ら すこ と が 可 
朋 こ な り ま し た 。 








研究 所 の 廃棄 物 専門 委員 会 交 員 に よる 視察 


| 化学 物質 の 適正 管 理 


中 央 研究 所 で は 、 多く の 種類 の 化学 物質 を 使用 し て お り 、 
その 保管 、 使用 、 廃棄 等 に は 特別 な 配慮 を し て いま す 。 こ れ 
ら の 化学 物質 に つい て は 、 研究 所 が 独自 に 定め た 「 化 学 物質 
等 の 安全 に 関す る 取り 扱い 手順 書 ] に 則り 、 適正 に 管理 し て 
いま す 。 ま た 、 有害 化学 物質 に つい て は 、PRTR 法 お よび 東 
京都 環境 確保 条例 に 基づき 、 化学 物質 の 使用 量 を 毎年 報告 
し て いま す (23 ペ ー ジ 参照 ) 。 

また 、 環境 汚染 リス ク を 考慮 し 、 試薬 保管 専有 の ボトル 
キャ ビ ネ ッ ト を 購入 し まし た 。 新 研究 所 の 建設 に と も な う 本 
館 撤 去 の 際 に は 、 土壌 調査 を 行い まし た 。 その 結末 、 土壌 の 
汚染 は 認め られ ませ ん で し た 。 


| 委員 へ の 発動 


従業 員 に 対す る 環境 教育 と し て 毎年 、 環境 関連 映像 上 映 
会 を 開催 し 意識 啓発 を 行う と と も に 、 省エネ 関連 施設 や 廃 
評 物 処理 施設 の 見 学会 を 開催 し て いま す 。 本年度 は 、 省エネ 
施設 と し て 「 東 芝 科 学 館 ] と 「 テ ルム リサ イク ル セ ン ター]」 を 、 
廃棄 物 処 理 施設 と し て 「 オ リッ クス 資源 循環 株 式 会 社 ] の 
選 学 を 行い まし た 。 

また 、 研究 所 内 の 各 棟 の エネ ルギー 使用 量 を 研究 所 員 に 
公開 する こと に よっ て 、 環境 意識 を 高め る こと も 行っ て い 
ます 9。 

さら に 、 近隣 住民 この コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図る と と も に 
環境 意識 を 醸成 する た め に 、 毎月 1 回 、 研究 所 周辺 の 清掃 ・ 
美化 を 行う ノリ ー ン 運動 も 実施 し て いま す 。 








| 名 名 半 等 に 対す る 環境 本 上 


当社 で は 、1995 年 1 月 に 容器 包装 の 安全 性 の 人 確保 、 包 材 
使用 量 の 抑制 、 処理 ・ 如 分 の 適正 化 、 再生 資源 利用 の 促進 を 
基本 要件 こと し た | 環境 適応 容器 包装 の 基本 方針 ] を 策定 し 、 
同時 に 、 取り 組み を 具体 化す る た め の ガ イド ライ ン と し て 「 容 
融 紀 装 環 境 適 応 度 評価 基準 ] を 定め て 、 当社 が 製造 、 販売 す 
る 乳 半 品 を は じ め と する 食品 や 化粧 品 に つい て より 環境 負 
何 の 少 な い 容 器 包装 を 設計 する よう に 努め て きま し た 。 こ 
の 評価 基準 に つい て は 、 法規 制 の 変化 や リサ イク ル 技 術 の 進 
展 な ど を 考慮 し た 再 評価 や 高度 化 に つい て 検討 を 継続 し て 
いま す が 、2007 年 度 に は 医薬 品 の 容器 包装 に つい て の 評 
価 基 準 を 作成 し 、 各 製 剤 ご と に 評価 を 行い まし た 。 

また 、2009 年 度 も 製品 や 副 資 材 の 梱包 形態 を 含め 、 容 突 
包装 材 の 3R (リデュース 、 リユース 、 リサ イク ル ) に 資す る 検討 
を 進め まし た 。 


上 容 記 鈴村 の 削減 と リサ イク ル の 推進 


環境 に や ざさ し い 食 品 容器 の 開発 

2009 年 度 は 、 タ フ マ ン V、 タフ マ ン CHANGE 用 ラベ ル 
を 、 アル ミ 蒸 着 PET 貼 合 紙 ラ ベル か 
ら 紙 ラベ ル へ と 変更 し まし た 。 こ の 
こと に より 、CO: 排 出 量 を 約 40% 削 
減 ( メ ー カ ー 計 算 値 ) す る と と も に 、 分 
別 廃棄 し や すく な り ま し た 。 





包装 材 の 使用 量 、 排出 量 の 削減 

2009 年 度 も 包装 材 の 合理 化 を 推進 し 、 食品 容器 包装 材 
で は 、1 年 間 で アル ミニ ウム 原料 3.500kg、 ポリ プロ ピレン 
原料 134kg、 段ボール 原紙 2.579kg、 化粧 品 容器 包 材 で は 、 
樹脂 原料 2.184kg、 上 質 紙 87kg、 段ボール 原紙 2.669kg、 
医薬 品 容器 包 材 で は 、 材 貸 変 更に より 原油 由来 原料 を 
4.777kg 削 減 す る こと が で きま し た 。 


食品 容器 包装 の 安全 性 の 向上 

2009 年 度 は 、BF-1 容 器 リ ッ ド の スト ロー 突き 刺し や すさ 
の 改良 、PET 容 器 入 り 療 爽 族 茶 用 キャ ヤッ プ の ブリ ッ プ 性 改 
良 ・ シ ュ リ ンク ラベ ル の 剥が し や すさ の 改良 、1.000m6 ス ク 
エア タイ プ 紙 容器 入り 黒 酢 ド リン ク ・ 鞭 爽 用 茶 用 キャ ッ プ の 
改 展 等 を 行い まし た 。 





再生 資源 利用 の 促進 

化粧 品 で は 、1 個 箱 や セッ ト 箱 へ の 再生 紙 の 利用 を 進め 、 
新 康 mm を 放 め て 46 ア イ テ ム に 使用 し て いま す 。 また 、 新 近 品 
2 アイ テム の 緩衝 材 に 再生 PET 樹 脂 を 使用 し て いま す 。 


上 販売 穫 間 で の さま ざま な 取り 組み 


2009 年 度 も 直販 ルー ト や 自動 販売 機 に よる 販売 で 回 収 
され る 使用 済み 容器 の リサ イク ル を 推進 する た め 、 衛生 面 に 
配慮 し た 効率 的 な 分 別 回 収 が 行え る 専用 スペ ー ス の ある 
ルー ト 車 や 、 ルー ト 車 の 天 部 に 設置 する 回 収 キ ッ ト の 助成 を 
継続 し て 行い まし た 。 また 、 自動 販売 機 の 横 に 設置 する 空 容 
尼 回 収 ボ ックス や 、 ヤ クル トレ ディ が お 届け 用 に 利用 する 環 
境 負 荷 の 低い 4 サイ クル バイ ク へ の 切り 替え 促進 も 継続 し て 
いま す 。 

2007 年 度 が か ら の 第 三 期 計 画 に お ける 新た な 取り 組み と 
し て 、 地球 温暖 化 係数 が 微少 な 自然 冷媒 (CO2) を 利用 する 
ノン フロ ンタ イプ の 自動 販売 機 の 導入 を 開始 し まし た 。 
2008 年 度 か ら は 、 こ の ノン フロ ンタ イプ より さら に 高い 省 
エネ 効果 が 期待 で きる ヒー ト ポ ン プ 式 の 自動 販売 機 を 導入 
し 、 こ の タイ プ の 増設 に 力 を 入れ て いま す 。 ま た 、 医薬 品 事 
業 で は 、 営業 車 の ハイ ブリ ッ ド 車 へ の 切り 替え に 着手 し 、 
2009 年 度 は 14 台 を 導入 し まし た 。 





天 部 に 回 収 ス ペー ス を 設け た ルー ト 車 医薬 品 営業 車 を ハイ ブリ ッ ド 車 に 


販売 用 資 機 村 導 入 助成 状況 (2009 生 度 ) 
(カン | 


ヒー ト ポ ン プ 自 動 販売 機 | 669 | 
ノン フロ ンタ イプ 自動 販売 機 


オー バー ホー ル 自 動 販売 機 
お 届け バイ ク (4 サイ クル エン ジン 車 ) 


| so 
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| ョ 容器 包装 の リサ イク ル に つい て 


工場 で 生産 され た 当社 の 商品 は 、 物流 拠点 を 経て 全国 
112 社 の 販売 会 社 へ 運ば れ た 後 、 ヤ フル トレ ディ に よる お 届 
け や ス ー パ ー・ コ ン ビ ニ と いっ た 店 頭 を 経由 し て 、 お 客 さ ま 
に 購入 され 消費 され て いま す 。 資源 循環 型 の 社会 を 築い て 
いく た め に は 、 消費 後 の プ ラス チッ ク や 紙 の 空 容器 も し っ か 
り 再 資源 化 ご され な く て は な り ま せん 。 

1995 年 、 家庭 か ら 排 出さ れる 一 般 廃棄 物 の 6 割 強 ( 容 積 
比 ) を 占め る 容器 包装 ゴミ の 減量 と 再 資源 化 の 促進 を 図る 
た め 「 容 器 包装 リサ イク ル 法 」 が 制定 、 そ の 後 順 次 改定 され 、 
2008 年 に 完全 施行 と な り ま し た 。 

当社 は 、 ヤ クル ト や ジョ ア な ご どの 容器 を 製造 し 、 また 乳 製 

品 を は じ め い ろ い ろ な 製品 に 容器 包装 を 利用 し て 生産 、 販 
売 し て お り 、 | 容器 包装 リサ イク ル 法 ] で は 特定 容器 包装 の 製 


り リサ イク ルフ ロー 


(食品 ・ 飲 料 一 括 物流 ) 一 一 一 凶 - スー パー・ 
還 ye 


(食品 ・ 飲 料 宅配 ) 一 = ヤク ルト 
レデ ィ 


本 社 工場 計る 
物流 セン ター 0 会 社 
自動 販売 機 
(食品 ・ 飲 料 直 売 ) 


病院 ・ 事 業 所 な ど 


(医薬 品 卸し ) 


工場 の 廃 プ ラス チッ ク の リサ イク ル 


本 社 工場 


瓶詰 会 社 
粉砕 処理 > 
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造 事 業者 お よび 利用 事業 者 と し て 、 容器 包装 に 対す る 再 資源 
化 の 義務 を 負っ て いま す (23 ペ ー ジ 参照 ) 。 

竹 家 庭 か ら 分 別 排出 され た 容器 包装 は 、 市 町 村 に よっ て 
分 別 回 収 、 保管 され て 再 資源 化 業 者 に 引き 渡さ れ 、 原料 に 
戻さ れる マテ リア ルリ サイ クル や 油 化 ( ケ ミカ ルリ サイ クル ) 、 

熱 エ ネル ギー と し て 回 収 す る サー マル リサ イク ル な どの 手法 
に よっ て 再 資源 化 さ れ ま す 。 

また 、 本 社 工場 や 瓶詰 会 社 で 発生 し た 容器 包装 ゴミ に つ 
いて は 、 素材 ご と に 分 別 し 再 資源 化 を 図っ て いま す 。 プラ ス 
チッ ク 容 器 に つい て は 、 ポリ スチ レン 樹脂 に 再生 され て パソ 
コン や 音 義 機器 の 筐 体 等 に 再 利 用 され て お り 、 そ の 一 部 は リ 
サイ クル 意識 の 啓発 の た め に プラ リサ イク ル 品 と し て 定規 や 
カー ドス タン ド な ご ど に 加工 され 、 工場 見 学 や 環境 イベ ント に 
来場 され た 方 々 に 配付 され て いま す 。 


ー ルト NN トル ) 
ガラ ス 容 器 sm 
紙 容器 
hkI の ) 
Dj ング リリ 


さり 月 に (3 
ガラ ス 容 器 
gs ニ 放 缶 

2 主語 


販売 会 社 一 般 リ サイ クル 事業 者 
レベ に に + 容器 包装 リサ イク ル 法 
潜 容 伴 El を ペ 


プラ スチ ッ ク 容 器 
紙 容 器 病院 の 独自 リサ イク ル 
ガラ ス 容 器 


プラ リサ イク ル 品 


QN 伺 8 


30 セ ンチ 直 定 規 7922 ンド ヤク ルト ボー ブナ ー 


プラ リサ イク ル 品 の 製作 数 量 (2009 年 度 ) 


1 三 | 数 量 ( 個 ) 


30 セ ンチ 直 定 規 
テコ 








工場 排水 の 水質 汚染 防止 へ の 取り 組み 
ヤク ルト A&C 水 浄化 シス テム 


2009 年 度 、 本 社 工場 で は 約 157 万 t( 前 年 度 比 96%) の 用 
水 を 使用 し 、 約 8/ 万 t( 前 年 度 比 104%) を 排出 し まし た 。 当 
社 お よび ブル ー プ の 乳 製品 工場 で は 、 工場 排水 の 処理 を 通 
常 の 活性 汚泥 処理 法 か ら 「 ヤ フル ト A&G 水 浄化 シス テム 」 に 
よる 処理 へ の 切り 替え を 進め て いま す 。 

すでに 本 社 乳 製品 7 工場 の うち 、 佐賀 、 京都 、 福島 、 福山 、 
富士 裾野 の 5 工場 で 導入 し て お り 、 全面 切り 替え が 完了 し て 
いる 佐賀 工場 で は 、BOD* 1 .0mg/? 未満 (BOD 除去 率 
99.8%) 、 脱 窒 率 68% と いう 極め て 高度 な 浄化 性 能 を 確認 
し て いま す 。 ブル ー プ の 瓶詰 会 社 で も 2002 年 の 愛知 ヤ フ ル 
ト 工 場 に 続き 、2007 年 新装 し た 岩手 ヤ フ ル ト 工 場 も この シ 
ステ ム を 導入 し て お り 、 さら に 愛知 で は 、 工場 の 増築 に 合わ 
せ て 2008 年 に 排水 処理 シス テム も 増設 し まし た 。 

同 シ ステ ム に よる 工場 排水 処理 の 注目 すべ き 特 徴 は 、 従 
来 の 活性 汚泥 処理 方 式 と 比較 し て 、 発生 する 人 奈 剰 汚泥 の 量 
を 約 12 分 の 1 に 抽 え る こと が で きる 点 に あり ます (佐賀 工場 
の 事例 )。 その た め 、 ラ ン ニ ング コス ト も 活性 汚泥 方 式 の 約 
半分 に 低減 で き 、 メン テ ナ ン ス が 容易 で ある と いう メリ ッ ト 
も あり ます 。 

また 、2007 年 に この シス テム の 微生物 学 的 な 研究 を 深め 
る こと を 目的 に 、 佐賀 工場 の 処理 施設 に 稼動 中 の ろ材 を サ 
ンプ リン グ で きる 設備 を 設置 し まし た 。 そし て 、 中 央 研究 
所 ・ 分 析 セ ンタ ー で この 設備 を 利用 し 、 シ ステ ム の メカ ニ ズ 
ム の 解明 へ の 取り 組み を 行っ て いま す 。 

*BOD : 生物 化学 的 酸素 要求 量 。 水 質 汚染 指標 の ー つ 。 








佐賀 工場 ・ 水 浄化 シス テム 








処理 過程 の BOD の 推移 (佐賀 工場 デー タ ) 


(mg/0 活性 汚泥 方 式 BOD 盲 ヤク ルト 方 式 BOD 
600 


482.5 482.5 200.0 





原水 1 次 槽 2 次 槽 3 次 槽 放流 水 
※ 活 性 汚泥 方 式 の 放流 水 に お ける BOD 値 が 低い の は 、 余剰 汚泥 と し て 抜き 取ら れる こと に 
より ます 。 


当社 お よび ヤク ルト グル ー プ の 「 ヤ クル ト A&G 水 浄化 シス テム 」 
の 導 和 実績 
導入 工場 
= 


導入 時 期 
1991 年 / 月 


| 要 知 ヤク ルト 工場 * 

| 二 入 時 場 

| 岩手 ヤク ルト 工場 
愛知 ヤクルト 工場 “(増設 

* 聞 庄 会 社 


200/ 年 3 月 
2008 年 1 月 


| ヤク ルト A&G 水 浄化 シス テム 


| ヤク ルト (65m% 入 り )」 の 容器 の 底 を 抜い た も の (ヤク ル 
ト ろ 材 ) を 接触 材 に 利用 し た 水 浄化 シス テム で 、 産業 排水 や 
生活 排水 を 高度 に 浄化 し ます 。 排水 処理 施設 内 の 接触 酸化 
槽 に ラン ダム に 詰め 込ん だ ヤク ルト ろ材 の 内 外面 に 多種 ・ 多 
数 の 微生物 が 棲み つき 、 水 貸 汚 濁 の 原因 と な る 有機 物 を 徹 
底 的 に 分 解消 化す る も の で 、 従来 の 活性 汚泥 処理 法 に 比べ 
格段 に 優れ た 浄化 性 能 を 発 押し ます 。 





① 流 入水 
② 原 水 ポ ンプ 槽 
③ 流 量 調整 槽 


〈④ ヤ クル ト ろ 材 
⑤⑥⑦ 接 触 酸化 楠 
⑧ 沈 殿 槽 


⑨ 放 流 (消毒 ) 槽 
⑩ 返 送 汚 泥 
⑪ 放 流水 
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累 境 活動 





物流 了 陽 で の 取り 組み 支援 


ヤク ルト グル ー プ で は 、 乳 製品 を は じ め と する 食品 や 化粧 

品 は どの 物流 拠点 (本 社 工場 、 尊 詰 会 社 、 物流 セン ター) 間 や 
それ ら か ら 全 国 112 社 の 販売 会 社 へ の 輸送 は 、 主 に 子会社 
の 物流 会 社 が 担当 し て いま す 。 

2006 年 4 月 か ら 施 行 さ れ て いる 「 改 正 省 エネ ルギー 法 ] に 
お いて 、 当社 は 年 間 輸 送 量 3.000 万 トン キロ 以上 の 「 特 定 荷 
主 ] の 届出 を し て お り 、2006 年 度 か ら 2010 年 度 の 5 年 間 で 
エネ ルギー 消費 原 単位 を 年 平均 1% 以 上 削減 する こと が 義 
務 つ づけ られ まし た *。 

物流 段階 で は 、 軽油 や 天然 ガス な どの エネ ルギー 消費 
地球 温暖 化 ガ ス や 大 気 汚染 物質 の 排出 と いっ た 環境 負荷 を 
低減 し て いく こと が 重要 課題 で あり 、 当社 で は |ISO14001」 
や 「 グ リー ン 経 営 ] な どの 環境 マネ ジメント シス テム の 認証 取 
得 な ど 物 流 子会社 の 環境 負荷 改善 の 取り 組み を 支援 、 指導 
し て いま す 。 


また 、 ジュ ー ス 類 や お 茶 な どの 清涼 飲料 を 中 心 に モー ダ 


ル シ フ ト の 推進 に も 取り 組み 、 地球 温暖 化 ガ ス や 大 気 汚染 
物質 の 排出 抑制 を 進め て いま す 。 
* 第 三 期 計 画 で は 、 年率 1% 以 上 の 削減 と さら に 厳し い 目 標 と な っ て いま す (20 ペ ー 


当社 主要 製品 の 物流 系 統 


本 社 工 場 





物流 セン ター 


物流 子会社 の 輸送 車両 保有 状況 (2010 年 3 月 末 現 在 ) 
製品 物流 委託 先 前 年 度 差 | 内 、CNG 車 台数 | 前 年 度 差 


BY クル ト 牧 系 | 66| 25 | 0 | 1 
| *RYyt 還 | | 6| 4 30 


amB*Y2 ル ト 垢 放 | ee| <3| 0 | so 
合計 。 | 206 | 22 | 4 | -1 
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| 物流 車両 の 環境 負 茶 低減 へ の 取り 組み 


物流 子会社 で は 、 営業 所 単位 で 「 グ リー ン 経 営 ] の 認証 を 
取得 し 、 経済 速度 走行 や アイ ドリ ング スト ッ プ な ど 環 境 に や 
さ し い エコ ドラ イブ を 実践 する こと で 、 環境 負荷 の 持続 的 な 
低減 を 図っ て いま す 。 
ディ ー ゼ ル 燃 料 (軽油 ) 使用 量 


(k0 庫 東日本 ヤク ルト 物流 (株 ) 還 中 央 ヤ フ ルト 物流 (株 
田 西日本 ヤク ルト 物流 (株 








4.355.3 


4000 4186.8 41os.4 4031.2 4005.2 






3.000 


2.000 


1.000 


0 





'05 '06 "07 "08 "09 (件 度 ) 


天然 ガス 使用 量 
男 東日本 ヤク ルト 物流 (株 ) 還 中 央 ヤク ルト 物流 (株 








(m3 う 






















30.000 
26.691.5 
22.457.5 22,843.0 22.838.1 
衣 18.109.3 
10.000 
0 
'05 '06 '07 08 09 (年 上 
CO 排出 量 
ECO 画 東日本 ヤ フ ル ト 物 流 (株 ) 中 央 ヤク ルト 物 流 (株 
西日本 ヤク ルト 物流 (株 ) 
11.551.0 
11.069.4 10.851.6 10.6s0.3 10.572.8 
10.000 
5.000 








"09 (年 度 ) 





"05 "06 "07 08 
※ 換 算 係数 軽油 :2.62kg-COz/9 天然 ガス :2.70kg-COzm3 


NOx 排 出 量 





(LNOx) 還 東日本 ヤ フ ル ト 物 流 ( 株 ) 還 中 央 ヤク ルト 物流 (株 ) 





還 西日本 ヤクルト 物流 (株 ) 





"05 "06 "07 "08 "09 (年度 ) 
※ 換 算 係数 NOx : 各 車両 の 走行 距離 (km) X 各 車両 ご と の NOx 排 出 係数 (g-NOx/km) 
NOx 排 出土 は 、2004 年 度 か ら 算 出 方 法 を 改め まし た 。 














上 環境 教 育 の 推進 


2000 年 4 月 か ら 「 環 境 教育 プロ グラ ム 」 を 運用 し て 、 従業 
員 へ の 環境 意識 の 啓発 に 努め て いま す 。 

当初 は 、 集合 形式 に よる 階層 別 研修 を 新入 社員 か ら 新 任 
部 署長 の 5 階層 で 行っ て いま し た が 、2006 年 度 か ら は プロ 
グラ ム を 改定 し て 、 社内 LAN を 活用 し た e ラ ー ニ ング シス テ 
ム に よる 環境 教育 を 追加 導入 し まし た 。 こ れ に より 環境 教 
育 が 8 階層 で 実施 され る こと に な り 、 従業 員 の 環境 情報 に 接 
する 機会 が 大 きく 増え る こと に な り ま し た 。 

また 、 経営 層 を 対象 と し て 2002 年 か ら 実施 し て いる 「 環 
境 経 営 セ ミナ ー」 は 、2009 年 度 は 「 け カー ボン フッ ト プ リ ント 
に つい て 」] を テー マ に 8 月 (講師 : 社 団 法人 産業 環境 管理 協会 
環境 技術 部 門 製品 環境 情報 事業 セン ター 所 長 壁 谷 武久 
氏 )、10 月 (講師 : 社 団 法人 日 本 消費 生活 アド バイ ザー・ コ ン 
サル タン ト 協 会 常 働 理事 環境 委員 会 委員 長 搬 巳 菊子 氏 ) の 
2 回 実施 し まし た 。 
2009 年 度 の 環境 教育 受講 状況 

研修 名 に すう 4 の 9) 


4 月 


階層 別 環境 教育 
(e ラ ー ニ ング シス テム ) 


新 持 箇 職 級 80 
環境 経営 セミ ナー 8・10 月 役員 、 部 販 長 88 
新 指導 職 1 級 103 


9>1 1 月 新 卸 管 職 1 級 48 


新 基 野 管 理 職 I 級 8/ 


階層 別 環境 教育 
(集合 形式 ) 


| 全社 統一 環境 保全 キャ ン ペ ー ン 


1994 年 か ら 、 国 の 環境 月 間に合わ せ た グ ルー プ 統 一 の 
「 ヤ クル ト 環 境 保 全 キ ャ ン ペ ー ン 」 を 継続 実施 し て いま す 。 
16 回 目 と な る 2009 年 度 は “いら な いも の を ミド リ に 変え 
る 一 スマ イル ・ エ コ 募 金 ! 本 を リユース し て 緑 を 増やそ う " を 
テー マ に 実施 し まし た 。 

実施 内 容 は 、 従事 者 が 不用 に な っ た 本 ・CD・DVD を 提供 
し 、 併せ て 今後 めざし て いき た い 社 会 貢献 活動 に 関す る 意識 
や 行動 を 宣言 する と いう も の で す 。 

その 結果 、 参加 し た グル ー プ 従事 者 か ら 16,269 点 の 不用 
品 の 提供 が あり 、 そ の 売却 代金 273.708 円 を 財団 法人 オイ 
スカ に [子供 の 森 ] 計画 活動 資金 と し て 寄付 し まし た 。 








な お 、 当 キ ャ ン ペ ー ン へ の 参加 者 は 、 今 年度 まで に 索 計 で 
10 万 人 を 超え 、 ブル ー プ 従事 者 の 着実 な 意識 啓発 が 図ら れ 
て いま す 。 





「 子 供 の 森 」 計 画 が 進ん で いる 地域 
世界 26 の 国 と 地域 3.797 校 
(2008 年 3 ) 


年 3 月 現在 
「 子 供 の 森 」 計 画 支援 証 
ホロ 
「 子 供 の 森 」 計 画 は 、 学 校 な ど で 子ども た ち 自 身 が 森 づ くり や 環境 学習 を 行い 


「 自 然 を 愛す る 心 」 を 養い な が ら 地 球 の 緑化 を 進め て いこ うと いう ブロ グラ ム で す 。 


支援 者 名 : 株 式 会 社 1 中 本 社 

登録 番号 : 21329 

支援 国 : イ ンド ネシア 

支援 地域 : スマ トラ 

有効 期限 : 2010/09/29 まで 

oo) 時 R 寺 人 〒168-OO63 東京 都 杉 普 区 和泉 3-6-12 
TELO3-3322-5161 
FAXO3-3324- 了 11 1 
http://Wwww.oiSca.0rd 。E-mail:oisca@oisca org 








参加 者 数 (人 ) 
環境 標語 の 募集 
プラ リサ イク ル 品 の アイ ディ ア 募 集 、 環境 フイ ズ 
環境 に や さ し い 行動 の 自己 チェ ッ ク 
グリ ー ン 購入 の 意識 調査 宣言 ・ 提 言 の 募 人 


/.0/2 


本 社 工場 に お ける 環境 関連 の 教育 ・ 研 修 の 

実施 状況 

2009 年 度 も 本 社 工場 で は 、 ISO 関 連 や 省エネ 、 廃棄 物 負 
理 な ど を テー マ に 各種 の 環境 教育 を 実施 し 、 工場 従事 者 の 
意識 記 発 に 努め まし た 。 


みん な で 実行 "3R" 
レジ 袋 ゼ ロ に チャ レン ジ 
チー ム ・ マ イナ ス 6% を 知っ て いま すか ? 


いら な いも の を ミド リ に 変え る て 
スマ イル ・ エ コ 募 金 ! 


環境 教育 ・ 研 修 の 実施 状況 
=E>4 の 9 
ISO 関 連 教 育 


LE 還 還 還 EEE 症 
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環境 活動 





お 客 さ ま 滴 足 度 を 高め る た め に 
販売 会 社 で の 取り 組み 


当社 グル ー プ は 、 本 社 で 製造 し た 商品 を お 客 さ ま に 安 心 
し て 召し 上 が っ て いた だ く た め に 、 お 客 さ ま に 満 足し て いた 
だ ける お 届け が で きる よう 心がけ 、 同時 に 流通 段階 で も 環 
境 負 荷 を 抑え て いま す 。 その 一 環 と し て 、2005 年 か ら 本 社 支 
援 の も と 、 「 ヤ フク ルト 販売 グル ー プ ] と し て 環境 と 品質 の 国際 
規格 、ISO14001 と 9001 の 統合 認証 の 取得 が 始ま り ま し た 。 


「 ヤ クル ト 販 売 グ ルー プ 」 と し て の 認証 取得 
広島 県 の 販売 会 社 が 、IS 〇 14001 の 認証 を 取得 され た お 
取引 先 か ら 、 自ら と 同様 の 認証 取得 を 求め られ た こと が 端 
緒 に な り ま し た 。 こ の お 取引 先 は 、 県 内 各地 に 事業 所 を 持 
つ 人 企業 で めった こと も あり 、 当時 広島 県 に あっ た 販売 会 社 3 
社 が 共同 し て 対応 し た こと が 始ま り で し た 。 
ヤク ルト 販売 グル ー プ と し て の ISO の 統合 認証 取得 
販売 会 社名 認証 取得 日 
安芸 ヤク ルト 販売 ( 現 : 新 広島 ヤク ルト 販売 ) 





統合 認証 の 取得 を めざし て 

販売 会 社 の 主 な 業務 は 、 本 社 が 製造 し た 商品 を ヤクルト 
レデ ィ に よる 宅配 シス テム や 店 頭 や 自動 販売 機 を 介し た 直販 
シス テム に よっ て 、 お 客 さ ま に お 届け する こと に あり ます 。 
そこ で 環境 負荷 の 低減 だ け で な く 、 商品 や サー ビス を 含め た 
品質 面 の 見 直し を 併せ て 進め る こと が 重要 と の 結論 に 達し 
まし た 。 

2 つの マネ ジメント シス テム の 構築 に は 、 共通 する 部 分 も 
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多く 本 社 ・ 販 売 会 社 近代 化 推進 宝 を 中 心 に 、 多く の サイ ト で 
統合 マネ ジメント シス テム の 認証 取得 を めざす 取り 組み を 始 
め ま し た 。 そう する こと で コス ト の 有効 活用 を 図り 、 販 売 会 
社 の 経営 品質 の 向上 、 ひ いて は グル ー プ の 経営 品質 の 向上 
に 結び つき 、 情報 の 共有 化 に も つなげ られ る と 考え 、 | ヤク 
ルト 販売 グル ー プ ] と し て 活動 を 開始 し まし た 。 


販売 会 社 で の 活動 の ポイ ント 

IS 〇 14001 に つい て は 、 環境 負荷 を 減ら す だ け で は な く 、 
環境 に プラ ス と な る よう に ヤク ルト レデ ィ も 含め 、 各地 域 で 
の さま ざま な 活動 を 展開 し て いま す 。ISO900 1 で は 、 お 客 
さま の 声 を 聴い て 業務 を 見 直し 、 顧客 満足 に つなげ る た め 
の 活動 を 全 従 事 者 が 参画 し て 取り 組ん で いま す 。 


流 後 の 展開 

2010 年 度 も 、 販売 会 社 2 社 が 「 ヤ フル ト 販 売 ブ ルー プ ] と 
し て 認証 取得 を めざし て 、 マ ネジ メン トシ ステ ム 構 築 を 進め 
て いま す 。 |IS 〇 の 活動 ] を 日 々 の 業務 その も の と し て 、 さら 
に 高 次 の 活動 へ 進め て いき ます 。 


「 ヤ クル ト 販 売 グ ルー プ ] 以外 の 販売 会 社 で の 展開 
独 目 の 活動 で 、ISO14001・9001・22000 の 認証 を 取得 
し て いる 販売 会 社 も あり ます の で 、 次 の 表 に まとめ ます 。 


独自 の 活動 に よる ISO の 認証 取得 
販売 会 社名 認証 取得 日 


米沢 ヤ フ ルト 販売 
埼玉 西 ヤ クル ト 販 売 * 
群馬 ヤクルト 販売 
上 越 ヤク ルト 販売 
大 館 ヤク ルト 販売 
兵庫 ヤク ルト 販売 “ 


*1 は IS 〇 14001 の み 、*2 は ISO9001 の み 、*3 は ISO22000 の み の 取 得 。 
*4 は IS 〇 22000 を 取得 。 ほ か は いずれ も ISO14001 と ISO9001 の 認証 を 取得 。 


水戸 ヤ フ ル ト 販 売 “< 


本 社 工場 、 瓶詰 会 社 等 に お ける ISO14001 の 取得 状況 

2003 年 1 月 まで に 、 本 社 全 10 工 場 ( 現 在 は 9 工場 ) と 中 央 
研究 所 ・ 分 析 セ ンタ ー が ISO14001 の 認証 を 取得 、 ま た 
2004 年 11 月 まで に は 、 工場 環境 対策 専門 委員 会 の 指導 、 
支援 の も と 、 ブル ー プ の 瓶詰 会 社 を は じ め 、 生産 部 門 を 持 
つっ 事業 所 や 物流 子会社 も 取得 を 完了 し 、 毎年 その 目的 ・ 目 標 
を 必 達 する べく 活動 を 展開 し て 、 一 層 の 環境 負荷 の 低減 を 
図っ て いま す 。 








原料 の 安全 性 の 確 人 


ヤク ルト で は 、 原料 の 選定 に は 十分 な 調査 と 監 倉 を 行い 、 
女人 牌 ・ 安 心 な 商品 を お 客 さ で さま に お 届け で きる し くみ を 構築 し 
て いま す 。 商品 個別 に イン フク ジェ ッ ト プ リン ター で 、 「 賞味 期 
限 ・ 製 造 所 ・ ロ ッ ト 記 号 」 を 表示 、 当該 商 品 の 製造 履歴 
(使用 原料 ・ 副 資材 ロッ ト ・ 製 造 状 況 ) な ら び に 、 一 時 出荷 先 
の 特定 が 可能 な トレ ー サ ビリ ティ シス テム を 構築 し て いま す 。 


原材料 名 
パラ チノ ー ス 、 全 粉乳 、 
脱脂 粉乳 、 に ん じん ジ シューズ 、 


香料 
内 容量 100ml 
賞味 





期限 Lot. 
1 日 。HE。 で は FEEE 
製造 者 (株) ヤク ルト 本 社 Fa 
東京 都 港 区 東 新橋 1-1-19 


保存 方 法 10C 以 下 


使用 菌 種 
ビ フ ィ ド バク テリ ウム ブレ ー ベ 
ラク トバ パチ ルス アシ ド フ ィ ル ス 





トレ ー サ ビリ ティ の し くみ 


原料 の 選定 と 運用 

原料 の 選定 に 際 し て は 、 メ ー カ ー の 取引 実績 、 技 術 レ ベル 、 
品 軸 管理 レベ ル を 十分 に 調査 し て いま す 。 メ ー カ ー 等 に 農 
薬 の 使用 有無 を 確認 する だ け で な く 、 原料 調査 書 の 提示 を 
受け 安全 性 調査 を 実施 、 農作物 に つい て は 、 メー カー 等 か 
ら 農 薬 に 関す る 分 析 証 明 書 の 提示 を 受け 、 日 本 の 法 的 基準 
を 違 守 し て いる こと を 確認 し こい ます 。 また 、 国内 外 を 問わ 
すず 原産 国 や 製造 工程 、 製造 工場 の 調査 を 行い 、 現場 の 衛生 
状態 や 検査 体制 、 品質 管理 体制 を 確認 し 指導 し て いま す 。 

原料 決定 後 の 運用 で は 、 定期 的 に 農薬 の 分 析 証 明 書 の 提 
示 を 受け る と と も に 、 原産 国 等 に つい て 変更 が な いか 確認 
を 行い 内 容 に 変更 が 発生 し た 場合 は 、 原料 調査 書 の 再 提出 
に よる 内 容 調 査 を 実施 し て いま す 。 

また 、 当社 の 製造 管理 シス テム に より 、 当社 製品 ロッ ト か 
ら 使用 原材料 の 製造 ロッ ト へ の トレ ー ス パッ ク ( 遡 及 )、 な ら 
びに 使用 原材料 の 製造 ロッ ト か ら 当 社 製品 ロッ ト へ の トレ ー 
ス フ ォ ワー ド ( 追 陸 ) が 可能 と な っ て いま す 。 


上 品 事 必 


過去 3 年 間 で 2 件 の 自主 回 収 を 実施 し まし た が 、 い ずれ も 
健康 被害 が 懸念 され る も の で は な く 、 万 全 を 期す 意味 で の 
自主 回 収 措置 を 講じ た も の で す 。 
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時 の 訪問 活動 


ヤク ルト レデ ィ が 商品 を お 届け し な が ら 、 ひとり 暮らし の 
お 年 寄り の 安否 を 確認 し た り 、 話し 相手 に な る と いう 活動 に 
ヤク ルト グル ー プ が 取り 組ん で か ら 38 年 が 経過 し まし た 。 

この 活動 は 、 福島 県 郡山 市 の 一 人 の ヤク ルト レデ ィ が 、 誰 
に も 看 取 ら れず に 亡くな っ た ひと り 暮 らし の お 年 寄り の 話 
に 胸 を 痛め 、 担 当地 域 に 暮らし て いる 同じ よう な お 年 寄り に 、 
自費 で 「 ヤ フク ルト | を お 届け し た こと が 始ま り で す 。 こ の 活動 
に 販売 会 社 や 地域 の 民生 委員 の 方 々 が 共鳴 し 、 さ ら に 自治 
体 も 動か し て 「 愛 の 訪問 活動 ] と し て 、 全国 的 に 活動 の 輪 が 広 
が か つて 届き まし た た 。 

この 活動 は ボラ ンティア 関係 の 方 々 や 行政 か ら も 非常 に 
高い 評価 を いた だ き 、1991 年 に は 経済 広報 セン ター か ら 
[優秀 企業 広報 特別 賞 ] を 、1994 年 に は ボラ ンティア 功労 者 
と し て | 厚生 大 臣 (当時 ) 表彰 ] を 受け て いま す 。 

2010 人 年 3 月 現在 、 全 国 153 の 自治 体 か ら 要 請 を 受け 、 
約 3.700 人 の ヤク ルト レデ ィ が 4 万 7.000 人 を 超え る お 年 寄 
り の お 宅 を 訪問 し て いま す 。 

また 、2005 年 9 月 か ら は 創業 70 周 年 記 菅 事業 の 一 環 こ し 
て 、 「『 人 敬老 の 日 』 お 花 プ レ ゼ ント ]」 を 実施 し こおり 、2009 年 
に は 全国 160 自 治 体 で 4 万 8.000 人 を 超え る お 年 寄り に 、 
か わい らし い 花 束 に メッ セー ジ カ ー ド を 添え て お 届け し て い 
ます 。 この 企画 は 大 変 ご 好評 を いた だ いて お り 、6 年 目 と な 

今年 も 継続 し て 実施 いた し ます 。 








地域 に 「 安 全 ・ 安 心 」 を 
ヤク ルト レデ ィ に よる 地域 防犯 活動 


担当 地域 に 毎日 商品 を お 届け し て いる ヤク ルト レデ ィ は 、 
地域 の 了 偶々 に まで 目 が 届く こと か ら 、 各 地 の 警 察 等 と 連携 
し て 地域 の | 安全 ・ 安 心 ] へ の お 手伝い を し て いま す 。 
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愛知 県 で は 、2007 年 10 月 に 県 内 の 販売 会 社 6 社 と 本 社 
東海 支店 (当時 ) が 「 ヤ フク ルト 愛知 県 防犯 協力 会 ] を 設立 、 「 愛 
知 県 安全 な まち づく り ・ 交 通 安 全 パ ー ト ナー シッ プ 企 業 ] に 
登録 し まし た 。 東海 地区 の 販売 会 社 で は 、2006 年 か ら 安 全 
パト ロー ル 活 動 を 開始 し こい ます が 、 これ を 機 に 愛知 県 の 
パー トナ ー シ ッ プ 企 業 と し て 、 ブル ー プ 従事 者 へ の 研修 会 
お 客 さ ま へ の 情報 提供 を 通じ て 、 安心 し て 暮らせ る 地域 づく 
り を めざし て いま す 。 各地 で 行わ れ て いる こう し た 活動 は 、 
地元 に も し っ か り と な じみ 、 地域 の 警察 や 防犯 協会 か ら 表彰 
を 受け る 販売 会 社 も 見 られ る よう に な っ て いま す 。 

2010 年 3 月 現在 で は 、 全国 で 89 社 の 販売 会 社 で 組織 が 
作ら れ 活 動 し こい ます 。 


| 自動 暫 売 機 に よる 社会 貢 献 活動 


ヤク ルト グル ー プ で は 、2010 年 3 月 末 の 時 点 で 、 全国 に 
約 6 万 1.000 台 の 自動 販売 機 を 設置 し こい ます 。 こ れ ら の 上 自 
動 販売 機 の 中 に は 、 お 客 さ ま に 商 品 を 購入 し て いた だ く と い 
つう 本 来 の 目的 の ほか に 、 地域 の 紅 さ まや 支援 の 必要 な 方 々 
に 役立っ て いる 自動 販売 機 も や あり ます 。 

その 一 つが 緊急 時 の 人 命 救助 活動 を 目的 と し た AED ( 自 
動体 外 式 除 細 動 器 ) を 併設 し た 自動 販売 機 で す 。 1 年 で 3 万 
人 も の 方 が 女 な 心臓 発作 で 命 を 落と す と いわ れ て お り 、 こう 
し た 機器 の 設置 の 速やか な 進展 が 望ま れ て いま す 。2009 
年 度 に は 、 全国 で 102 台 の AED 併 設 型 の 自動 販売 機 を 設置 
し まし た 。 実際 に この ヤク ルト の 自動 販売 機 の AED を 使っ 
て 、 命 を 取り 留め られ た 方 が いら っ し ゃ いま す 。 この 方 は 、 
現在 で は 完全 に 職場 復帰 を 果たし て いま す 。 こ の ほか が に も 、 
売上 の 一 部 を 財団 法人 ジョ イセ フ ( 家 族 計 画 国際 協力 財団 ) 
に 寄付 する ホワ イト リボ ン 自 販 機 や 、 大 地震 な どの 炎 害 時 に 
機内 の 商品 を 無償 提供 する 災害 型 自 販 機 、 防犯 活動 に 役 立 
つ 監 視 カ メラ の つい た 防犯 型 自販 機 な ど 、 いろ いろ な タイ プ 
の 社会 頁 献 型 自動 販売 機 が 活躍 し こい ます 。 





ジョ イセ フ へ の 協力 を 示す 掲示 の ある 上 自動 販売 機 


AED 併 設 型 自動 販売 機 


| [健康 づく り 提唱 の つど い 」 に 協賛 


ヤク ルト 本 社 で は 、 毎年 、VVHO (世界 保健 機関 ) の 世界 保 
健 デ ー(4 月 7 日 ) に 合わ せ て 開催 され て いる 「 健 康 づ くり 提 
唱 の つど い ] (( 社 ) 日 本 栄養 士 会 主催 ) に 協賛 し て いま す 。 
2009 年 度 の 第 30 回 大 会 は 、 | 健康 づ くり の た め の 運 動 と 
スポ ー ツ 宋 養 ] を テー マ に 、 講演 や シン ポジ ウム が 行わ れ ま 
し た 。 会 場 の ヤク ルト ホー ル に は 、 栄養 士 や 健康 に 関心 の 高 
い 一 般 の 方 々 な ど 433 人 が 来場 し 、 熱心 に 聴講 され まし た 。 

また 、 各 都 道 府 県 の 宋 養 士 会 が 主催 する 自治 体 単 位 の つ 
どい に も 協 其 し て お り 、2009 年 度 も 6 月 25 日 の 大 阪 市 を 皮 
切り に 、 全国 各地 で 開催 これ まし た 。 


計時 m 四 昌男 ギー 舞 店 宙 コ ミ 本 叶 
本 庫 ゴ く リ 四 圧 め 皿 運動 ど ご ユ ボ ー 宮 県 性 


開催 地 


奈良 県 奈良 市 京都 府 京都 市 
Eh 
9 月 26 日 | 滋賀 県 近江 八幡 市 | 12 月 5 日 | 和歌 山県 和歌 山 市 





| 界 人 デー 記念 [栄養 相 談 ・ 食 生活 相談 | に 協賛 


[健康 づく り 提 唱 の つど ご どい] が 、 開催 30 周 年 を 迎え る に あ 
た り そ の 記 訟 事業 こし て 、 管理 貯 杖 士 に よる | 栄養 相 談 ・ 食 生 
活 相談 ] (( 社 ) 日 本 栄養 士 会 主催 ) に ヤ フ ル トブ ルー プ と し て 
功 算 し まし た 。 

一 般 の 方 々 を 対象 に 、 日 本 栄養 士 会 お よび 都 道 府 県 栄 養 

会 宋 杖 ケ ア ・ ス テー ショ ン 登 録 管理 宋 杖 士 に よる 生活 将 慣 
病 予 防 の た め の 相 談 会 が 行わ れ ま し た 。 販 売 会 社 の 会 議 室 
や セン ター 等 の 施設 を 会 場 と し 、2009 年 4 月 4 日 か ら 6 月 
25 日 の 期間 中 、34 都 府県 40 会 場 で 実施 され 、2.303 人 の 
方 が 参加 され まし た 。 


| [21 世 紀 の 食 と 健康 フォ ー ラ ム 」 に 協賛 


9 回 目 を 錠 え た 「21 世 紀 の 食 と 健康 フォ ー ラ ム ] (主催 : 朝 
日 新聞 社 ) が 2009 年 5 月 26 日 、 東京 国際 フォ ー ラ ム で 開催 
され まし た 。 こ の フォ ー ラ ム は 、21 世 紀 の 食 と 健康 の キー 
ワー ド で ある 「 プ ロバ パイ オ テ ィ クス 」 を 、 健康 に 関心 の 高い ー 
般 の 方 々 や 保健 医療 関係 者 に 、 わ か りや すく 伝え る こと を 目 
的 と し た 公開 講演 会 で す 。 今回 は 、 「 腸 で 守る 子ども の カラ 
ダー 小児 医療 に お ける プロ バイオ ティ クス 」 を テー マ に 開催 
され 、 興味 深い テー マ の 講演 や パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 「 家 
族 で 守る 子ども の 成長 と 栄養 ] に 約 600 人 の 来場 者 は 熱心 
に 聞き 入っ て いま し た 。 

この ほか 、2009 年 度 に は 北海 道 か ら 九州 まで 地元 の 新聞 
社 が 主催 する 健康 フォ ー ラ ム に も 協賛 し 、 生活 習慣 病 対策 や 
廊 育 な ど に つい て 、 多数 の 来場 者 に ご 聴講 いた だ きま し た 。 





第 9 回 21 世 紀 の 食 と 健康 フォ ー ラ ム 


| [ 腸 内 フロ ー ラ シン ポジ ウム 」 の 開催 


[ 腸 内 フロ ー ラ シン ポジ ウム ] (主催 :( 財 ) ヤ フル ト ・ パ イオ 
サイ エン ス 研 究 財団 、 後援: 文部 科学 省 ) は 、 腸 内 フロ ー ラ を 
主体 と し た パイ オ サ イ エン ス に 関す る 普及 ・ 刻 発 を 目的 に 開 
催さ れ て いる シン ポジ ウム で 、 ヤ クル ト 本 社 は 第 1 回 か ら 運 
営 に 協力 し て いま す 。 第 18 回 の シン ポジ ウム は 、2009 年 
10 月 30 日 に 東京 ・ 東 新橋 の ヤ フ クル ト ホ ー ル で 、 「 腸 内 フロ ー 
ラ と メタ ボリ ッ ク シ ンド ロー ム 」 を メイ ン テ ー マ に 開催 され 
まし た 。 当日 は 、 ヤ クル ト の 海外 事業 所 を 含む 12 の 国 と 地 
域 か ら 38 人 が 出席 し た の を は じ め 、 国内 外 の 大 学 や 国 公立 
の 研究 機関 、 各 企 業 の 研究 者 な ど 540 人 が 参加 し まし た 。 

シン ポジ ウム で は 、 国内 外 の トッ プク フラ ス の 研究 者 7 人 に 
よる 密度 の 濃い 講演 の 後 、 活発 な 総合 討論 や 熱心 な 候 疑 応 
答 が 交わ され まし た 。 
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工場 祭 や 工 坦 見 学 の 実施 


ヤク ルト の 各 工 場 で は 、 地域 住民 の 方 々 や 従業 只 の 家族 
を 拍 き 、 工場 と 地域 社会 この 親睦 を 深め る こと を 目的 に 、 毎 
年 工場 祭 を 開催 し て いま す 。 工場 祭 で は 、 模 擬 店 や 映画 の 
上 映 の ほか 、 子 供 た ち に 人 気 の 戦隊 も の の 上 演 や パン ド 、 和 
太鼓 の 演奏 な ど さ ま ざま な アト ラク ショ ン を お 楽し みい た 
だ き な が ら 、 工場 見 学 や 試飲 を 通じ て 、 地域 住民 の 方 々 の 
当社 事業 に 対す る 理解 を 深め て いた だ いて いま す 。 

2009 年 度 は 、 福島 工場 が 前 年 同様 、 新 棟 建設 工事 等 の 
た め 実 施 を 見 送り まし た が 、 本 社 6 工場 、 瓶詰 会 社 3 工 場 で 
約 2 万 2.000 人 を 超え る 近隣 の 方 々 の 参加 が あり まし た 。 

また 、 当社 お よび グル ー プ の 工場 で は 、 環境 に 配慮 し 、 お 
客 さ ま に 安 全 ・ 安 心 な 商品 を お 届け する と いう 企業 姿勢 や 
当社 の 商品 を より 深く 知っ てこ いただく ため 、 従来 か ら 工 場 見 
学 を 実施 し て いま す 。 お 子 さ ま か ら お 年 寄り の 方 、 そ し て 小 
学生 の 社会 科 見 学 や 環境 学習 、 そ し て オピニ オン リー ダー や 、 
健康 に 関心 の 高い 方 々 の 情報 収集 の 場 と し て 活用 され て い 
ます 。 

2009 年 度 は 、 本 社 工場 瓶詰 会 社 の 増設 工事 や 新型 イン 
フル エン ザ の 国内 感染 防止 の 観点 か ら 、 一 部 お 客 さ ま の 受 
け 入 れ を 制限 せ ざ る を 得 な い 工 場 も あり 、 本 社 9 工場 、 瓶 詰 
会 社 6 工場 で 約 22 万 人 (前 年 比 122.2%) の 方 々 が 来場 され 
示し / 選 。 


ーー ーーーーーーーー- 
まう 引か hw ヤ う 4 トブ ェ ュ スチ 4 





佐賀 工場 ・ 工 場 宗 
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|「 フ リー ン 活 重 


ヤク ルト 本 社 の 工場 や 研究 所 、 支店 を は じ め グ ルー プ の 
事業 所 で は 、 地域 に 密着 し た 事業 活動 を 行っ て いま す 。 し た 
が っ て 、 そ れ ぞ れ の 事業 所 の ある 地域 社会 と 協力 し て 環境 保 
全 に 努め る こと は 、 企業 と し て 当然 の 責務 で ある と 考え て い 
ます 。 

その た め の 具 体 的 な 活動 と し て 、 本 社 工 場 を 中 心 と し た 各 
事業 所 周辺 の 道路 や 河川 、 海岸 な どの 清掃 ・ 美 化 を 行う | クノ 
リー ン 活 動 ] に 、 従来 か ら 積 極 的 に 取り 組ん で いま す 。 また 、 
中 央 研究 所 で は | フリ ー ン 活動 ] に 加え て 、 近隣 の 河川 の 定期 
的 な 水 外 検 査 、 周辺 の 井戸 の 分 布 状況 調査 や その 結果 を 反 
映し た 報告 書 の 作成 な ど 、 地域 に 密着 し た 活動 を 展開 し て 
コミ ュ ニ ケー ショ ン を 深め て いま す 。 

2009 年 度 は 本 社 で は 、 全国 11 の 事業 所 か ら 1.700 人 を 
上 回 る 従業 只 が 参加 し て 、 周辺 の 美化 に 協力 し まし た 。 





湘南 化粧 品 工場 ・ ク リー ン 活 動 


本 社 事業 所 の フリ ー ン 活動 実施 状況 (2009 年 度 ) 
平均 参加 者 数 (人 ) 


| nm im] 22 | oz 


| スポ ー ツ の 振興 


当社 は 、 プルー プ に プロ 野球 球団 「 東 京 ヤ フル トス ワ ロ ー 
ズ 」 が あり 、 多く の 方 々 に お 楽し みい た だ いて いま す が 、 
シー ズン オフ に 全国 の 販売 会 社 の 協力 を 得 て 、 野球 教室 を 
開催 し こい ます 。 この 催し は 小 中 学生 の 野球 チー ム を 対象 
に 、 プロ 野球 選手 と の 交流 を 通し こ ス ポー ツ の 楽し さ 、 健康 
の すばらし さ を 知 っ て も ら う こと を 目的 に 実施 され て いま 
す 。2009 年 度 の 野球 教室 は 、 フ ライ マッ クス シリ ー ズ 進出 
に より 例年 に 比べ 開催 が 遅れ まし た が 全国 13 会 場 で 約 
1.500 人 を 集め 実施 され まし た 。 

また 、 パウ ンド テニ ス の 普及 に も 協力 し て いま す 。 ラ ケ ッ 
ト ボ ー ル を ヒン ト に テニ ス の ルー ル な ど を 組み 合わ せ て 考 
案 さ れ た 日 本 発 の スポ ー ツ で す 。2009 年 6 月 に 東京 体育 館 
で 開催 され た 日 本 パウ ンド テニ ス 協 会 主催 の 第 27 回 全日 本 
選手 権 に は 全国 か ら 1.000 人 を 超え る 選手 が 参加 し て 熱戦 
が 繰り 広げ られ まし た 。 当社 は この 選手 権 大 会 を は じ め と 
し て 、 文部 科学 省 主 催 の 全国 スポ ー ツ ・ レ フク リエ ーション 祭 の 
パウ ンド テニ ス 大 会 に も 協 爾 し て いま す 。 

さら に 、2005 年 か ら 国 際 水 泳 連盟 (FINA) が 水泳 を 国際 
的 に 総括 し 、 そ の 技術 の 育成 と 普及 を 図る 健康 イメ ー ジ の 高 
い グ ロー バル な 展開 を 行っ て いま す が 、“ 世 界 の 人 々 の 健康 
に 寄与 する "と いう 理念 が 当社 の 理念 と 一 致し た こと か ら 、 
2012 年 まで オフ ィ シ ャ ルパート ナー の 契約 を 結び 、 協賛 し て 
いま す 。 





第 27 回 パウ ンド テニ ス 全 日 本 選手 権 


講師 の 派遣 


当社 グル ー プ で は 、 地元 の 新聞 社 が 主催 する 健康 フォ ー 
ラム (35 ペ ー ジ 参照 ) の ほか に も 、 各地 の 栄養 士 会 な どの 団 
体 や 大 学 を 稿 お 学校 か ら の 要請 に 応え て 、 環境 や 菌 の 科学 





性 を は じ め と する 幅広 い 分 野 に つい て 講 漂 や 講師 の 派遣 を 
行っ つて こい ます 。 また 、 お 客 さ ま に 安 心して お 飲み いた だ ける 
商品 を お 届け する こと を 使命 と する 企業 に 羽 さ わし い 学 術 
活動 を 工場 の PR 室 等 を 使い 積極 的 に 展開 し て いま す 。 


| 地域 に 密着 し た 「 ス ケッ チ 大 会 」 の 開催 


熊本 工場 で は 、 工場 見 学 を 兼ね て 小学 生 を 対象 と し た 「 ス 
ケッ チ 大 会 ] を 開催 し 、 工場 を 地域 に 密着 し た 交流 の 場 に し 
て いま す 。 

この | スケ ッ チ 大 会 」 は 始め て 8 年 目 を 角 え まし た 。 今回 は 、 
4 月 1 1 日 ( 土 )、12 日 (日 )、18 日 ( 土 ) の 3 日 間 と も 好 天 に 恵 
まれ 、 お 父さん や お 母さん と 一 緒 に 多数 お いで いた だ き 、 
延べ 271 人 の 参加 が あり まし た 。 

見 学 や アニ メ ビ デ オ の 上 映 後 、 子供 た ち は 工 場内 の タン 
ク グロー リー や 輸送 車 、 建物 を 題材 に し た 写生 に 取り 組み 、 思 
い 思 い の 作品 を 仕上 げ る 風景 が 多数 見 られ まし た 。 そし て 、 
5 月 に 行わ れ た 工場 祭 の 場 で 上 位 10 人 の 作品 を 表彰 、 大 変 
好評 を いた だ きま し た 。 その 他 の 工場 に お いて も 、 皆さま 
に 喜ば れる 企画 を 考え 実施 し て いま す 。 





熊本 工場 ・ ス ケッ チ 大 会 


| [チー ム ・ マ イナ ス 6%」 へ 参加 


ヤク ルト 本 社 は 、2008 年 4 月 に 環 境 省 の 推進 する 地球 温 
暖 化 防止 国民 運動 | チー ム ・ マ イナ ス 6%」 に 企業 と し て 参加 
し まし た 。 | チー ム ・ マ イナ ス 6%」 と は 、 京都 議定書 に お ける 
わが 国 の 温室 効果 ガス 6% 削 減 の 約束 を 達成 する た め の 国 
民 的 プロ ジェ クト で す 。 
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社会 活動 





| いつ で も どこ で も より 多く の お 客 さ ま に 


ヤク ルト は 創業 当時 か ら 、 お 客 さ ま に 直 接 お 会 いし た うえ 
で 、 乳酸 菌 の すばらし さ を お 伝え し 、 ご 愛飲 いた だ く 活 動 を 
し て きま し た 。 「 世 界 中 の 人 々 の 健康 を 守る ] と いう 願い か ら 、 
1964 年 に は 海外 に 進出 し 、 生活 文化 や 食 習慣 に 応じ た 健康 
情報 の 提供 や し きた りや 文化 を 大 切 に する な ど 、 そ れ ぞ れ の 
国 や 地域 に 合っ た 展開 で 、 人 々 に 愛さ れる 地域 密着 型 企 業 
づく り を めざし て いま す 。 

また 、 王 人 G も グ く の 0 お宮 さ きま に 、 い り いつでも と こ で と 用 
人 UE 民 く 大 の に 、 スー パー マー ケッ トド や ヨン ピー エン スス 
ト ア 、 自動 販売 機 で の 販売 も 行っ て いま す 。 店頭 で は 、 デ モ 
ンス トレ ーション を 行う な ど 、 商品 に 対す る ご 理解 を 深め て 
いた だ く 活 動 に 積極 的 に 取り 組ん で いま す 。 


上 | お 容 さま の ご 要望 に お 応え する 商品 を 発売 


世界 の 人 々 の 健康 を 願う ヤク ルト は 、 お 客 さ ま が 抱 える 問 
副 に 取り 組み 、 商品 を 通し て その 改善 を 提案 し て いま す 。 

乳酸 菌 飲料 市 場 は 、 近年 の 健康 志向 の 高まり を 背景 に 、 
「 カ ロリ ー 摂 取 量 ] や 「 甘 さ 」 に 対す る 消費 者 の 関心 も 高く 、 
カロ リー や 甘 さ を 抽 えた 商品 に 対す る 期待 も 大 きく な っ て 
いま す 。2009 年 度 は 、「 ヤ クルト 」 より も カロ リー を 50%、 
甘 さ を 約 50 % 抑 えた 「 新 し い お い し さ 」 を 訴求 で きる 「 ヤ ク 
ルト カロ リー ハバ ハーフ] を 発売 し 、 お 客 さ ま か ら の ご 要望 に お 
応え し まし た 。 また 、 加 齢 や スト レス 、 食 生 活 が 変化 し た 現 
代 人 に と っ て 必要 不可 欠 な 有用 菌 、 ビフィズス 菌 が 1 本 あ た 
り 100 億 個人 っ た ドリ ンク ヨー グル ト 「 ミ ルミ ル 」 を 発売 し ま 
し た 。 「 ミ ルミ ル 」 は 、『 ビ フィ ズ ス 菌 を 毎日 摂る 健康 価値 を 
明確 に 訴求 し 、 広く 子供 か ら 大 人 まで を 対象 と し な が ら も 、 
特に ビフィズス 菌 の 減少 が 見 られ る 成人 が ビフィズス 菌 を 補 
給 す る ドリ ンク で す 。 内 面 か ら の 美容 や アン チエ イジ ング に 
対す る 意識 が 高い 30 一 40 代 女 性 に 向け た 「 食 べ る ヤク ルト 
SHEs 」 は 、 生き て 腸 内 に 到達 する | 乳酸 菌 シロ タ 株 ] に |「 コ 
ラー ゲン 」 や [カルシウム 」 、 | 鉄 ] 等 の 女性 に 魅力 的 な 成分 を 
組み 合わ せ て いま す 。 


rs 
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| ユニ バー サル デザ イン へ の 取り 組み 


当社 で は 、 製品 の 容器 包装 等 の 設計 に あたり | リサ イク ル 
適性 の 向上 ] | 使用 量 ・ 排 出 量 の 削減 」 「 再 資源 の 利用 の 促進 」 
と いっ た 環境 配慮 設計 だ け で は な く 、 お 客 さ ま の 「 利 便 性 」 
[安全 性 ] と いっ た ユニ パー サル デザ イン に 対応 し た 容器 設 
証 や 行 ② つ 6 いり ます 

り リョー アル し た | ショ ア | で ば 、 キ ヤッ プ の ブ プラスチック 化 
に と も な い 、 誰 に で も 飲み や すい 容器 に する こと を めざし 、 

・ ス トロ ー ぐ ち に ハー フカ ッ ト を 施し 、 一 層 の 突き 刺し や 

すさ を 実現 

・ ス トロ ー ぐ ち に エン ボス 加工 を 施し 、 目 の 不 自由 な お 客 

さま で も 指 の 感触 で 位置 を 確認 で きる よう に 改善 

・ 吸 うつ 力 が 弱い な ど 、 スト ロー 使用 が 困難 な お 客 さ まで も 

容易 に キャ ッ プ を 開け て 飲め る よう に 、 キャ ッ プ の つま 
みや すさ 、 開 封 性 の 向上 を 実現 
な どの 改良 を 行い まし た 。 


ET' ーー | 


と の 得 こつ ) 下 に ここ 
| ぐ ・ っ 


デラ バリ ーー 








ジョ ア 容 器 キ ャ ッ プ の エン ボス 加工 (裏面 ) 


この よう に 、 当社 は 常に 容器 包装 な どの 形状 、 大 き さ 、 扱 
いや すさ 等 に つい て 、 お 客 さ ま の 声 を 生か し た 設計 や 技術 
改良 を 行っ て いま す 。 

さら に 、 ヤ クル ト 類 や ジョ ア 、 ピュ アラ に 使用 し て いる 樹脂 
(ポリ スチ レン ) は 、 食品 容器 素材 と し て 極め て 高い 安全 性 が 
確認 され て いま す が 、 さらなる 安全 性 を 追求 し こし 、 より ピュ 
ア で 安全 性 の 高い 素材 に 変更 する な ど 、 原材料 に つい て も 
改良 を 行っ て いま す 。 


| お客 さ ま 相談 セン ター の 役割 と し くみ 


お 客 さ ま の 健康 で 楽し い 生活 づく り に 貢献 で きる 商品 ・ 
サー ビス を お 届け する た め に 、 日 々 の お 客 さ ま か ら の ご 相 
談 は と て も 貴重 で す 。 当社 で は 、 お 客 さ ま か ら の ご 相談 を 
大 変 あ り が た いも の と 受け と め 、 迅速 に 、 正確 に 、 そ し て 庶 
意 を 持っ つて 対応 し て いま す 。 

お 客 さ ま か ら の 一 つ ひ と つの ご 相談 の 真意 を 把握 し て 、 従 
業 員 と 関係 部 署 お よび 経営 トッ プ に 伝え 、 商品 ・ サ ービス の 
改善 の 具現 化 を 推進 し こい く こ と が お 客 さ ま 相 談 セ ンタ ー 
の 基本 的 な 役割 で す 。 お 問い 合わ せ に 対し て は 、 一 人 ひと り 
の お 客 さ ま に 、 ] 寧 に わか りや すく お 答え し 、 ご 満 定 を いた 
だ ける よう 心がけ て いま す 。 また 、 商品 の 検査 な ど を 必要 と 
する ご 指摘 を いた だ いた 際 に は 、 直接 訪問 し て お 話 を 伺う 
た め 、 全国 の 販売 会 社 と 密 に 連携 し てこ いま す 。 


お 客 さ ざま 対 応 の 流れ 


お 客 さ ま の 声 
当社 で は お 客 さ ま か ら の ご 相談 を 、 フ クレーム 、 問い 合わ せ 、 
申し 込み 、 中 止 ・ 休 飲 、 変更 、 そ の 他 に 分 類 し て いま す 。 
2009 年 度 に お 客 さ ま 相 談 セ ンタ ー に いた だ いた ご 相談 
は 、6 万 5.864 件 で 昨年 (6 万 3.853 件 ) を 上 回 り ま し た 。 


2009 年 度 の ご 相 ーー 内 訳 


問い 合わ せ 
申し 込み 








お 問 し わせ 


商品 ・ サ ービス の 
開発 改善 ご 指摘 望 ・ 


関係 部 署 の で 紀 > 





検査 報告 回 答 ・ 対 応 


品 鋼 改 た め の 
分 析 * 解 析 
お 客 さ ま 相談 シス テム 
(情報 デー タベース ) 
・ 生 産 工場 品質 管理 担当 ご 相談 の 分 析 ・ 告 いた だ いた ご 相談 の 共有 化 
・ 生 産 管 理 部 委託 商品 管理 課 
EET 担当 役員 


フリ ー ダ イヤ ル 0120-1 1 -8960 


(9:00 て 17: 30) ※ 土 日 祝日 は 除く 
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| 株主 の 皆さま と の か か わり 


当社 の IR 活 動 は 、 証券 アナ リス ト や 機関 投資 家 を 対象 と し 
て 行っ て いま す 。 具体 的 に は 、 決算 説明 会 お よび 事業 説明 
会 の 開催 な ら び に 証券 会 社 と タイ アッ プ し て 、 機関 投資 家 向 
け の スモ ー ル ミー ティ ング や 事業 所 見 学会 な ど を 行う と と も 
に 、 海外 の 機関 投資 家 向 け に は アニ ュ ア ルレ ポー ト の 作成 
を 行う な ど 、 さ ま ざ ま な 施策 を 実施 し て いま す 。 

一 方 、 個人 投資 家 の 方 々 に 対し て は 、 | 商品 や サー ビス を 
通じ て 当社 の ファ ン と な り 、 長期 に 株 式 を 保有 し て いた だ け 
る 個人 株 主 づ くり ] を めざし て 、2005 年 4 月 か ら は 1 単元 の 
株 式 数 を 1.000 株 か ら 100 株 に 変更 し 、 より 多く の 個人 投資 
家 の 方 々 に 参加 し や すく する と と も に 、 株 主 優待 制度 の 充実 
も 図り まし た 。 

また 、 配当 政策 に つい て も 、 株 主 の 皆さま に 、 より 高い レ 
ベル で 安定 的 な 配当 を 実施 し て いく こと を 最 優 先 と する た 
め 、 配当 金額 の ベー ス を 年 額 20 円 と し 、 そ の うえ で 、 将来 の 
事業 拡大 や 収益 向上 を 図る た め の 資 金 需要 お よび 財政 状 
況 、 なら びに 当期 の 業績 等 を 総合 的 に 勘案 し て 配当 金額 を 
決定 し て いま す 。 

この よう な きめ 細か い 施 策 が 実り 、2010 年 3 月 期 の 総 株 
主 数 は 、 約 2 万 8.500 人 の 方 々 と な っ て いま す 。 


Always liealthy。 
に で Always Yakult 





Yu て. 











アニ ュ ア ルレ ポー ト 2009 
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| IR 情 報 の 開示 


当社 で は 、 株 主 、 投資 家 の 皆 さま へ の 公平 か つ 適 時 、 迅速 
な 情報 開示 を めざし て いま す 。 その 一 環 と し て 自社 の ホー ム 
ペー ジ に は 、 Yakult IR 情 報 ] の サイ ト を 設け 、 タイ ムリ ー に 
情報 発信 を 行っ て いま す 。 こ の サイ ト で は 、 重要 事項 の 掲載 
の ほか 、 投資 判断 に 必要 と 思わ れる 各種 情報 も 掲載 し て い 
ます 9。 


IR 情 報 に 掲載 し て いる 主 な 内 容 

人 当社 の 経営 方 針 
トッ プ メ ッ セ ー ジ 、 経営 の 基本 方 針 コーポレート ・ 
ガ パ ナ ンス 等 の 掲載 


人 財務 ・ 業 績 情報 
決算 短信 、 決算 短信 補 赴 説明 資料 、 長期 財務 、 
業績 デー タ 等 の 掲載 
代 IR 説 明 会 
アナ リス ト 向 け 説 明 会 の 資料 の 掲載 
介 IR カ レン ダー 
IR 関 連 イ ベン ト の スケ ジュ ー ル の 掲載 


人 I ド 資料 室 
アニ ュ ア ルレ ポー ト 、 事業 報告 、 会 社 概要 等 の 掲載 


介 株 式 の 情報 
株 式 の 基本 情報 の 掲載 


人 株 主 総会 
株 主 総会 の 開催 状況 に つい て の 掲載 


人 株 主 優待 
株 主 優待 の サン プル の 掲載 


介 よく ある ご 質問 
人 資 家 の 皆 さま より 、 よく いた だ く ご 質問 の 回 答 の 
掲載 

介 個人 投資 家 の み な さま へ 
ヤク ルト の 生い立ち や ヤク ルト の 語源 、 業績 概要 等 
を 掲載 
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当社 ホー ムペ ー ジ 「Yakult IR 情 報 」 








公正 ・ 健 全 な 取引 の 推進 


当社 は 、 原材料 の 購入 先 や 製品 の 販売 先 な ど と の 取引 に 
あたっ て は 、 違法 行為 は も ちろ ん 不当 な 手段 に よる 利益 の 
追求 や 差別 行為 を 行う こと な く 、 公正 、 箕 明 で 自由 な 企業 
活動 を 展開 する こと が 大 切 で ある と 考え て いま す 。 当社 は 、 
取引 先 と の 健全 な 関係 の 維持 ・ 徹 底 や 適正 な 購買 取引 の 
推進 の た め 、 具体 的 な 行動 規準 を 定め て いま す 。 

当社 で は 、2005 年 1 月 より 原材料 の 品質 、 安定 供給 等 の 
レベ ル ア ッ プ を 図る た め 、 取引 先 に 理解 と 協力 を 得 て 公平 ・ 
公正 に 年 間 の 取引 内 容 を 精査 し 、 そ の 結果 を 取引 先 に フィ ー 
ド バ ッ ク す る こと で 、 積極 的 に 取引 内 容 の 改善 ・ 改 革 に つ な 
げ て いく 取り 組み を 行っ て いま す 。 


1 ブリー ン 調 達 


2001 年 3 月 に 、 当社 の 全 事 業 所 が 事業 活動 (生産 、 販売 促 
進 、 事務 、 研究 ) に 使用 する 原材料 、 資 機材 ・ 設 備 お よび 部 材 
や 梱包 材 を 対象 に 、 右 記 の 「 ヤ クル ト 本 社 グ リー ン 調 達 基本 
方 針 ] を 策定 し まし た 。 

本 社 の 吉 事 業 所 で は 、 2001 年 度 か ら こ の 基本 方 針 に 基 づ 
き 、 お 取引 先 の ご 協力 を いた だ き な が ら 地 球 環境 の 保全 、 
環境 負荷 の 低減 、 循環 型 社会 の 構築 へ の 寄与 な ど を 目的 と 
し た 調達 に 努め こい ます 。 


1 グリ ー ン 購入 


当社 グル ー プ は 、2001 年 の 「 グ リー ン 購 入 法 」 施行 に 先 
駆け 、2000 年 4 月 に [グリー ン 購 入 ガ イド ライ ン ]」 を 制定 し 、 
事務 用 紙 、 印刷 物 、 文 具 ・ 事 務 用 品 、 衛生 用 品 を 対象 に 環境 
配慮 製品 の 購入 、 利用 を 進め て きま し た 。 | ヤク ルト 本 社 環 
境 行動 計画 ] で も 、2001 年 4 月 の 第 一 期 計 画 か ら 継 続 し て 
取り 組ん で お り 、 2007 年 か ら の 第 三 期 計 画 が 終了 し まし た 。 

2009 年 度 は 、 本 店 で は 事務 用 紙 の ブリ ー ン 購入 率 は 
100% を 継続 し まし た が 、 事務 用 品 、 衛生 用 品 の 比率 が 改善 


され な か っ た た め 、 全体 の グリ ー ン 購入 率 は 前 年 度 比 1.6% 
増 の 92.8% に と どまり まし た 。 一 方 、 工場 で は 事務 用 紙 や 
衛生 用 品 を 中 心 に グリ ー ン 購入 が 進み 、 グ リー ン 購 入 率 は 
同 2.4% 増 の 95.4% と な り ま し た 。 中央 研究 所 は 、 同 2.8% 
増 の 96.0% と な り ま し た 。 

この 結果 、 第 三 期 計画 に お ける グリ ー ン 購入 目標 は 未 達 
に 終わ り ま し た が 、 引 き 続 き 第 四 期 計画 で 取り 組み を 継続 
し 、 グリ ー ン 購入 を さら に 進め ます 。 


ヤク ルト 本 社 グ リー ン 調 達 基 本 方 針 


ヤク ルト 本 社 の 全 事 業 所 は 、 事業 活動 に 使用 する 物品 
に つい て 、 地球 環境 の 保全 、 環境 負荷 の 低減 、 循環 型 
社会 の 構築 へ の 寄 与 等 に 配慮 し た 調達 に 努め る こと 
と し 、 下記 の 拓本 方 針 を 定め る 。 


[ 適用 対象 」 
生産 ・ 販 売 ・ 事 務 所 ・ 人 研究 


[ 虹 本 方 針 」 

1. 環境 や 人 の 健康 に 被害 を 及ぼ す 直 れ の ある も の 
は 避け る 。 

2. 省 資 源 、 省エネ ルギー に 配慮 し た も の と する 。 

3. 梱包 材 は 再生 材料 の 使用 比率 の 高い も の で ある 
ie 

. 梱包 材 は 再 使用 が 可能 で 、 そ の 回 数 が 多く な る こ 
と を 配慮 し た も の と する 。 

. 梱包 材 は 廃棄 負 分 し な けれ ば な ら な い 部 分 が で 
さる だ け 少 な く 、 か つ 処 理 ・ 処 分 が 容易 な も の で 
ある ここ と 。 

. 環境 マネ ジメント シス テム の 構築 、 環境 情報 の 開 
示 、 当社 の 環境 保全 活動 に 協力 的 等 、 環境 保全 に 
積極 的 な 事業 者 に より 製造 、 販売 、 外人 人 され る も 
の で ある ここ と 。 


2001 年 3 月 5 日 索 定 
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| 従業 員 へ の 教育 ・ 意 識 発 


当社 グル ー プ が 拡大 し 発展 し 続け る た め に は 、 従業 員 の 
能力 や スキ ル の 向上 、 意識 の 刻 発 が 欠か せま せん 。 そこ で 、 
次 代 を 担う 人 づく り を 行う た め に 、 次 の よう な 基本 方 針 を 定 
め て 教育 研修 を 立案 ・ 実 施し て いま す 。 


基本 方 針 


1. 創業 の 精神 の 継承 に お け て 、 すべ て の 階層 別 研修 に 
代田 イズ ム を 学ぶ カリ キュ ラム を 組み 入れ る 。 

2. 実務 に 役立つ 研修 を 目指 し 、 単発 で は な く 、 
事前 課題 、 当日 研修 、 事後 フォ ロー を 大 本 と する 。 

3. 受講 機会 の 拡大 と 現場 で の 実践 活用 を 重視 し 、 
水際 教育 を 意識 し た 現場 まで 出向 く プ ログ ラム を 
拡 共 す る 。 

4. 個人 の 能力 開発 ・ ス キル アッ プ に 加え て 、 販売 会 社 の 
組織 活性 化 に 寄 写 する 経営 サポ ー ト を 行なう 。 


本 社 お よび ブル ー プ 会 社 (販売 会 社 、 関係 会 社 、 靖 詰 会 社 ) 
従業 只 各 々 に 向け て 、 教育 研修 を 実施 し こと いま す 。2009 年 
度 の 研修 実績 (通信 教育 は 除く ) は 、 本 社 従業 員 向 け に 延べ 
299 日 実施 、950 人 受講 、 グル ー プ 会 社 従業 員 向 け に 延べ 
245 日 実施 、3.310 人 受講 と な っ て いま す 。 


本 社 従業 只 向 け 
1. 人 事 制 度 に 連動 し た 階層 別 研修 
・ 新 入社 員 研 修 、 新入 社員 フォ ロー 研修 
・ 指 導 職 昇格 前 研修 、 監督 職 昇 格 前 研修 、 管理 職 昇格 前 研修 
・ 新 働 部 閉 長 研修 
・ 中 途 入社 社員 研修 、 派遣 社員 研修 


2. 階層 別 研 修 を 補完 する テー マ 別 研修 (公募 式 ) 
・ 双 章 力 、 会 議 運 営 力 、 企画 力 、 財務 
s プレゼ ン テ ー シ ョ ン 、 コー チン グ 、 メン タル ケア マネ ジメント 
3. グロ ー バ ル 人 材 養成 研修 (公募 式 ) 
* 国際 塾 < 海外 赴任 要員 の 養成 > 
4. 社外 研修 の 受講 (外部 教育 団体 等 の 公開 講座 等 ) 
. 目 己 啓 発 
・ 通信 教育 250 講 座 ( 年 2 回 開講 ) 
・ 公 的 資格 取得 奨励 
・ ビ ジネス 誌 の 割引 購読 紹介 


1 
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グル ー プ 会 社 従業 員 向 け 研 修 
1. 階層 別 研修 
*・ ヤク ルト 入門 コー ス ( 入 社 時 研修 ) 
・ 中 堅 社員 スキ ル ア ッ プ コ ー ス 
(タイ ム マ ネジ メン ト 、 プレ ゼン テー ショ ン ) 
・ 管 理 監 督 職 強化 コー ス 
(部 下 指導 力 、 会 議 運営 力 、 メン タル ケア ) 
・ 電 部 養成 コー ス ( 経 営 塾 ぐ 経営 幹部 養成 >) 
2. 出前 研修 
・ 代 田地 (企業 理念 研修 ) 、 ビジ ネス マナ ー、 育成 力 強 化 、 
課題 解決 等 9 コー ス 
3. 自己 啓発 
・ 通信 教育 250 講 座 (年 2 回 開講 ) 


EE 
当社 グル ー プ で は 、 基本 方 針 * 創 業 の 精神 の 総 承 "を 人 材 
教育 全般 の 中 で も 大 き な 柱 と し て 位置 づけ て いき ます 。 
そこ で ぐ 、 夫 社 お よび グル ー ラ 


会 社 向け に 実施 し て いる 研修 の 還 選 上 2lO。 
うち 、 階層 別 研修 の すべ て に 企 II 


業 理念 研修 を 導入 し て いま す 。 
ヤク ルト の 創始 者 で ある 代田 稔 
の 思想 ・ 折 学 ・ 考 え 方 代田 イズ 
ム 」 を 冊子 、 講演 ビデ オ を 用 い 
て 、 当社 事業 展開 の 原点 を 学ぶ 
も の で す 。 

今後 も 全 従事 者 に 「 代 田 イ ズ PP イ ズム 1 テキ スト 

ム 」 を 学 氷 機 会 を 提供 する た め に 、 集合 研修 だ け で な く 出 前 
研修 も 実施 し て いき ます 。 

また 、 研修 の 開催 だ け で な く 販 売 会 社 支援 プロ グラ ム と し 
て 、 TQM( 全 社 的 品質 経営 ) 活動 、 組織 活性 化 実践 活動 の 運 
営 に も 力 を 入れ て いき ます 。 





LEELGL HH T LE 


人 事 制 度 に よる 
「 や り が い 」 [働き を がい 」 づく り 


当社 で は 、 会 社 が 期待 する 役割 の 大 き さ 、 期待 され る 業績 
へ の 貢献 方 法 や 仕事 の 違い に より 、 社員 を 役割 グル ー プ ( 階 
層 )、 職 群 お よび コー ス に 分 類 し 、 人 事 管 理 を 行っ て いま す 。 

社員 は 入社 時 に いずれ か の コー ス ( 職 種 ) に 属し 、 求め ら 
れる 能力 を 発揮 し 、 業績 に 真 献 し な が ら 上 自身 の 役割 を 高め 
て いき ます 。 


く コ ー ス 転換 制度 > 

コー ス 転 換 制 度 を 運用 する こと に より 、 自身 が 進み た い 
コー ス を 選択 で きる 道筋 を 設け 、 入 社 後 の 個 々 の キャ リア 開 
発 意 識 に 基づく 成長 を 促し 、「 や り が い ] 「 働 きま がい] を 高め 
る と と も に 活力 ある 職場 づく り を めざし て いま す 。 

いわ ゆる 一 般 職 か ら 総 合 職 等 へ の 職種 変更 が 可能 で あり 、 
自身 の や る 気 と 能力 を 十分 に 発揮 で きる 環境 を 得る こと が 
で きる 当 制 度 の 機能 は 重要 な も の と 考え て いま す 。 

導入 し て 5 年 が 経過 し まし た が 、 これ まで に 年 平均 10 人 程 
度 の 社員 が 自ら の 意思 で 積極 的 に コー ス 転 換 制 度 を 活用 し 、 
新た な 仕事 へ の 取り 組み に チャ レン ジ し て いま す 。 


ぐ 自 選 申 告 ・ 適 性 把握 制度 > 

自己 申告 ・ 適 性 把握 制度 で は 、 仕事 内 容 、 能力 開発 、 配 
置 ・ 容 動 に 関す る 社員 の 意見 や 希望 、 個々 の 適性 を 把握 し 、 
会 社 と 社員 と の 相互 理解 を 促し 、 一 層 効 果 的 に 人 事 管 理 を 
進め て いく こと を めざし て いま す 。 な か で も 社内 FA は 、 異 
希望 内 容 を 明らか に し て 通知 する こと に より 、 能力 ・ 適 性 
を 発揮 で きる 職場 へ の 配置 を 効果 的 に 実現 で き 、 個々 の 成 
長 と 組織 の 活性 化 に も つなが り ま す 。 


UI 


く ジ ョ ブロ ー テ ーション 制度 > 

また 、 入社 後 の 長 期 的 な 育成 と 適性 把握 を 目的 と し た し 
くみ の 一 つ に 、 ジョ プロ ー テ ーション 制度 が あり ます 。 総合 
職 (事務 系 ) の 社員 は 、 入 社 時 研修 に お いて 会 社 に 関す る 基 
本 的 知識 や 社会 人 と し て の 心得 等 の 基礎 的 内 容 を 習得 し た 
後 、 配属 され ます 。 入社 後 約 10 年 間 は 、 3 一 4 年 の スパ ン で 
定期 的 に 異動 し 、3 つ の 部 署 を 経験 し ます 。 地 方 と 首都 圏 、 
営業 部 門 と 管理 部 門 な ど ざ さま ざま お な 仕事 に 携わり 、 パラ ン 
ス 良 く 職務 の 幅 を 広げ 、 能力 を 高め て いく と と も に 、 個々 の 
適性 を 把握 し た うえ で 能力 の 有効 活用 を 図っ て いき ます 。 


カフ ェ テ リア プラ ン 制 度 に よる 
社員 満足 度 ア ッ プ 


周辺 環境 の 変化 に と も な い 多 様 化 する 社員 の 職場 へ の 期 
待 や 価値 観 に 対応 し 、 社員 満足 度 を 高め る た め の 福 利 厚生 
策 と し て 、 お よそ 10 年 前 か ら カ フェ テリ アプ ラン 制度 を 導入 
し 運用 し て いま す 。 

会 社 が 全社 員 に 年 間 一 律 の ポイ ント を 付与 し 、 社員 は それ 
ぞ れ 利用 し た い 項 目 を メニ ュー か ら 自 由 に 選択 し 、 か か っ た 
費用 を ポイ ント と し て 消化 する も の で す 。 未 消化 ポイ ント は 
次 年 度 ま で 繰越 可能 で ある た め 、 柔軟 に 利用 で きる 制度 
で す 。 

主 な メニ ュー 項目 は 、 旅行 補助 、 新幹線 通勤 補助 、 自己 玉 
発 補助 、 ス ポー ツク ラブ 等 の 利用 補助 の ほか 、 育児 支援 や 医 
療 機 関 で の 費用 補助 な ど 、 社員 の 働き や すさ を 支援 し 満足 
度 の 向上 を めざす 制度 と し て 運用 し て いま す が 、 毎 年 付与 さ 
れる ポイ ント の お よそ 9 割 が 消化 され て お り 、 積極 的 に 社員 
が 個々 の ニー ズ に 応じ て 活用 し て いま す 。 


上 障害 者 雇用 の 現状 


障害 者 の 雇用 は 、 企業 の 社会 的 責任 の 重要 な も の こと し て 
認識 し 、 法定 雇用 率 を 遵守 すべ く 安 定 的 な 雇用 を 推進 し て 
いま す 。 

法定 雇用 率 の 達成 を めざし 、 積極 的 に 採用 を 行っ た 結果 、 
1999 年 度 に 法定 雇用 率 1.8% を 上 回 り 、 以来 、2008 年 度 
まで 法定 雇用 率 を 上 回 る 水準 を 維持 し てい まし た 。 また 、 こ 
うし た 取り 組み に より 、 当社 は 200 1 年 度 の 「 東 京都 障害 者 
雇 用 促進 協会 長 ] 表彰 、2002 年 度 の 「 東 京 労働 局長 ] 表彰 を 
受賞 する な ご ど 、 隊 害 者 雇用 の 優良 事業 所 こし て 高い 評価 を 
いた だ いて いま みす 

2009 年 度 は 、 定年 退職 等 の 影響 に より 、 わずか に 法定 雇 
用 率 を 下回る 結果 と な り ま し た 。 今後 は 、 早急 な 回 復 を 図る 
べく 、 例年 以上 に 積極 的 な 採用 活動 を 行っ て いき ます 。 
障害 者 雇用 率 の 推移 


(%) 
3.0 


2.08 





2.0 1.83 1.78 


上 法定 雇用 率 1.8% 





0074 "08 "09 (年 度 ) 
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SITE REPOKT 


所 在 地 〒960-8520 福島 市 黒岩 字 遠 沖 10 番 地 の 1 
生産 品目 ヤ フ ル ト 原 料 液 、 ヤ クル トカ ロリ ー バ ー フ 原料 液 、 ヤ フル ト 400 原 料 液 、 
計 ル ル 選 ル 、 ラフィ イーネ 5 。 ソ フール 


土地 面積 28.059m: 建物 延 面 積 14.474m^ 従事 者 数 133 人 


(2002 年 5 月 31 日 SO14001 認 証取 得 ) 


2009 年 度 の レビ ュー 


新 工場 棟 の 第 一 期 建屋 建設 工事 完成 に と も な い 、 生産 立ち 上 げ 準 代 に よっ て 各 エ ネル ギー 使用 量 が 増加 
4 施設 管理 課 主事 傾向 と な り ま し た が 、 太陽 光 発 電 や 風力 発電 シス テム の 増設 、 また 、 工程 改善 に よる 製造 、 生産 の 効率 
ms。 / 巻 伸吾 向上 な ど 省 エネ ルギー を 推進 し 、 環境 保全 活動 に 努め て いま す 。 


水 使用 量 (m 電力 使用 量 (KVVh) 重油 使用 量 (K2 ) 廃棄 物 排出 量 人 () 


BOD (t 0⑳5 ( 全 0D が 0( 問 @⑱X( 
162.390 6,.620,340 1.164 GO Ui き ] 了 3 


所 在 地 〒306-0314 淡 城 県 欠 島 郡 五 霞 町 大 字 川 妻 1232 番 地 の 2 
工場 長 森原 勝 


生産 品目 ヤク ルト 原料 液 、 ヤ フク ルト 300V 原 料 液 、 ヤ クル ト 400 原 料 液 、 
ヤク ルト 400L「 原 料 液 、 ヤ フル ト SHEs 原 料 液 、 BF-1 


土地 面積 44.800m: 建物 延 面 積 15.871m* 従事 者 数 90 人 


(2002 年 8 月 9 日 ISO14001 誰 証取 得 ) 


2009 年 度 の レビ ュー 

BF-1 販 売 エ リア の 拡大 、 生産 量 の 増加 に と も な い 、 エネ ルギー 使用 量 が 増加 し まし た 。 環境 保全 活動 
で は 、 当 工 場 が 立地 する 権現 堂 川 の フリ ー ン 活動 に 参加 し まし た 。 地 球 環境 問題 へ の 取り 組み の 一 環 と 
し て 、2009 年 12 月 に 太陽 光 発 電 シ ステ ム を 導入 し まし た 。 


電力 使用 時 (KWh) 重油 使用 時 (K9) 廃棄 物 排出 量り 


BOD (t 伯 (⑱206N 5(Q⑩DX NOx( 
OO/G,U // 902 0. 4. 5 介 、 556 ] 2 
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富士 福野 工場 ・ 冨 士 信 野 医薬 品 工場 


量 士 裾野 工場 
所 在 地  〒410-1105 裾野 市 下 和田 字 十 三郎 653 番 1 
工場 長 友 松 直樹 


生産 品目 ヤク ルト 400 原 料 液 、 ヤ フル ト 400LT 原 料 液 、 ジ ョ ア 、 プレ ティ オ 、 
ソフ ー ル 、 ピュ アラ 


(2000 年 10 月 13 晶 軍 二 裾野 工場 宣 士 裾野 医薬 品 工 場 
1 所 在 地  〒410-1105 裾野 市 下 和田 字 十 三郎 653 番 1 
工場 長 高 栓 宏 四 


生産 品目 医療 用 医薬 品 、 一 般 用 医薬 品 、 酵素 


土地 面積 204.445m? 建物 延 面 積 26.608m? 従事 者 数 273 人 


2009 年 度 の レビ ュー 


今年 度 は 、 生産 量 の 大 幅 な 変更 も あり まし た が 、 エネ ルギー 使用 量 お よび 廃棄 物 排出 量 の 削減 目標 を 達 
成す る こと が で きま し た 。 また 、 蒸気 駆動 式 エ アー コン プレ ッ サ ー 等 の 設備 導入 に よる CO> の 削減 お よ 
び 省 エネ に よる コス ト ダ ウン に も 努め て きま し た 。 今後 も 将来 を 見 据え た 環境 へ の 取り 組み を 展開 し て 
小川 善 隆 いき ます 。 


成形 課 主事 


水 使用 量 (m 電力 使用 量 (KVVh) 重油 使用 量 (K9) 廃棄 物 排出 量 人 人 ) 


年 度 BOD ({t (@⑨⑩250 SOx ( INI@ じ 人 6 
2009 5 り 4, 9 17/,/85,610 2.08/ /6/.U 6 目 了 6 ai 


京都 工場 


所 在 地 。〒611-0041 宇治 市 枯 島 町 十 八 38 番 地 

工場 長 土井 明文 

生産 品目 ヤク ルト 原料 液 、 ヤ クル ト 400 原 料 液 、 ヤ クル ト 400LT 原 料 液 、 
ミル ミル 、 ビ ピ フ ィ ー ネ S 

土地 面積 19.180m2 建物 延 面 積 /,.440m* 従事 者 数 80 人 


(1999 年 10 月 29 日 ISO14001 認 証取 得 ) 


2009 年 度 の レビ ュー 

2009 年 度 は 、 循環 用 温水 の 昇 温 を 電気 ヒー ター か ら 燕 気 に 変更 する な ど CO> 排 出 量 削 減 を 実施 し 、 削減 
設 管理 課 主事 目標 を 達成 する こと が で きま し た 。 また 、 廃棄 物 の 削減 やめ エコ キャ ッ プ の 回 収 の 実施 な ど で 環 境 意識 が さ 
和田 芳 治 ら に 向上 し まし た 。2010 年 度 は 、 さらなる 環境 活動 を 推進 し て 地球 に や さ し い 工場 を めざし ます 。 


Ed 上 証 (60 電力 使用 量 (KVWh) | 都市 ガス 使用 量 (m 廃棄 物 排出 量 (t) 


BOD (t (G(⑨N 
300, 語 | U2 9323/ ら 804.410 0.1 3。 5 
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所 在 地  〒/29-0112 福山 市 神村 町 5253 番 地 
工場 長 韓 弘 充 


生産 品目 ヤク ルト 400 原 料 液 、 ヤ クル ト 400LT 原 料 液 、 ソ フー ル 、 
廊 べ る ヤク ルト SHEs 


土地 面積 20.018m: 建物 延 面 積 4.692m2 従事 者 数 45 人 


2009 年 度 の レビ ュー 


生産 量 の 増加 や 換気 装置 導入 等 に より 、 エネ ルギー 使用 量 は 増加 し まし た が 、 環境 目的 ・ 目 標 で の 施策 
施設 管理 課 課長 に より 、 生産 量 に 対し て の エネ ルギー 使用 量 は 減少 し 目標 を 達成 で きま し た 。 今後 も 、 継続 的 改善 活動 
野口 繁 を 推進 し て いき ます 。 


水 使用 量 (m 電力 使用 量 (KVVh) 重油 使用 時 (k9) 廃棄 物 排出 量 (t 


IN GOO2 ( 51 ぐ ゆ 仁 ( IN【@ じ る ( 
2964294 0.160 2 の 


/ 語 全 画 時 学 
所 在 地 〒842-0002 神埼 市 神埼 町 田 道 ケ 里 2300 番 地 
工場 長 入船 豊 昭 
生産 品目 ジョ ア プレ ティ オビ フィ ー ネ S 


土地 面積 21.436m2 建物 延 面 積 6.471m* 従事 者 数 100 人 


(2001 年 12 月 21 日 SO14001 認 証取 得 ) 


2009 年 度 の レビ ュー 


製品 品質 向上 を 目的 に プレ ティ オ ・ ビ フィ ー ネ 類 充填 室 環境 改善 工事 を 約 1 年 間 か け て 実施 し て きた 
本 還 寺 記 還 : 中 で 、 地域 住民 へ の 配慮 お よび 工事 関係 者 と の 調整 を 密 に し 無事 に 終了 する こと が で きま し た 。 また 、 
小坪 孝志 CO> 削 減 に つい て は 、 業務 に 密着 し た 改善 活動 を 推進 する こと で 大 き な 成 果 を 得る こと が で きま し た 。 


水 使用 量 (m 電力 使用 量 (KVVh) 重油 使用 量 (K9) 廃棄 物 排出 量 人 人 ) 


BOD ({t (件 @ 必 ( (0 INI@ ゆ 作 ( 
187.401 4.025.112 0. 計 0. 8 0DZ1 ョ 


所 在 地  〒860-0079 熊本 市 上 熊本 3] 目 24 番 地 1 号 
工場 長 誠 川 政 晴 
生産 品目 ヤク ルト 原料 液 、 ヤ クル ト 400 原 料 液 、 ソ フー ル 


土地 面積 15.234m2 建物 延 面 積 6.581m^ 従事 者 数 56 人 


2009 年 度 の レビ ュー 


「 環 境 で 品質 を 追い 込む ] こと を 基本 姿勢 に 、 さ ら な る ムダ 取り や 運転 制御 の 見 直し を 進め て きた 結果 、 
好 斉 課 課長 CO> 排 出 量 の 削減 が で き 、 目標 を 達成 する こと が で きま し た 。 ま た 、 地域 清掃 活動 で は 、 河川 堤防 の 土 
宮部 正治 砂 除去 作業 に も 取り 組む な ど 、 地域 と 密着 し た 環境 保護 活動 を 展開 し て きま し た 。 


力 使用 量 (KWh) 重油 使用 量 (K9) 廃棄 物 排出 二 (t 


BOD ({t (20( 0( IN【@ じ る ( 
97271 7 9 電 
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湘南 化粧 品 工場 


所 在 地 〒251-0021 藤沢 市 龍治 神明 2 ] 目 5 番 10 号 
工場 長 赤本 正 友 
生産 品目 化粧 品 


土地 面積 4.455m? 建物 延 面 積 3.200m* 従事 者 数 44 人 


(2002 年 7 月 12 日 ISO14001 誰 証取 得 ) 


2009 年 度 の レビ ュー 

2009 年 度 は 、 廃棄 物 の 削減 積載 率 の 効率 化 ・ ノ ー カ ー デ ー の 実施 な ど 、 CO> 排 出 量 低減 に 積極 的 に 
ら 質 作 理 麻 キ 事 取り 組ん だ こと で 目標 が 達成 で きま し た 。 ま た 、 ク リー ン 活 動 ・* ゴ ミ ゼ ロ キャ ン ペ ー ン へ の 協賛 な ど 、 
宮原 秀夫 地域 社会 へ の 環境 保全 活動 が 定着 し 参加 率 が 増え まし た 。 


電力 使用 量 (KVVh) | 都市 ガス 使用 量 (m 廃棄 物 排出 量 (人 ) 


t ( 宮 ⑨( 
600,902 0.//5 291 の 


中 央 研究 所 


T186-8650 国立 市 谷保 1796 番 地 
澤田 治 本 
食品 ・ 医 薬品 ・ 化 粧品 の 開発 研究 、 腸 内 菌 芋 の 研究 、 


生理 活性 物質 の 探索 研究 、 パ イオ テク ノロ ジー を 利用 し た 研究 、 
商品 お よび 素材 の 安全 性 試験 研究 、 分 析 試 験 


(2001 年 1 月 11 日 中 央 研究 所 ・ - 土地 面積 21.257m* 建物 延 面 積 21.402m^ 従事 者 数 258 人 
分 析 セ ンタ ーISO14001 認 証取 得 ) 


2009 年 度 の レビ ュー 


「 森 の 中 の 研究 所 ] を コン セプト に 省エネ ルギー や 緑化 な ど に 取り 組み 、 近隣 の 自然 環境 に 融和 し た 
施設 人 理 課 主事 新 研究 所 が 完成 し まし た 。 それ に と も な い 、 エネ ルギー 使用 量 は 増加 し まし た が 、 単位 床 面積 あたり の 
野村 正 福 CO> 排 出 量 は 約 22% 削 減 で きま し た 。 


水 使用 量 (m 力 使用 量 (KWh) | 都市 ガス 使用 量 (m 廃棄 物 排出 量 (人) 


{ (UM 
46, 中 /,183,560 62U/9/ 2.938 中 


※ 電 力 等 の CO. 換 算 係数 は 、 第 三 期 計 画 の 設定 目標 に 対応 し て いま す 。 
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SITE RKEPORT 





台湾 ヤク ルト 株 式 会 社 


所 在 地 中 華 民国 台北 市 

富 業 開始 1964 年 3 月 

社員 数 333 人 

事業 内 容 ヤク ルト 、 ヤ クル ト 300、 ヤ クル ト 300 ラ イト 、 
は っ 酵 乳 等 の 製造 ・ 販 売 


環境 活動 
2006 年 か ら [「 省 エネ ルギー 委員 会 ] を 設置 し 、 工場 内 の エネ 


ルギー 機器 を 省エネ タイ プ へ 更新 、 ゴミ を 分 別 す る こと で 焼却 

ゴミ を 削減 し て いま す 。 

福 倒 活動 uo 5152121{〔{ 
台湾 乳酸 菌 協会 ・ 台 湾 保 健 食品 学会 ・ 台 湾 農 業 化学 会 台湾 栄 

養 学会 へ の 協賛 金 お よび 学会 計 広 告 掲 載 に より 、 健康 に つい て 

の 世 林 活動 を 行っ て いま す 。 


香港 ヤク ルト 株 式 会 社 


所 在 地 中華 人民 共 和 国 香港 特別 行政 区 
営業 開始 1969 年 6 月 
社員 数 181 人 
事業 内 容 ヤク ルト の 製造 ・ 販 売 
ISO9001 2001 年 取得 
培 境 活動 0 0 0 o WW 
工場 で 排出 され る ゴミ と は 別に 紙 類 、 空 容器 、 ア ルミ 和 多 、 
O 〇 PP フィ ルム 、 シャ ー レ 等 の 廃棄 物 を 分 別して 、 専門 業者 に て 回 
収 し リサ イク ル を し て いま す 。 排水 処理 施設 の 効率 化 を 目的 に 、 
浸漬 型 メ ンプ ラン フィ ルター 導入 を 進め て いま す 。 完成 後に は 、 
排水 処理 工程 の 簡素 化 と 排水 濃度 が 改善 され ます 。 
社会 活動 
地域 社会 と の 交流 を 目的 に 工場 見 学者 の 受け 入れ を 促進 し 、 
2009 年 に は 約 3 万 3.000 人 も の 来場 者 が あり まし た 。 ま た 、 
地域 の 日 本 人 社会 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン と スポ ー ツ 振興 支援 
と し て 、 リト ルリ ー グ チー ム に ユニ フォ ー ム ・ 帽 子 ・ リ ー グ 加盟 費 
の 支援 を 行っ て いま す 。 


タイ ヤク ルト 株 式 会 社 





所 在 地 タイ 国 パ ンコ ク 
営業 開始 1971 年 6 月 
社員 数 1.156 人 
事業 内 容 ヤクルト の 製造 ・ 販 売 
環境 活動 

工場 で 発生 し た 廃棄 物 を 工場 外 へ 持ち 出し 処分 する 量 に つい 
て 毎年 、 監督 官庁 に 申請 し 許可 を 受け て いま す 。 廃棄 物 の 処分 
は 、 登録 業者 に 委託 し 全量 リサ イフ クル し て いま す 。 現在 は 、 年 間 
の 廃棄 物 処分 量 の 減量 を めざし 、 排水 処理 水 に つい て は 、 再 利 
用 化 の 量 を さら に 増やし 、 現状 の 50% ア ッ プ を 目標 に し て い 
ます 。 
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韓国 ヤク ルト 株 式 会 社 


所 在 地 大輔 民国 ソウ ル 

営業 開始 1971 年 8 月 

社員 数 1.786 人 

事業 内 容 ヤク ルト 、 ヤ クル ト エ ー ス 、 ヤ クル ト 400 等 の 
製造 ・ 販 売 


ISO9001 利 川 工 場 1998 年 取得 


幸 境 活 動 uo5 121!t〔t〔{{t{t{ つ WW{ 

陣 国 ヤク ルト で は 容器 の 回 収 に 努め 、「 ヤ クル ト 容 器 利 用 水 
浄化 シス テム 」 に よる 工場 排水 処 理 を 、 また 、 | 緑 運 動 ] と 称す る 
排ガス 削減 運動 に 賛同 し 、 全 工 場 で 車 の 相乗 り 運動 を 行っ て い 
ます 。 

平澤 工場 で は 河川 敷 の 清掃 活動 に 参加 し て いま す 。 
社会 活動 uo 61616 

| 愛 を 助け る 運動 ] と 称し 、 全社 員 給 料 の 1% を 提供 し 、 集まっ 
た お 金 で 恵まれ な い 人 な ど へ の 資金 を 援助 し こい ます 。 喝 童 の 
国語 力 育 成 を 目的 に 開催 され る | 全国 児童 作文 コン クー ル ] は 、 
今年 で 34 回 目 の 共催 と な り ま し た 。 ヤク フル トレ ディ の 活動 に は 、 
全国 の 恵まれ な い お 年 寄り に 、 ヤ クル トレ ディ が 作っ た キム チ を 
プレ ゼン ト す る 「 愛 の キム チ ヂ 運 動 ] が あり ます 。 

備 山 工場 で は 、 地域 の 学校 と 環境 姉妹 と し て 提携 、 奨学 金 の 
寄付 、 自然 保護 キャ ン ペ ー ン 費用 の 補助 な ど を 行 つ てい ます 。 





フィ リピ ン ヤ クル ト 株 式 会 社 


所 在 地 。 フィ リピ ン 共 和 国 マニ ラ 
営業 開始 1978 年 10 月 


社員 数 610 人 
事業 内 容 ヤク ルト の 製造 ・ 販 売 
環境 活動 


工場 か ら の CO> 排 出 量 削減 の た め 、 ボイラ ー 燃 料 に パイ オ 
ディ ー ゼ ル を 使用 し て いま す 。 
社会 活動 ooo 1 1 WWtWt〔t〔t〔{〔{〔{ 

地域 住民 や 工場 従業 員 の 安全 の た め 、 工場 横 の 市 道 へ 歩道 橋 
を 設置 し 、 カラ ン バ 市 へ 寄贈 し まし た 。 プロ パ バスケットボール の 
試合 へ の 協賛 、 ヤ フルト 空 容器 を 利用 し た クリ スマ スパ ロー ルコ 
ン テ ス ト や フィ リピ ンス ポー ツ 協 会 と 協力 し た 「 ヤ フク ルト 10 マイ 
ル マ ラ ソン 大 会 ] の 開催 な ど 、 子供 の 芸術 凡 作 力 や 地域 住民 の 
健康 促進 を 目的 と し た 活動 を 行っ て いま す 。 ま た 、 台風 な ど で 
大 き な 被 害 を 受け た 地域 に 出向 き 、 早期 復興 の た め の 食 料 品 支 
援 を し て いま す 。 


シン ガ ポ ー ル ヤク ルト 株 式 会 社 





所 在 地 シンガポール 

営業 開始 1979 年 7 月 

社員 数 144 人 

事業 内 容 ヤ フ ル ト の 製造 ・ 販 売 、 ヤ フル ト エ ー ス ライ ト の 販売 
ISO9001 2003 年 取得 





環境 活動 


ゴミ の 減量 を 目的 に 、 | 再 利用 で きる 物 ] 「 有 価 物 と し て 売却 で 


きる 物 ] [廃棄 する 物 ] と 分 別 、 生活 用 水系 統 に オリ フィ ス を 取り 

付け 節水 対策 を 実施 し て いま す 。 ま た 、 制御 シス テム を 見 直し 

電力 の 削減 も 実施 し て いま す 。 

社会 活動 

各 種 シ ン ポ ジウ ム へ の 協 次 

(1) Singapore Cancer Society( シ ン ガ ポー ル 閣 協会 ) 主催 
の シン ポジ ウム や 地域 別 の 健康 講話 会 等 に 寄付 、 商品 の 
提供 を 継続 し て 行っ て いま す 。 


(2) NFDD (消化 器 系 疾患 基金 ) が 主催 し て いる シン ポジ ウム の 
メイ ンス ポン サー を 、 20 年 以上 継続 し こい ます 。 





スイ ミン グ ス ク ー ル へ の 協 芋 
シン ガ ポ ー ル で 人 気 の 水泳 競技 の 選手 を 多く 曹 出し こい る スイ 
ミン グ ス ク フール へ 運営 費 の 寄付 、 用 具 の 寄付 等 を 行っ て いま す 。 





イン ド ネ シア ヤク ルト 株 式 会 社 





所 在 地 インドネシア 共和 国 ジャ カル タ 

富 業 開始 1991 年 1 月 

社員 数 1.994 人 

事業 内 容 ヤク ルト の 製造 ・ 販 売 、 ヤ フル ト エ ー ス の 販売 
ISO9001 2006 年 取得 


環境 活動 


201 1 年 1 月 より 、 ヤ クル ト の 容器 を ろ材 と し た 「 ヤ クル ト 容 器 


利用 水 浄化 シス テム 」 を 導入 する 予定 で す 。 ま た 、 この シス テム 
を 導入 する こと に より 、 イ ン フ ラ が 整っ てい ない イン ド ネ シア に 
排水 処理 施設 の 普及 が 可能 な こと を アビ ピー ル で きる こと 、 そ し て 
廃棄 し て いる ボトル を 有効 利用 で きま す 。 


現在 、 イ ンド ネシア 国 公共 事業 省 住 宅 局 の も と 、 スマ ラン で 、 
ヤク ルト の 容器 を 使っ た 小 規 模 な 浄化 シス テム を 導入 する プロ 
ジェ クト が 行わ れ て お り 、 そ の 援助 も し て いま す 。 今年 中 に は 導 
入 さ れる 見 込み で 、 この 成功 事例 が イン ド ネ シア の 排水 処理 事 
情 の 改善 に 貢献 で きれ ば と 考え て いま す 。 


社会 活動 
工場 見 学 、 フ ィ ル ムシ ョ ー ウ ィング に よる ヤク ルト の 落 蒙 活動 
を 行い 、 地域 社会 この 交流 を 図り 、 各種 シン ポジ ウム 等 の 協 共 、 


現地 食品 展 、 日 イ 友 好 事 業 、 日 本 人 学校 で の 文化 祭 等 で の 出店 
を 行い ヤク ルト の 有用 性 を アピ ー ル し て いま す 。 


オー スト ラリ アヤ クル ト 株 式 会 社 


所 在 地 オー スト ラリ アダ ン デ ノン 

富 業 開始 1994 年 2 月 

社員 数 83 人 

事業 内 容 ヤク ルト 、 ヤ クル トラ イト の 製造 ・ 販 売 
ISO9001 2004 年 取得 


環境 活動 WW 
工場 内 設備 の 運転 時 間 お よび 設定 値 の 見 直し を 行い 、 電気 や 
天然 ガス 燃料 消費 量 を 削減 、 雨水 を フィ ルター ろ 周 、 洗 浄水 と 
し て 利用 する シス テム 導入 を 開始 し まし た 。 サセックス 州 で は 、 
空 容 器 リ サイ クル 法 が 施行 され て いる た め 、1 本 に つき 10 セ ン 
ト の 税金 を 州 当局 に 納付 し こい ます 。 
社会 活動 06) 
オー スト ラリ アン フッ ト ボ ー ル ・ チ ー ム 「AFL エ ッ セ ンド ン FC」 
が 主催 する 社会 貢献 活動 へ の 協賛 や 、 ヴィ フク トリ ア 州 吉 校 終了 検 
定 基準 (大学 進学 評価 基準 ) の 認定 単位 の 授業 運営 の サポ ー ト 、 
メル ボル ン 近 郊 在住 の 5 歳 か ら 12 歳 の 児童 を 対象 と し た フッ ト 
ボー ル 教 室 の 運営 を サポ ー ト し て いま す 。 


マレ ー シ ア ヤク ルト 株 式 会 社 
所 在 地 マレー シア ク フ ア ラル ンプ ブー ル 
営業 開始 2004 年 2 月 


社員 数 166 人 
事業 内 容 ヤク フルト エー ス 、 ヤ クル ト エ ー ス ライ ト の 製造 ・ 販 売 





境 活 勲 WW 

工場 内 で 発生 する ゴミ は 、 リサ イク ル ・ 普 通 ・ 廃 棄 物 の 3 種類 に 
分 け 、 4 業者 に 処理 を 依頼 、 工場 排水 は 、 活性 汚泥 法 で 排水 処 
理 を 行い 、 放流 水 は 、 毎月 業者 に 検査 を 依頼 し 、 検査 結果 を 環 
境 庁 に 報告 し こい ます 。 


社会 活動 


工場 見 学 お よび イベ ント な ご ど を 実施 し 、 地域 社会 と の 交流 


隊 人 し de 
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ベト ナム ヤク ルト 株 式 会 社 


所 在 地 ベト ナム 社会 主義 共和 国 ホー チミ ン 
富 業 開始 200/ 年 9 月 

社員 数 101 人 

事業 内 容 ヤク ルト の 製造 ・ 販 売 

ISO22000 2009 年 取得 


境 活動 uo5 5 5 5 555 121!5!t!t〔t〔O ユ > 
工場 で 発生 する 廃棄 物 を 対象 こし 、 分 別 回 収 の た め の 廃 棄 物 
写 理 規定 を 2009 年 度 に 作成 し 本 年 度 よ り 運 用 を 開始 。 リサ イク 
ル 率 の 10% 向 上 を 工場 目標 こし て 設定 し 、 活動 を 開始 し まし た 。 
2010 年 度 の 工場 万 針 こ し て 、 市 水 使用 旦 の 10% 削 減 目標 を 設 
定 し 、 削減 活動 を 開始 し まし た 。 
社会 活動 
技術 糸 大 学生 を 対象 に 、 排水 処理 設備 見 学 を 含め た 工場 見 学 
を 実施 し 、 学生 の 排水 処理 シス テム 知識 の 向上 に 努め まし た 。 


イン ド ヤ クル ト ・ ダ ノン 株 式 会 社 


所 在 地 イン ド 共 和 国 ニュ ー デ リー 
富 業 開始 2008 年 1 月 





社員 数 103 人 
事業 内 容 ヤク ルト の 製造 ・ 販 売 
環境 活動 


食品 安全 ・ 品 質 面 の 改善 を 目標 に 、2012 年 度 に ISO9001 の 
取得 を めざし て いま す 。 廃棄 物 を 10 種 類 に 分 別 し 、 リ サイ クル 
業者 に 販売 。 排 水 は 、 河川 放流 で きる レベ ル (BOD30 以 下 ) に 
処理 後 、 地区 処理 場 に 流し て いま す 。 ポ ボイラ ー 燃 料 に つい て は 、 
環境 に 配慮 し て 重油 を 避け 軽油 を 使 つ っ て こい ます 。 


広州 ヤク ルト 株 式 会 社 


所 在 地 中 華人 民 共 和 国 広州 
富 業 開始 2002 年 6 月 

社員 数 489 人 

事業 内 容 ヤク ルト の 製造 ・ 販 売 
ISO14001 2003 年 取得 
ISO9001 2003 年 取得 


境 活動 oo WWW 

再 利用 水 の 活用 を 推進 し 、1.000t/ 月 の 節水 を 行っ た こと で 、 
広州 市 お よび 開発 区 か ら 高 い 評価 を 得 ま し た 。 空 圧 機 4 台 の イ 
ン パ バー ター 制御 お よび 台数 制御 を 導入 し 、40% の 電気 代 節 約 、 
ボイラ ー4 台 の 台数 制御 を 導入 で 9% の 軽油 削減 を 図り まし た 。 
充填 室 お よび 包装 室 で は 、 冷房 用 排気 を 直接 外部 へ 放出 せ ず 、 
副 資材 庫 の 温度 コン トロ ー に 使用 後 、 外部 へ 排出 する シス テム 
を 採用 、 エネ ルギー 削減 に 結び つけ て いま す 。 廃棄 物 は 分 類 を 
徹底 、100% リ サイ クル を 可能 と し て いま す 。 充填 機 の 印刷 工程 
で 発生 する 有機 溶剤 に つい て は 、 活性 大 装 置 で 吸着 後 、 外部 へ 
排出 し 環境 汚染 を 防止 し て いま す 。 
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社会 活動 

ボラ ンティア 組織 で ある 広州 市 青年 志願 者 協会 と 孤児 の た め 
の 広州 1 ツアー を 合同 企画 し まし た 。 また 、 広州 市 尊 老 康 協 
祭 と 協 し 、 敬老 の 日 日 雲 山 登 山 活動 を 殴 助 し こい ます 。 





上 海 ヤ クル ト 株 式 会 社 


所 在 地 中 華人 民 共 和 国 上 海 
富 業 開始 2005 年 5 月 

社員 数 201 人 

事業 内 容 ヤク ルト の 製造 ・ 販 売 
ISO9001 2008 年 取得 


に 
上 海 工場 で は 、 コン プレ ッ サ ー を 定期 的 に 停止 させ る 省 電 力 
シス テム を 導入 、 使用 電力 の 削減 に 努め て いま す 。 
社会 活動 
工場 見 学 を 積極 的 に 実施 、2009 年 度 は 5 万 6.576 人 が 来場 
し まし た 。 学会 関連 活動 と し て 、 | 中国 乳酸 菌 と 健康 国際 ] シン 
ポジ ウム に 拓 殴 し て いま す 。 


また 、 四川 大 地震 (2008 年 5 月 )、 青海 地震 (2010 年 4 月 ) の 
際 は 、 救済 と 復興 支援 の た め 義 援 金 を 拠出 し まし た 。 


ブラ ジル ヤク ルト 商工 株 式 会 社 





所 在 地 ブラ ジル 連邦 共和 国 サン パウ ロ 

営業 開始 1968 年 10 月 

社員 数 2.509 人 

事業 内 容 ヤク ルト 、 ヤ クル ト 400、 ソ フー ル 等 の 製造 ・ 販 売 


環境 活動 

排水 処理 は 、 活性 汚泥 法 で 容器 に よる 処理 の テス ト を 継続 中 
で す 。 排水 に つい て は 、 ロレ ー ナ 工場 は 処理 後 河川 放流 、 サ ン ベ 
ルナ ルド 工場 は 敷地 内 散水 し こい ます 。 豆乳 搾 汁 後 の オカ ラ 、 
キャ ッ プ 用 アル ミミ 廃材 、 工場 内 廃棄 容器 、 プ ラス チッ ク 製 品 、 
段ボール 、 包装 用 紙 材 、 金属 (ドラ ム 和 缶 等 ) は 売却 。 その 他 リ サイ 
クル 不可 能 廃 棄 物 は 、 すべ て 委託 廃棄 し こい ます 。 ボ イラ ー は 、 
天然 ガス を 使用 し て いる た め 排 煙 は ほとん ど あ り ま せん 。 


社会 活動 
近郊 の 幼稚 園 、 学校 、 団体 等 の 工場 見 学 を 受け 入れ て いま す 。 


その 他 、 野球 連 器 を 支援 し 少年 野球 大 会 等 に 協 昔 、 日 系 の 援護 
団体 に 支援 、 寄付 も 行 つ てい ます 。 








所 在 地 メキ シコ 合衆国 メキ シコ シテ ィ ー 

営業 開始 1981 年 10 月 

社員 数 2.669 人 

事業 内 容 ヤク ルト 、 ヤ クル ト 40LT、 ソ フー ル 、 
ソフ ー ル (ドリ ンク タイ プ ) の 製造 ・ 販 売 


環境 活動 
ゴミ は 分 別 し 指定 業者 に より 回 収 し に いる た め 、 焼却 処理 は 

ゼロ と な っ て いま す 。 不 必要 な 電気 の 消灯 の 推進 、 ア イス パン ク 、 
タワ ー 水 の 深夜 電力 の 活用 に より 工場 内 の 電力 使用 時 を 15% 
削減 、 ま た 生産 時 に よっ て 排水 処理 設備 を 停止 ご せる こと で 負 
理 費用 ・ 使 用 電力 を 削減 し て いま す 。 

工場 内 の 環境 検査 に つい て は 、 ボイラ ー 排 ガス は 3 年 ご と 、 
排気 装置 ( 粉 孔 、 有機 溶剤 発電 機 ) は 毎年 、 排水 如 理 水 は 毎月 、 
法定 検査 を 実施 し 、 政府 へ 結末 を 報告 し 環境 管理 を 維持 し て い 
ます 。 


社会 活動 
工場 見 学 を 行っ て いま す 。 


アメ リカ ヤク ルト 株 式 会 社 


所 在 地 アメ リカ 合衆国 ロサ ンジ ェ ル ス 
営業 開始 1999 年 10 月 

社員 数 46 人 

事業 内 容 ヤク ルト の 販売 


社会 活動 
日 米 協会 ( 責 カ リフ ォ ル ニア ) を は じ め と し た 各 和 協会 ・ 団 体 と の 
日 米 文 化 交流 活動 や 草の根 的 な ヤク ルト の サン プリ ング 活動 


(学校 、 運動 会 、 パ レー 教室 等 ) を 行っ て いま す 。2010 年 度 か ら 
は 、 | 食 育 活動 ]| を 導入 する 予定 で す 。 


= に mA も クン と Eo 


所 在 地 オラ ンダ 王国 アル メア 


富 業 開始 1996 年 3 月 
社員 数 129 人 
事業 内 容 ヨー ロッ パ 各 社 の 統括 管理 お よび ヤク ルト 、 


ヤク ルト ライ ト の 装 造 
ISO14001 2000 年 取得 
ISO9001 2005 年 取得 


環境 活動 

オラ ンダ ヤク ルト で は 、 ISO14001 の 認証 を 取得 し て お り 、 そ 
の 環境 マネ ジメント シス テム に 基づき 、 環境 保全 全般 へ の 取り 組 
み を 継続 的 に 進め て いま す 。 ま た 、 新た な 欧州 環境 行政 の 取り 
組み と し て 、2009 年 か ら 導 入 さ れ た 環境 エネ ルギー 削減 プロ 
グラ ム に 登録 し 、2009 年 か ら 2012 年 まで の 4 年 間 に 4.4% の 
エネ ルギー 削減 目標 を 掲げ 、 生産 活動 で 消費 され る 電気 ・ ガ ス 
使用 量 の 削減 プラ ン の 策定 お よび 推進 を 図り 、C 〇 > の 削減 に 貢 
献 し て いま す 。 この プラ ン の 進捗 状況 は 、 毎年 所 轄 官庁 へ 報告 
し 評価 ・ 助 言 を 受け て いま す 。 


さら に 、2007/ 年 か ら 発効 し た 環境 汚染 防止 を 目的 と し た 化 
学 物 錦 登録 制度 (REACH 法 ) に 準拠 し 、 容器 や 印刷 イン ク 原 料 に 
つい て 供給 先 と 協力 し て 、 そ の 登録 作業 を 進め て いま す 。 


社会 活動 
代 立 以来 、 ネー デル ラン ド ・ フ ィ ル バー モ ニ ー 管 弦楽 団 へ の 
スポ ン サ ー と し て 、 文化 面 で の 支援 を 行っ て いま す 。 本 年 は 、 同 


楽団 75 周 年 記念 事業 の 一 環 と し て 、 老人 ホー ム や 地域 住民 を 招 
待 す る な どの 活動 を 計画 し て いま す 。 





イタ リア で は 、 ミラ ノ の レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 科学 博物 館 
と 共同 で 、 「 食 と 健康 ・ 科 学 ] を テー マ と する プロ グラ ム を 設定 し 
青少年 層 の 教育 に 貢献 し て いま す 。 健 腸 月 間 を 企画 、 毎年 月 に 
イタ リア 栄養 士 協会 この 協賛 で 、 腸 の 健康 の 重要 性 を 説明 し 
人 々 の 健康 を 考え る 支援 を 行っ て いま す 。 オ ー ス トリ ア で は 、 同 
国 の 赤十字 社 の スポ ン サ ー と し て 、 献血 に 訪れ た 人 に ヤク ルト 
を 提供 し 、 年 2 回 行う デュ オ パ ッ ク の 売上 金 の 一 部 を 活動 支援 の 
た め に 寄付 し て いま す 。 





ドイ ツ で ほ 、 ケ ルン の 二 供 オペ ラ の スポ ボ ポン サー と し て 災 人 E 画 、 
児童 の 情操 教育 に 真 献 。 英国 で は 、 コア 、 ガッ トト ラス ト 、 セ ント 
マー クス 病院 と いっ た 団体 へ の 寄付 を 実施 、 ガ ッ ト 週 間 こ と いう 
イベ ント を 企画 し 腸 の 機能 に つい て 説明 し 健康 に 奉仕 する 機会 
を 設け て いま す 。 ベ ルギー で も 、 各 家 庭 を 栄養 士 が 訪問 し 、 朝食 
の 正しい 取り 方 な どの アド バイ ス を 行っ て いま す 。 





Mit dem Kaui einer Takult PopPelPackung 
HELFEN AU り CH SIE UNS HELFENI! 











Pro DoppelPackung spenden wir 
6 ent an das Rnte Kreur。 
Yalcul も 
ーー イー 王 working on a heathy moriety 





ヤク ルト 社会 環境 レポ ー ト 2010 


51 


ヤク ルト 社会 環境 レポ ー ト 2010 第 三 者 意見 


ヤク ルト 社会 環境 レポ ー ト 2010 に 、 持続 可能 な 暮らし を 営み た いと 願う 
消費 者 と し て 、 第 三 者 意見 を 寄せ る 機会 を いた だ きま し た 。 

閉じ た 系 の 地球 で は 、 生き 物 の ほとん ど は その 表層 に し か 住む こと が で 
きま せん 。 いま 、 そ の すみ か を 追わ れ 、 絶滅 種 が 次 々 と 増え て いる と 言わ れ 
る な か 、 人 類 種 だ け は 順調 に 増え 続け こい ます 。 この 人 類 の 増加 は 、 明らか 
に 資源 と エネ ルギー 消費 の 増大 に つなが り 、 既に 資源 の 枯 湯 と 地球 温暖 化 
と いう 深刻 な 問題 を 、 人 類 に 突き つけ て いま す 。 

この よう な 状況 に あつ て 、 企業 の 持続 可能 性 を 考え る 時 、 社会 の 持続 可能 
性 、 地球 の 持続 可能 性 に 無理 の な い 形 で 真 献 で きる 企業 こそ が 社会 に 受け 
入れ られ 、 生き 残る こと が で きる の で は な いか と 思い ます 。 企業 の CSR も 企 
業 が 持続 可能 で な けれ ば 果たす こと が で きま せん 。 

人 の 暮らし は 、 も の や サー ビス を 購入 し 使う こと で 成り 立ち 、 こ れ ら の も 
の や サー ビス は 地球 がら の めぐ み と 国 内 外 の 多く の 人 々 の 労働 に よっ て 生み 
出さ れ て いま す 。 

持続 可能 な 暮らし に 向け て 、 消費 者 に は 人 こ 境 に 配慮 し た も の や サー 
ビス を 選 記 責任 が あり ます 。 そし て 企業 に は 人 と 環境 に 配慮 し た も の や サー 
ビス を 提供 する 責任 と 、 人 と 環境 に 配慮 し こい る こと を 消費 者 に 知ら せる 責 
任 が ある と 考え ます 。 無理 の な い 形 で 社会 や 地球 の 持続 可能 性 を 考慮 し た 
も の や サー ビス の 提供 を する こと 、 そ し て それ が 消費 者 に 選択 され る よう に 
知ら せる こと が 企業 の CSR の 基盤 に な る と 思い ます 。 

この よう な 思い で 社会 環境 レポ ー ト に 目 を 通さ せ て いた だ きま し た 。 
トッ プ メ ッ セ ー ジ で は 、 最初 に 予防 医学 、 健 腸 長寿 な どの 重要 性 を /5 年 間 
変わ ら ず 愚直 に 訴え 続け こい る こと 、 ヤ クル ト が 日 本 か ら 世 界 31 の 国 と 地域 
へ 広がっ て いる こと を 伝え て いま す 。/5 年 も の 間 、 同じ こと を 言い 続け る こ 
と が で きる の は 、 ず っ と 変わ ら な い 「 代 田 イ ズム 」 の 正 し さ 、 素晴らし さと 、 
それ を 受け 入れ る 社会 と うま く コ ミュ ニケ ー ト で き て いる こと の 証し で あり 、 
まさ に 人 と 環境 に 配慮 し た も の を 提供 し て いる と いう こと に な り ま す 。 人 が 
健康 に 生き る こと が で きる こと が 、 持続 可能 な 暮らし の 第 一 歩 で す 。 

また 、2010 年 か ら 、 組織 の 名 称 変更 を され た こと が 取り 上 げ ら れ て いま 
す 。 名 は 体 を 表す と いわ れる よう に 、 組織 名 に CSR を つけ た こと で 、 コー ポ 
レー トス ロー ガン で ある 「 人 も 地球 も 健康 に ] の 実現 を めざし 、 さら に CSR 活 
動 を 発展 ・ 充 実 さ せよ うと いう 意図 が 読み 取れ まし た 。 

さら に 、 ヤ クル トレ ディ の 特集 頁 は 、 毎日 の よう に 路上 や ビル の 中 で お 見 
か け す る レデ ィ の 話 で あり 、 そ の 多様 な 役割 に 感動 させ られ まし た 。 商品 を 
お 届け する こと いう 基本 の 仕事 は 、 先 に 書い た 、 消費 者 に 選択 され る よう に 知 


第 王者 間 見 を 受け て 


当社 グル ー プ の コー ポレ ー ト スロ ー ガ ン 「 人 も 地球 も 健康 に ] に は 、 人 が 健 
康 で ある た め に は 、 人 だ け で な く 周 り の すべ て の も の が 健康 で な けれ ば な 
ら な い 、 つ まり 、 水 、 土壌 、 大 気 、 動植物 な ど 、 これ ら す べ て が 健康 で あっ て 
初め て 人 は 健康 的 な 生活 が で きる の で あり 、 ひい て は 健全 な 社会 が 築 か れる 
と いう 、 生物 多様 性 と の 密接 な か か わり が メッ セー ジ に 込め られ て いま す 。 

2010 年 度 か ら 、 この メッ セー ジ を さら に 強く 発信 する と と も に 、CSR 活 動 
を さら に 充実 させ て いく た め に 、 組織 を 「 環 境 対策 室 ] か ら |CSR・ 環 境 推 進 
至 ] に 名 称 変 更 す る こと も に 、 体制 も 強化 いた し まし た 。 と 同時 に 、 これ まで 
10 版 を 重ね て まい り ま し た 「 ヤ クル ト 社 会 協 境 レポ ー ト 」 を 、2010 年 度 版 で 
は 、 特に 皆さま に お 読み いた だ きた い 内 容 を 「 國 子 ] と し て まとめ 、 詳細 な 
デー タ 等 は 当社 ホー ムペ ー ジ に 「Web 版 ] こ し て まとめ る こと に いた し まし た 。 

この 「 ヤ クル ト 社 会 環境 レポ ー ト 2010] の 発行 に あたり 、 本 年 度 は 消費 者 
の 立場 を 代表 し 、 また 環境 関係 の 要職 に 対 か れ て いる 辰巳 先生 に 、 第 三 者 意 
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経歴 


大 阪 府 出身 。 奈良 女 子 大 学 家政 学部 座 業 。 
教職 を 経て 1985 年 消費 生活 アド バイ ザー 資格 
取得 。1998 年 か ら 協 会 理事 、2002 年 か ら 協 
会 常任 理事 、1999 年 か ら 環 境 委 員 長 。 

経済 産業 省 の 産業 構造 矯 議会 や 総合 資源 エネ 
ルギー 調査 会 委員 、 環境 省 中央 環境 審議 会 委 
員 な ど を 務め る 。3R や 省エネ 、 低 誠 素 社会 、 グ 
リー ン 購 入 、 環境 コミ ュ ニ ケー ショ ン な どの 分 
野 で 活動 。 

NACS 環境 委員 会 で は 、 持続 可能 な 未来 生活 





























社団 法人 日 本 消費 生活 アド バイ ザー・ に 向け 、 商品 の 一 生 を 知っ て 商品 選択 を する こ 
コン サル タン ト 協 会 (NACS) 常任 理事 と が 消費 者 の 役割 で ちる と の 考え の も と 、 商品 
環境 委員 長 の 一 生 を 知る こと 、 そ れ を 伝え る こと に 力 を 
辰巳 菊子 注い で いる 。 


ら せ る 責任 を 十分 果たし て いる と 思い ます し 、 自治 体 と の コラ ボ で 4 万 
/.000 人 も の お 年 寄り の お 宅 を 訪問 し て いる と の 話 は 圧巻 で す 。 ヤク ルト レ 
デイ 上 自身 も 仕事 の 満 定 感 が 大 きい の で は な いか と 思い ます 。 次 回 に は ヤク フル 
トレ ディ の 生 の 声 を 特集 し て いた だ きた いな と 思い まし た 。 

現在 、 私 の 所 属す る 協会 の 委員 会 で は 、 消費 者 は 商品 の 一 生 に 関心 を 持 
っ て 商品 選択 を し よう と 呼び か け て いま す 。 その 理由 は 商品 の も っ と 上 流 に 
も 目 を 向け な いと 、 知ら な いと ころ で 、 消費 者 が 負荷 に 加担 し こし まう か も 
し れ な いか ら で す 。 その た め に は 企業 が きち ん と 商品 の 一 生 に つい て の 説明 
を し な けれ ば な ら な いと 思っ て いま す 。 

安全 性 に 関す る トレ ー サ ビリ ティ に つい て は レポ ー ト に 記載 が あり ます が 、 
商品 の 全 ラ イフ ステ ー ジ に 関わ る 人 々 の 働き 方 や 、 生物 多様 性 や 環境 負荷 の 
観点 で の 原材料 調達 時 の 問題 な ど を 説明 で きる よう な 記載 は あり ませ ん で 
し た 。 これ か ら は 説明 が 必要 な 時 代 が すぐ に 来る と 思い ます 。 上 流 、 下流 の 
いわ ゆる 健全 性 の 説明 責任 が ある と いう こと で す 。 

また 、 低 炭 素 社会 に 向け て は 、 カー ボン フッ ト プ リ ント に 取り 組 び の も 一 
つの 方 法 か と 思い ます 。 消費 者 に カー ボン フッ ト プ リ ント を 見 せる こと で 、 
結果 と し て トレ ー サ ビリ ティ が 明確 で あり 、 各 ス テー ジ で の CO2 が カウ ント さ 
れ て いる と いう こと か ら 、 一 生 の 説明 を で きる 可能 性 が あり ます 。 

最後 に 今年 の 冊子 版 は 、 ヤ フル ト が 創業 以来 ご の よう に 社会 や 環境 に か か 
わり 、 その 課題 解決 に 取り 組ん で いる か を 伝え る 内 容 と な り 、 広く 多く の ス 
テー ク ホ ル ダ ー に 読ん で いた だ きた いと の 強い 思い が 読み 取れ ます 。 ヤク ル 
ト を 飲ん で いる お 客 さ ま が ヤ クル ト を 選ん で 良かっ た と 感動 され る た め に 
も 、 是非 多く の 方 に 読ん で いた だ ける チャ ンス を つく る こと が 期待 され ます 。 
別途 、 環境 報告 な ど 詳 細 な デー タ は Web に 掲載 され る こと で 、 必要 な と こ 
ろ に 必要 な も の が 届く スタ イル と な り 、 望ま し いも の で す 。 


見 を いた だ きま し た 。 

ます 、 消費 者 目線 を 重視 され る 辰巳 先生 
か ら 高 い ご 評価 を いた だ いた こと に 深く 
感謝 申し 上 げ ま す 。 また 、 先生 の ご 指摘 に 
つき まし て は 、 来年 度 の 発行 に 向け て の 課 
題 を 提示 し て いた だ けた も の と 受け 止め 
て お り ま す 。 当社 の メッ セー ジ を 幅広 く 、 





ーー _ 株 式 会 社 ヤ フク ルト 本 社 専務 取締 役 
そし て わか りや すぐ く お 伝 えす る た め に 、 い CSsR・ 環 境 推進 委員 長 


た だ いた ご 意見 を 参考 に し て 、 ステ ー ク ホ 衣笠 則 


ル ダ ー の 目線 に 立つ こと の 大 切 さ を あら た め て 認 識 す る と と も に 、 当社 の 
CSR 活 動 に つい て さら に ご 理解 いた だ ける よう 、 真 撃 に 努力 し て まい り た い 
と 存じ ます 。 

誠に あり が と う ご ざ いま し た 。 


HISTOKRY 








































































































1971 画 |「 ヤ フル ト | な ど 乳 製品 の プラ スチ ッ ク 空 容器 の 回 収 を 開始 
1976 還 | プラ リサ イク ル 委 員 会 ] を 設置 
1991 量 セク ルト 容器 を 利用 し た 工場 排水 処理 な ど を 開始 
量 環境 経営 を 推進 する た め に 、 本 社 に | 環境 対策 委員 会 ] な ど 環境 対策 組織 を 設置 
1993 時 仔 品 容 頂 回 収 ・ リ サイ クル の た め の 資 機材 の 開発 ・ 導 入 を 開始 
画 門 召 こし て 代替 フロ ン を 使用 し た 自動 販売 機 、 ショー ケー スズ の 導入 を 開始 
1994 画 自動 販売 機 の オー バー ホー ル 再 利用 を 開始 
1995 画 | 環境 適応 容器 包装 の 基本 方 針 ] | 容器 包装 環境 適応 度 評価 大 準 ] を 策定 
1996 量 福島 工場 が [平成 8 年 度 エ ネル ギー 管理 優良 工場 通産 大 臣 表 彰 ] を 受賞 
1997 画 | ヤク ルト 環境 基 本 方針 ] (環境 理念 、 行動 指針 ) を 制定 
画 ( 財 ) 日 本 容 碧 包装 リサ イク ル 協 会 の 設立 に 出資 協力 
1998 量 札幌 工場 が [平成 10 年 度 エ ネル ギー 管理 優良 工場 通産 大 臣 表 彰 ] を 受 濾 
1999 画 | ブリ ー ン 購入 ガイ ドラ イン | を 策定 
画 京都 工場 が |SO14001 の 認証 を 取得 、 以後 2003 年 1 月 まで に 本 社 全 12 工 場 が 取得 完 
画 富士 裾野 工場 の [環境 ア クシ ョ ンプ ラン ] が 「 第 3 回 環境 レポ ー ト 大 賞 ] 環境 行動 部 門 ・ 優 秀 賞 を 受賞 
2000 画 環境 年 次 報告 書 「| ヤ フル ト 環 境 レ ポー ト ] の 制作 ・ 公 表 を 開始 
画 | ヤク ルト 本 社 環境 行動 計画 ] 第 一 期 計 画 を 策定 
時 京都 工場 が 「 平 成 12 年 度 エ ネル ギー 管理 優良 工場 近畿 経済 産業 局長 賞 ] を 受賞 
2001 画 | ヤクルト 本 社 環境 会 計 ガ イド ライ ン ] を 策定 、 年 度 環 境 会 計 ] 公表 を 開始 
時 隊 沢 工場 が | 平成 13 年 度 電気 安全 ・ 電 気 使用 合理 化 表 彰 ] を 受賞 
2002 時 | ヤク ルト 本 社 環 境 汚 染 リ スク 管 理 指針 ] | 同 廃棄 物 管理 指針 ] を 策定 
2003 画 | ヤク ルト 環境 基本 方 針 ] の 行動 指針 を 改 計 
画 | シク ルト エコ ピジョン 2010] を 策定 
画 | ヤク ルト 本 社 環境 行動 計画 ] 第 二 期 計 画 を 策定 
2004 画 | ヤセ フ ルト 環境 シン ボル マー ン ] を 制定 
量 隊 沢 工場 が | 平成 16 年 度 エ ネル ギー 管理 優良 工場 資源 エネ ルギー 庁 長官 表彰 ] を 受賞 
2005 量 シン ポジ ウム 「 よ り よ い 水 環境 を 残す た め に ] を 開催 
量 恒 日 ヤ フ ル ト 工 場 が |SO14001 :2004 の 認証 を 取得 し 、 ブル ー プ 内 の 全 24 生 産 拠点 で 認証 取得 を 完了 
画 中 央 研究 所 隣接 の 環境 保全 地域 に 「 サ ポー ト サ イ ン ] を 設置 
画 ブルー プ の 販売 会 社 に お ける ISO9001 と 14001 の 統合 認証 の 取得 支援 を 開始 
2006 画 中 央 研究 所 が | 平成 18 年 度 東京 都 環 境 賞 ・ 環 境 局長 賞 ] を 受賞 
画 中 央 研究 所 が | 平成 18 年 度 日 本 水 環境 学会 ・ 技 術 賞 ] を 受賞 
量 自然 冷媒 を 利用 し た ノン フロ ンタ イプ の 自動 販売 機 の 導入 を 開始 、 第 三 期 計 画 を 策定 
2007 画 中 央 研究 所 が 第 20 回 下水 道 展 に | 硝化 細菌 測定 キッ ト ] | ヤクルト A&G 水 浄化 シス テム 」 を 出展 
2008 画 環境 省 主催 | チー ム ・ マ イナ ス 6%」 に 参加 
2009 是 | ヤク ルト 本 社 環境 行動 計画 ] 第 四 期 計画 を 策定 
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